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　９月上じよう旬じゆん、某ぼう日じつ。



「貴方あなた達たちだけで来るなんて珍めずらしいですね。綾あや人と、久遠くおん？」

　聖ひじりヶが丘おか学がく園えん理事長室。その部屋の主は、迎むかえ入いれた幼い少年と少女に話しかけた。

「うんっ。少し……お話ししないといけない事があって」

「む……？　もしや澪みおや悟さとる殿どのには、まだ話していないのか？」

　少女の言葉に反応したのは、理事長の横に立つ男性。その言葉に答えるのは少年。

「……うん。くーちゃんと話し合って、先に話しておいた方がいいかなって……」

「という事は……天使関係、いえ、『力』の事ですか？」

　少年の言葉に再び問いを投げかけたのは、理事長の横、男とは反対の場所に立つ女性。



『天使関係』、『力』。そう、ここに居る者は全すべて、正確には人間ではない。



　理事長、ガブリエラ・ウエストウッドを名乗る女性は、熾し天てん使したるガブリエル。

　その隣となりに立つ二人。財ざい天てん寺じ努つとむを名乗る男は、座天使ツトレキエル。白しら川かわ有あり紗さを名乗る女性は、同じく座天使のスリア。

　久遠と呼ばれた少女は、高度な知能と超ちよう常じようの力を備えた狐きつね、『天てん狐こ』一族の少女。

　綾人と呼ばれた少年は、天界の力により知能と変身能力を得た、ネコの化け身しん。

　……綾人だけ肩かた書がきが若じやつ干かんショボい気もするが……そもそも『天使と比べるな』というところなので、大目に見ていただきたい。



「うん。あのね、あやと達の変身の事なんだけど……わたしが知ってるのと違ちがうの」

「違う……？　それはやはり、源となる『力』の関係でしょうか？」

「ううん。えっと……わたし達が人の姿になるとき、それぞれ『なりやすい姿』があって、それに変身するの。でも、わたしのこの姿も『なりやすい』だけだから、別の姿にもなれるし、調整もできるんだけど──」

「僕ぼく達たちの変身、この姿に固定されてるみたいで……他の姿にはなれないらしいんです」

　ガブリエルの質問に、二人で答える久遠と綾人。

　それを聞いた財天寺は、少し首を傾かしげ。

「ふむ？　こう言ってしまうのは悪いとは思うが……未熟なだけ、という事はないのか？」

「ん……。この前、ね？　きよいが、自分のお胸を大きくしようとしたんだけど、無理だったの。服に詰つめ物ものができただけで」

「「「 …………不ふ憫びんな 」」」

　胸のふくらみが乏とぼしい黒ネコ少女を想おもい、天使達が目元を押おさえる。

「あ、あははは……。えっと、聖き宵よいねえさん、服の調整は出来たっていう事は、術自体は成功しているはずで……。なのに『身体』は変わらなかったっていう事は、変身後の姿は固定なんだろう、って」

「変身後の姿は固定……。では成長も出来ない、と……？」

「ううん。あやと達の背、ちゃんと伸のびてる。髪かみも伸びてるし……ましろは、胸もちゃんと成長した。……ましろは」

　育つ事が出来ないのではないか。そう危き惧ぐした白川だが……ちゃんと成長しているらしい。背も。真ま白しろ『は』胸も。という事は──

「「「 ……不憫な……！ 」」」

　背は伸びたのに起き伏ふくは発生しなかった少女に、心の中で合がつ掌しようする三人。

「──とにかく。なるほど、理解しました。それは確かに……変身というよりは、別の身体に『切きり替かえ』、といったイメージですね。……しかし、なぜそれを我々に？」

　ガブリエルの問いに、綾人と久遠は一度顔を見合わせ。

「聖宵ねえさんの姿、決めたのは誰だれなのかなって、思ったんです」

「む？　聖宵自身が決めて、あの『願いの欠片かけら』の力で変身したのではないのか？」

「うん。多分ほとんどは、きよいの『願い』。でも……少なくとも胸は、きよいの願いじゃない、よね？『願い』で変身が出来たのなら……あれは誰の願い？」

「──なるほど。聖宵の変身には、誰かが何らかの干かん渉しようをした、という事ですね？」

「うん。僕ぼくと真白ねえさんの変身は、ガブリエル様が手伝ってくれた。なら……聖宵ねえさんが初めて変身したとき、僕達以外で一番近くに居たのは──」

「……悟殿、なのですね？」

「……（こくり）」

　ガブリエルの確かく認にんに、頷うなずく綾人。

「おねえさん、おにいさんの事だと凄すごく心配するから。理由がわかるなら、はっきりさせてから話したいな、って」

　悟と澪に、余計な心配事を与あたえたくない。そういう気き遣づかいからの行動らしい。

「──わかりました。術を解かい析せきしたときの記録を、もう一度見直してみます。ですが……正直なところ、変身に関しては専門外です。天狐の方々の方が詳くわしいかと」

「うん……。でも、これ以上はわたしじゃ分からない。里のおじいちゃんなら、分かるかもしれないけど」

「くーちゃん……」

　少し『しゅん』とした様子の久遠を、慰なぐさめるように頭を撫なでる綾人。

　そんな幼子二人の様子を微笑ほほえましく眺ながめながら、天使達が話し合う。

「天狐の里へ、行っていただいた方がいいですね。ツトレキエル、里の場所は確か……」

「はい。存在する場所は術で作り上げられた異界ですが、入口は京都に」

「二学期が始まっている今、場所を考えると『すぐに行け』とは言えませ──あら？　ガブリエル様。京都でしたら丁度、再来週──」
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「──ん……？　っと」

　９月も下げ旬じゆん、暑さもだいぶ和やわらいだ清すが々すがしい朝。俺おれ『水みな上かみ 悟さとる』は、目覚ましが鳴るより早く目を覚ました。……とはいえ。元々寝ね起おきが悪い俺は、なかなか脳ミソの回転があがらないまま、寝そべったままで暫しばし『ボー』っと。

　──ん？　多分、まだ早いよな……。なんでこの時間に起きたんだ……？　昨日、早めに寝たっけ？　──いや。

　緩ゆるい回転の思考回路ながら、それでもなんとか、目を覚ました理由を思い出す。

　……その『理由』のため、急速に憂ゆう鬱うつが湧わいてくる。だが、それと同時に──



「すー……、すー……、……うにゃ」「ん……。ぅにゅ……、くぅー……」



　ごく近くから聞こえてくる、二つの可愛かわいらしい寝ね息いき。

　片方は、我わが家やの飼いネコ……というより、もはや大切な家族である、黒ネコのイブ。

　そしてもう一つは、この家の家主の娘むすめにして俺の従妹いとこであり……今では俺の──その、とても大切な存在である少女、水上 澪みお。

　そんな一人と一匹ぴきが、イブは俺の胸の上、澪は隣で俺のシャツを握にぎり、胸に顔を寄せる様に丸くなって眠ねむっている。

　この寝顔を見ていると、ひと時とはいえ憂鬱が和らぐ。そして──その顔を曇くもらせない様に、『そのとき』まで暗い顔はしない。そう、心に決める。

　さて。この状じよう況きようを見て、ある疑問を抱いだく人も居ると思う。だから──先に言っておく。



　──ヤッてませんよ？



　……確かにこのシチュで手を出さないというのは、男としてツラいものがある。現にこの前まで、その手の衝しよう動どうを抑おさえようとしてギクシャクしていたのも確か。

　だけど、それで澪を悲しませてしまった以上、一人で堪たえるのは止める事にした。

　とはいえ。澪は高校一年で、しかも俺が教きよう鞭べんを執とる学園の生徒。……やはり手を出すわけにはいかない。

　そこで俺は、澪にある協力を頼たのみ……澪はそれを受け入れてくれて。

　──まあ、それで結構楽にはなったんだが……。

「……ん。悟……、──むにゃ」

　寝ね言ごと。

　眠っていても名前を呼んでくれるのは、気き恥はずかしいが、それ以上に嬉うれしかったりする。

「にゃぁ……。うにゃぁ……、すぅ……」

　一方のイブは。存在を確かめる様に、俺の胸に顔をこすりつけ、甘あまえた様な声をだしてから再び穏おだやかな寝息をたて始める。

　何というか……この状況だと自制するまでもない。劣れつ情じようどころか、胸に温かいものが染しみ渡わたってくる気がする。

「まったく、無防備に寝ちゃって……」

　苦にが笑わらいを浮うかべながら、澪とイブの耳をくすぐってみる。

「……ん。んー……うにゅ」

「にゃぁ……？　ぅにゃぁ……うにゃ」

　くすぐったそうにしながら、どちらも起きる気配が無い。

　微笑ましく可愛らしい、こんな光景を見ていると──

　──和なごむ。……まずい。また眠たくなってきた……。

　だけどこの後の事を考えると、ここで二度寝するわけにはいかない。それには、俺の服にしがみついている一人と一匹を起こさないと、俺も動けない。

「おーい、そろそろ起きるぞー……。起きないと、俺がオオカミさんになるぞー」

　……もちろん冗じよう談だんだが、ほんの少しだけ願望が混ざっちゃったのは、俺も半分寝ボケているせいだと思ってください。

「にゃ……、ぅにゃぁ……？」

　モゾモゾと動き出すイブと──

「……ん、……悟──」

「ん？　なんだ澪？」

　寝ボケ、というよりほとんど寝言の様に俺を呼ぶ澪。俺自身、まだ残る眠ねむ気けと闘たたかいながら返事をすると。



「──セキニン、とって……？」



「……………………」

　醒さめた。　目が。　パッチリと。



　回転速度が戻もどった、どころかむしろ過か剰じよう回転を始めた脳のう細さい胞ぼうで、必死に再確認。

「──よし、絶対に無罪。記き憶おくがトんでる時間も無い……！」

　確信を得てから呟つぶやき、『はああぁぁ……』と、深い安あん堵どの溜ため息いき。

　……身に覚えの有う無むに拘かかわらず心臓に悪い発言。そういう意味では、公共交通機関における『この人、痴ち漢かんです』に次ぐモノがある気がする。

　そんな事を考えながら、俺が額の汗あせを拭ぬぐっていると──

「……んー……？　あ……おはよう、悟。……どうしたの？」

「うにゃぁ？」

　辛かろうじて意識を回復させたらしい澪とイブが、体を起こしていた。

　……眠そうに目を擦こする仕草がシンクロしているが、今いま更さらなのでツッコまない。

「あー……、『何について？』とか、『お前、今どんな夢見てた？』とか、言いたい事はいろいろあるが──」

「？」「ぅにゃ？」

　またもシンクロして首を傾げる、澪とイブ。まだ少しポーっとしている様子の一人と一匹からは、警けい戒かい心しんなど欠片も見えず──

「……まぁ、おはよう。澪、イブ」

　何だかいろいろ力が抜ぬけたから、朝の挨あい拶さつだけを口にしてみる。

　澪とイブは、首を傾げたまま少しだけボーっと。そして、やっと思考能力が戻り、

「……ん。おはよ、悟♪」

「にゃあっ♪」

　柔やわらかな笑えみと共に挨拶を返してくれる。──これでやっと一日が始まった気がする。

「あー、澪？」

「……ん？」

「──本当にそうなった場合、逃にげる気は無いから、な？」

「？　何の事？」

「──ナンデモアリマセン。……マダ少シ寝ボケテイルダケデス」

「？」「にゃぁ……？」

　──深追いされる前に逃げるべきか。

　身を起こし、一度のびをすると、フと机に目がいく。

　実家から持ってきた物であるため、学生時代から使っていた机と椅い子すのセット。

　その机の上には、昨日使った資料一式。そしてその上に──全くの無言で白ネコ一匹。

　──なんか居た。

「……おはよう、ヴィス。──いつから居た？」

「に～♪」

　気配を消して風景の一部になっていた白ネコは、俺に応こたえる様に一鳴きすると、机から飛び降りる。そして、その小さな体が床ゆかに着く前に──姿を変える。

「おはようございます、にいさま。『いつから』というご質問ですと……、『最初から』と、答えさせていただきますね♪」

　と、楽しそうに言う、ヴィスから人の姿に変身した真ま白しろ。

「俺が起きたところから、か……？」

「はい。正確には、にいさまが目を覚ます少し前から、ですが♪」

「ぅぐ……！」

「ぅにゃっ」

　と、俺が言葉を詰まらせたのと同じタイミングで、イブが短く声を上げ、

「にゃあ、真白おはよー」

「……ん。おはよ、真白」

「おはようございます、ねえさま、聖き宵よいちゃん」

　ネコのイブから人の姿に変わった聖宵と、体を起こした澪が、真白と朝の挨拶を交かわす。

「ねえさま？　にいさまは覚かく悟ご完かん了りようみたいです。よかったですね♪」

「……ん？　何の事？」

「そ、それよりっ！　お前は澪の部屋でリッド達と寝たはずなのに、なぜここに!?」

　──これ以上何か言われる前に、ちょっと強ごう引いんに話を逸そらしてみた。

　すると真白は、ちょっと苦笑が混ざった様な笑えみを浮かべ。

「えっと……馬に蹴けられたくないですから」

「あー……、なるほど」

　俺の隣では、澪も苦笑いを浮かべていた。





　澪の部屋。その窓辺のベッドの上に、その二匹は丸くなって眠っている。

「くぅ……、くぅ……、……みぁ」「すー……、すー……」

　白黒ネコのリッドと、子ギツネの久遠くおん。朝の陽ひ射ざしの中、仲良く寄より添そい眠る二匹。

「……みぃ。──みぁ……？」

　寝ね返がえりをうったリッドが、何かを探す様に、前足を彷徨さまよわせ──

「……み。──みゃぁ……♪」

　久遠のしっぽを捕ほ獲かく。そのフサフサの毛並を確かめる様に、頬ほおを擦り付ける。

「みぁ……♪」

ふかふか　もふもふ

「……？　…………」

　久遠が目を覚ました。そして、自分のしっぽに顔を埋うめて眠るリッドを見つけると、

「……♪」

　前足で、リッドの耳を突つっつく久遠。

「……みゃぁ。──みぃ」

ぴこぴこぴこ

　くすぐったそうに身じろぎをし、耳をピコピコ。それを見た久遠は距きよ離りを取ると、

「っ♪」

　人の姿、だけどキツネの耳としっぽは出したままの、ケモノ耳っ娘こバージョンに。そしてイタズラを思いついた様な笑みを浮かべ──

「……えいっ」

ぽふっ

「みゃぁっ!?　……み？」

　しっぽアタック。リッドは驚おどろいて目を覚まし、『キョトン』とした様子で辺りを見回す。

「おはよ、りっど♪」

　そんなリッドに、しっぽをゆらゆらと動かしながら、笑顔で朝の挨拶を告げる久遠。

「み……？　──みゃあ！」

　状況を理解したらしいリッドは、拗すねたような声をあげ──

「もう、くーちゃん……」

　人の姿である『綾あや人と』になると、抗こう議ぎの声と共に久遠のしっぽに手を伸ばす。

「きゃっ!?」

「……え？」

　だが。慌あわてた声と共にその手を避さける久遠。予想外の反応に驚く綾人。

「……えっち」

「み!?　え、えっと……ご、ごめん……。──それと……おはよう、くーちゃん」

「うん……わたしの方こそ、ごめんなさい。──おはよ、あやと……♪」

　耳っ娘バージョンのしっぽへのタッチは、動物はＯＫでも人の姿だとダメらしい。

















「「 …………………… 」」

　お互たがいに『ごめんなさい』と朝の挨拶を交わし合った二人は、向かい合って頬を紅あかく染め、モジモジしている。……完全に、二人だけの世界に入っているようだ。



　──ずっとここにいる俺おれ達たちに、全く気が付かないくらいに。



「いやー、今日も残暑が厳しいですね、解説の真白さん？」

「そうですね。お盆ぼん前まえに行った温泉以降、心なしかアツくなる一方に感じますね♪」



「「 !? 」」

『ズザザッ！』という効果音を付けたいくらいの勢いで飛とび退のき、こちらに向き直る二人。

　──つーか本当に気が付いていなかったのか……。

「い、いつからそこに居たの!?」

　顔を紅くし、動どう揺ようそのままに訊きいてくる綾人。その後ろでは久遠も『コクコクッ』と。

「『いつからか』と問われたら──」

「『最初から』と答えますよね？」

「……ん。正確には、久遠が目を覚ます少し前……？」

「にゃん♪」

「「 あうぅ…… 」」

　俺、真白、澪、そしてネコに戻ったイブが言葉を継つぎながら答えると、頭から湯気が出そうな程ほどに顔を紅くしてうつむく二人。

「いくら音を出さないようにしていたとはいえ、隠かくれてもいないのに気づかないとは……」

「……ん。仲が良いのはいいけどね？　もう少しだけ、周り見た方がいい、よ？」

「…………あぅ」「うみゃあ……」

　頬を染めたまま、それでも反省したっぽい声を漏もらす。

　──まぁ、重じゆう症しようなのにここまで初うい々ういしいバカップルも、あんまり見ないよな。

「にいさま、ねえさま、イブちゃん？　ちょっとアレ、見ていただけませんか？」

「へ？」「……ん？」「にゃ？」

　なぜか少し場所を移動した真白。その指さす先にあるのは──



「「 ？　鏡が、何？ 」」「うにゃ？」



　ドレッサーの鏡には、丁度、真白以外の全員が映っているのだが……。

「…………なんでもありません。こっち方面のツッコミ担当、居ないんですよね……」

　珍めずらしく引きつった笑みと共に、後半は呆あきれた様な口調で呟く真白。

「「「「「 ？ 」」」」」

　イマイチ意味がわからない。

　──と、そんな事をしているうちに、結構時間が経たってしまっている事に気が付く。

「……さて、と。そろそろ俺、出で掛かける準備してくる。澪、朝メシ頼めるか？」

　実は──とある事情により、今日はものすごく気が重かったりする。……正直言えば、予定を全ぜん放ほう棄きして眠りに就つければ、どんなに良いことか。

　だけど──それを言うわけにはいかない。極力、顔に出さない様に言ったのだが、

「…………ん。ねぇ、悟？　……本当に、行っちゃう、の？」「うにゃぁ……」

　澪とイブの声こわ色いろが沈しずむ。そして──表情に浮かぶのは、はっきりとした『悲しみ』。



　……そう。今日は、しばしの別れの日──



　　　　　◆　　　◆



「先月、『傍そばにいてくれないか』とか言ったばっかりなのにな……」

　先のやりとりの数時間後。

　俺は車窓から流れる景色を眺め──ているわけではなく、ただ離はなれていく大切な我が家との距離に思いを馳はせた。

「覚かく悟ご、していたはずだったんだが……」

　こうなる事は、前々からわかっていた。だから、もうずっと前から覚悟を決めていたはずだったのだが……、いざ『この時』が来てしまうと、その辛つらさは想像を超こえていた。

「悟兄……。澪の事、考えてるの……？」

　声の方に顔を向けると、澪の幼おさな馴な染じみで俺の教え子、鈴すず宮みや細さざ音ねが声をかけてきていた。

「細音。──ああ、そうだ」

　悪いとは思いつつも、気き遣づかう様な表情の細音から顔を逸らし、また窓──西へ向かう新幹線の車窓から、すでに遠く離れた我が家を想おもう。



『悟……本当に、行っちゃうの……？』

『──ああ。ずっと前から決まっていた事だろ、澪？』

『細音は一いつ緒しよなのに……なんで私はダメなの……？』

『それは──わかってくれ澪っ！』

『悟……。ん、わかった。……待ってる。早く帰ってきて、ね……？』

『澪っ！　──ああ、必ず帰ってくる！　必ず、一秒でも早く……!!』



　そんな会話を交わした出かけ際。

　実はイブにも引き止められたが、あの子は『お別れは悲しいから』と、見送りには来てくれなかった。──残念ではあるが……気持ちはわかるから、仕方がない。

「悟兄……。あのね？　気持ちはわかるけど……ずっとそんな顔してないでよ……」

　辛そうな声で言ってくる細音。……俺は、自分が思う以上に酷ひどい顔をしている様だ。一緒に来ている細音には、悪いとは思う。だが……。

「……悪い、細音。だけど今は無理だ──」

「でもっ!!　折せつ角かく、折角……っ！」

　細音は、彼かの女じよらしい真まっ直すぐな視線を俺に向け、



「折角の修学旅行なのに、盛り下がる事この上無いんですけど!?」



　ブチギレ気味に言われ、改めて周りを見る。

　……近くの生徒達たちはほぼ全員、白い眼めか、あからさまに顔を背そむけているかのどちらか。



『こんな教師が居たら嫌いやだ』──修学旅行で、なぜか一人だけ最初からドン底。



　と、そんなわけで。今日から５日間、聖ひじりヶが丘おか学がく園えん高等部二年生は、京都への修学旅行。



　　　────　しばらくお待ちください　────



「少しは調子戻った？」

「おかげさまで」

　あれから十数分。大人としてあまりにもアレなので、気力を振ふり絞しぼって復活。現在、シートを回転させて作ったＢＯＸシートで、細音と向き合う形で座すわっている。

「まったく……予想を超えて重症だったよねー。皆みんなに『あの辛しん気き臭くさいモン、何とかして』って言われた、あたしの身にもなれと」

「……ご迷めい惑わくおかけしました」

　細音だけじゃなく、他の生徒にも聞こえる様に言ってみる。

　近くに座る生徒は手をヒラヒラと振る。その様子が語るのは『慣れてますんで』。

　……『教師としてどうよ？』とは思うが、不思議と悪い気はしない。

「ねぇ悟兄？　証しよう拠こ掴つかまれてないから、表立って問題にはなってないけど……一部の先生に目を付けられてるよ？」

「まぁ、何となくは気付いていたけど……」

　二学期が始まって、今まで以上に気を付けているのだが、やはりバレバレらしい。

　澪の学年は担当していない事もあって、問題は起きていないから大だい丈じよう夫ぶかと思っていたが……さっきみたいに『教師という仕事』に影えい響きようが出ると、かなりマズイ。

「澪も幸せそうだし、あたし的には『良かったね』って感じなんだけど。でも気を付けないと、今のままだと……ね？」

　確かに。澪に中退させたくないし、俺おれも職を失うわけにはいかない。もしそうなってしまったら──ん？　もしそうなったら……我が慢まんの理由が、無くなる……？



リンゴーン　リンゴーン

『ご結けつ婚こんおめでとー!!』



オギャー　オギャー

『おめでとうございます、元気な女の子です！』



「……やっぱり子供は女の子がいいよな」

「何を想像したの今!?」

　幸せな家族計画です。あと、ドレス姿とお母さん姿の澪。

「──すまん、ちょっとトリップしてた。……まぁ気を付ける。忠告ありがとな」

「はいはい。どういたしまして、っと」

　苦笑いと共に、肩かたをすくめる細音だった。

「──そだ。ね、悟兄？　ちょっと訊きたいと思ってたんだけど、いい？」

「ん？　なんだ？」

「や、この修学旅行の事。うちの学園、一応ミッション系だよね？　私立だよね？　……なんで思いっきり仏教文化の京都？」

　──ああ、その事か。まぁ確かに、ちょっと不似合いではあるんだよな。

「……三年の終しゆう盤ばんにある研修旅行、知ってるよな？」

「うん。確かローマに行くんだよね？　さすが私立のミッション系って思ったよ」

　そう。進路も決まった頃ころの三年の最さい終しゆう盤ばんに行われる、この学園最大のイベント。

「本来、それにほとんどの費用をつぎ込んでいたらしいんだが……昔、抗議があったそうだ。『なんでウチの学園には修学旅行が無いんだ』って」

「うわ……。気持ちはわからなくもないけど、ほとんどイチャモンだよね？　──ああ、それで出来たのがコレ？」

「……らしい。『あまり予算を掛かけず、手頃で修学旅行らしい場所』って事だそうだ」

「……納なつ得とくはしたけど、身も蓋ふたも無い事情だね」

　──大人の事情なんてそんなモンです。

「ああ、そうだ。いつか訊きたいと思っていたんだが、俺からも訊いていいか？」

「あたしに？　なに～？」

「お前、黒くろ木きとはどうなってんの？」

「う……！　あー、っと、そうだ悟兄！　司つかさ兄っていつからあんななの!?」

　一いつ瞬しゆんで顔が紅くなったと思ったら、すごい勢いで話を逸らされた。

　──まあ、逸らした先の話題が黒木の時点で、逸らしきれていないんだが。

　油断させておいた方がボロを出しそうだと判断。細音が振った話題に乗る事にする。

「ん？『あんな』って、変態気質の事か？」

「それ以外に無いと思う。……司兄、根っこは意外な程まともなのに、いつからあんな残念な事になっちゃったのかなって」

　知人として正しい評価ではあるが……。動揺がまだ残っているのか、なんとなく好意が透すけて見える。──もう少し引っ張った方が面おも白しろいかもしれない。

「んー、『いつからか』と訊かれてもな……。少なくとも小学生の頃──」

「あー、やっぱりそこら辺からなんだ？」

「いや、あの頃には確立されてたな」

「確立!?」

　その反応も分からなくもないが。とりあえず、あるエピソードを語る事にする。

「小学三年の頃──だったか？　あいつ、『乳ち房ぶさ』という漢字の読みについて、担任と口論してな」

「……待って悟兄。出で端ばなからツッコミ所が満まん載さいなんだけど？」

　──これくらいスルーしないと、かなり疲つかれると思うが。

「そこから担任と、おっぱい討論に発展してなぁ……」

「……それさ？　司兄と同じくらい、相手の担任も頭ヤバイよね？」

　──うん。かなりヤバイ。大人になった今だから、尚なお更さらそう思う。

「で、その討論な？　黒木が論破した」

「……小三だよね？　保健体育の授業、始まったかどうかって歳としだよね？」

　今でも謎なぞなんだが……。本当にあいつ、どこで知識を手に入れて来たんだろう？

「で、だ。負けたその担任、翌日に辞職した」

「ちょ──!?」

「書置きには、こう書かれていたそうだ。『おっぱい道を究きわめてきます』と」

「その先生やっぱりアウトだよね!?」

　──うん。見事なまでにアウトだと思う。つーか『究める』って何やったんだろ？

「本当にあの岡おか松まつ先生、今どうしてるんだか。……犯罪者になってなきゃいいんだが」

　これは、ただのひとり言。ひょんな事から思い出した、小学校時代の担任。その現在を心配しての呟つぶやき。だから──特に返事は期待していなかったんだが。

「──え？『岡松』……？　もしかして、某ぼう『元有名テニスプレーヤー』に似てる？」

　言われて思い返すと……名前、外見、雰ふん囲い気き。嗜し好こう以外の全すべてが似ている。

「……言われてみれば。──なんで知ってる？」

「この前、司兄が話してた人が多分そう。うわ……そっち方面イったんだぁ……」

　──引きつった笑い……？　それに『そっち方面』？

「どこで会ったんだ？」

「うん、この前のコミ──、っ!?」



　──釣つれた。予想外の大物が。思わぬ場所で。



「……鈴宮細音さん」

「な、何でしょうか、水上 悟先生……？」

　姿勢を正し──だけど目線はそらして汗あせジト流している細音に、直球で問う。

「この前、俺と黒木が夏コミ行くの、阻そ止ししたよな？」

「あー……、そんな事もあったねぇ──」

　顔ごと目をそらす細音。──意外とわかりやすいんだよな、コイツも。



「──単刀直入に訊く。コミケデートは楽しかったか？」



「なっ!?　や、そのっ！　そ、そもそもコミケになんて──」

　顔色が、紅くなったり蒼あおくなったり。そしてしらばっくれる細音。──ならば。

「キーヤ、居るな？　返事が無い場合は……疑ぎ惑わくが正しいという証しよう拠ことみなす」

「ちょ──!?」

『……ばう』

　どこからか聞こえる、犬の鳴き声。そして細音の隣となりの席に、言われなければ分からない程度に薄うっすらと浮うかぶ、犬の姿。

　細音の相棒で守しゆ護ご霊れいの、犬いぬ霊れいキーヤ。姿を消して当然の様に付いてきているキーヤに、事の真しん偽ぎを問う。

　キーヤは細音やウチのヴィス同様、なかなかイイ性格をしているが、細音以上に分かりやすい。だから現状、嘘うそはバレる、答えても黙もく秘ひしても結果は同じという状じよう況きよう。

「問い１。細音は、黒木と共にコミケに行った」

「あ、あはは、そんなわけが──」

『……わう』

　とぼけようとする細音だが、動揺を隠しきれていない上に、キーヤが顔を逸そらしていることから、完全にバレバレ。……硬こう直ちよくしている細音の頬を、また汗が一筋流れる。

「問い２。細音の認にん識しきとして、それはデートだった」

「んー……」『わぅ……』

　揃そろって微び妙みような様子。ならば──

「訂てい正せい。デートだったら良いな、と思っている」

「──う」『わう』

　紅くなる細音。誤ご魔ま化かすのは諦あきらめ、正直に答えるキーヤ。うん、素す直なおでよろしい。

「ラスト。──楽しかったか？」

「………………」『わん♪』

　頬を染めたまま、拗ねた様な表情を作って窓の方を向く細音。楽しそうなキーヤ。

「まったく……。別に恥はずかしがる様な事じゃないだろ？　──まぁ、もしコスプレとかしてはっちゃけてたら、さすがにアレかもしれないが」

　ああいうのは堂々としていれば大丈夫と聞くが……照れがあったり、後でフと我に返ると結構キツいらしい。

　まあ、細音がコスプレするわけないから、関係な──



「……………………」『……………………』



　────え？

　平常時なら病院に連れて行く事を考えるレベルまで、顔を真っ赤にする細音。顔を背けて、幽ゆう霊れいなのに器用に汗ジト流しているキーヤ。

「ちょっ！　お前まさか──!?」

「や！　あ、あたしだって好きでやったわけじゃ!!　あ、でも強制されたわけでもないけどでもでも──!?」

「だあああっ！　とりあえず落ち着け!!」





　取り乱した細音を落ち着かせるまで数分。その間他の生徒は見て見ぬふりをしていた事を考えると、この席は隔かく離り領域という扱あつかいにされている様だった。

「……落ち着いたか？」

「あー……うん。──なんとか」

「それにしても……いつ行ったんだ？　というか、帰り道で何があった……？」

「──行ったのは……二日目？　あの後、司兄に送ってもらったんだけど、なんかマジ凹べこみしてて……。で、ちょっと詳くわしく話を聞いたら、『買い物もだが、それよりお祭り気分を味わうのが目当てだった』って。──面白半分で潰つぶしちゃったけど、流石さすがに悪い事しちゃったかなー、って」

「ふむ。じゃあ、お詫わびの意味でか。何のコスを？」

「……某『白い悪あく魔まな魔ま砲ほう少女』。──それに勢いとはいえ……この前『着てあげる』的な事も言っちゃったし……」

　後半は、聞こえるか聞こえないかの声で呟く細音。

「…………」

　頬ほおを染めて俯うつむき、モジモジしながら話すその姿は……少し、『澪が居なかったらあぶなかったかも？』と思うくらい、意外な程に可愛かわいらしかった。

「あー、っと。衣装は黒木のチョイスだろ？　意外に露ろ出しゆつ度ど低いの選んだな」

「あ、そういえば。でも勧すすめられたの、全部露出度低いやつだったよ？」

「……ああ、そういう事か」

　──ヘタレゆえか、他人に見せたくないという独どく占せん欲よくか。……多分どっちもだな。

「ちなみに知ってるか？　あいつ、お気に入りの画像を携けい帯たいに落として、ワンタッチで待受けに出来る様にしてあるんだわ」

「う……！」

　──さてさて。画像の設定、されている方が嬉うれしいのか、されてない方が嬉しいのか。

「ま、上う手まくいってる様で何より。キーヤも応おう援えんしてるだろ？」

『わんっ！』

「…………ありがと」

　また、拗すねた様に言う細音。素直だけど素直じゃない。こういう所を見ると、黒木とは似た者同士かも、などとも思う。

「そ、それはともかくっ！　悟兄、到とう着ちやく予定って何時だったっけ？」

　またも露ろ骨こつに話を変えに来た。苦にが笑わらいが顔に出ない様に堪こらえながら応対。

「あー、すまん、ちょっと覚えてない。たしか鞄かばんの中の手帳に──」

『わ、わぅっ!?』

　なぜか慌あわてる様なキーヤの声を聞きながら、横の席に置いた鞄の中に手を突っ込──



『うにゃっ』



「………………は？」

　思わず手を引っ込める。

「うん？　どうしたの悟兄？」

「あ──、うん。どうも馴な染じみの手て触ざわりと声がした様な気がしてなぁ」

　言いながら、鞄を俺の膝ひざの上に。そして右手の中指を使い、デコピンの要領で鞄を。

ズビシッ

『ふにゃぁっ!?』

ガサゴソ ガサゴソ

「「 ……………… 」」

　今度はハッキリと。中から聞き慣れた鳴き声と、モゾモゾと動く音が。

　言葉を失なくす俺と細音。細音は驚おどろきの表情で。俺は……頭が痛くて。

「──犯人に告ぐ。君は完全に包囲されている。大人しく出てきなさい」

　声をかけ、待つ事しばし。

ゴソゴソ



「……にゃあ」

「イブちゃん何やってんの!?」



「ちょっ!?　バカ！」

　鞄から出てきて一鳴きするイブ。思わず叫さけぶ細音。それに対して、俺も反射的に叫ぶ。

　……が。俺が怒ど鳴なったのはイブにではなく、細音。

　ここは隔離領域扱いだったため、多少発言がアレでも流してもらえた。……が。ペットの持ち込み（他人視点では）もスルーしてもらえるかは──



「先生!?　その子連れて来ちゃったの!?」



　──マズイッ!!

　女子生徒の声に、慌ててイブを隠かくそうとするが……すでに手て遅おくれだった。

　気付いてはいたが……。流してもらえていたとはいえ、俺おれ達たちの会話の内容を気にしていた生徒は結構居たみたいで。

　それを分かっていたため、さっきまでは一応、音量を落として会話をしていた。キーヤだって、俺達以外には声が聞こえない様にしていた様子だった。

　だが……思わず細音が大声を出してしまい。しかも現れたのは、ウチのクラスの生徒と面識があり、今でも根強い人気を誇ほこるイブ。



「え、え？　ネコ？　連れて来たの!?」「きゃ～！　イブちゃん久しぶり～!!」

「ちょっ！　センセ、さすがにマズイでしょ!?」「ペット持ち込む教師って……」



　続々と生徒が集まりだす。──非常にまずい。他の教師が来る前に、なんとか誤魔化したいが……対面で苦笑いのまま頬を引きつらせている細音は、今は戦力外。

「──は、あはははは！　何を言っているんだ？　これは黒ネコのイブではない」

「うにゃ!?　……に、にゃ、うにゃぁ！」

　……自力でどうにかするしか、ない！

　イブも『へ!?　……う、うん、ボクはイブじゃないよ！』と言っている様だ。……だけどスマン、ちょっと黙だまってて。

「……いや、どー見ても──」「センセ、誤魔化したい気持ちはわかるけどね？」

「じゃあ、一体何だと？」

　風向きは悪い。だけど、ここで退くわけにはいかない。

　俺は左手で抱だき上あげ、右手をイブの背中に当てて生徒達から隠し──



「──これは、腹話術の人形です」



「「「「「 無理があるだろ!!! 」」」」」

　総ツッコミ入りました。──分かってる。無理がある事くらい分かっている。

　だけど──ここまで来たら押おし通とおすしかない。昔、某ぼう腹ふく話わ術じゆつ師しに憧あこがれて練習していた時期があった。その時の技術を思い出せれば……。

「（……にゃぁ）」

　俺だけに聞こえるくらい小さく、不安とも謝罪とも取れる声をあげるイブ。

　右手で背中を支えながら膝の上に降ろし、安心させようと左手で喉のどをくすぐる。イブのしている首くび飾かざり、紅あかい『願いの欠片かけら』が手に触ふれ、フと思う。

　──イブがこの姿のままで喋しやべれれば、一番手っ取り早いんだけどな。

　まあ、無い物ねだりをしても仕方がない。……覚かく悟ごを決める。

「よし、じゃあ頼たのむぞイブ！」

　……と。これは腹話術開始の掛け声の様なもの。──当然、返事は求めていなかったのだが……。



「にゃあ！　わかった────あれ？」



「……え？」「────は？」

「「「「「 な!?　マジで上手い!? 」」」」」

　見ていた生徒達は、俺の腹話術か、もしくはそれに類する芸だと思ったらしい。

「「 …………っ!? 」」

　細音とイブが揃って目を丸くし、こっちに視線を送ってくる。

『どういう事!?』

　その表情はハッキリとそう語っていたが……俺に答えられるはずがなく。

　──お、俺にもわかるかああああ!!

　そう叫びたかった。……だけどこれは間ま違ちがいなく『天の助け』。腹話術と思い込まれているのなら、これほどありがたい状況は無い。

　俺はとっさに驚きが顔に出るのを抑おさえ、イブとの会話を続行する。

「じゃ、じゃあイブさん？　自己紹しよう介かいをお願いします！」

「うにゃ!?　にゃ、にゃあ、わかった！」

　腹話術どころか、全部お任せの他力本願作戦。

　イブも意図を察してくれたらしく、身み振ぶり手振りを大き目にして話してくれる。

「ボクはイブです。生まれてから７か月です。でも、ヒトでいえば10歳くらいです。よろしくお願いします」

　言って、ペコリとお辞じ儀ぎ。──うん。上出来。生徒達の反応は……。



「やばい、上手い……！」「か、可愛い……」「お持ちかえりぃ～……」

「だけど操あやつってるのは野や郎ろうなのが悔くやしい……！」



　よし。良い反応。──っと。だけど腹話術なら、俺も喋る必要があるか。……ならば。

「ところでイブ？　キミは女の子なのに、なんで一いち人にん称しようが『ボク』なんだ？」

　この機会に、以前から気になっていた質問を投げてみた。

「にゃ？　だってお兄ちゃん、その方が好きでしょ？」

　──は？　正直に言えば、事実ではある。が、それは澪にすら言った覚えは無い。

　ちなみに周りの生徒は『お兄ちゃん、だってよ……』『ボクっ娘こで……しかも妹で、自分を大好き設定。……趣しゆ味み？』などと小声で聞こえるが、今は無視。

「な、なんでそう思ったのかな？」

「うにゃ。この前、お姉ちゃんと一いつ緒しよにパソコンいじったときに──」

「──ストップ。……俺のパソコン、パスワード設定してなかったっけ……？」

「うん。でも、真白が解いてくれたよ？」

　──真白さん何やってんの!?

「……あー、もしかしてキーヤにパスワード破り仕込んだの、真白ちゃん……？」

『わう』

　向かいでは細音が、再び姿を消したキーヤに、小声で話しかけている。

　……今思えば、あの話を聞いた時に疑問に思っていれば良かった。

「それで中のゲーム見たら──」

「ちょっ!?　イブ止まれ！」

「──にゃ？　セーブしてあるの、大人しい子か、元気な『ボク』って言う子のイベントが多かったよね？　だから──」

「ああああああああぁぁぁぁぁ……」

　腹話術と言ってしまった以上、声を被かぶらせるわけにもいかず……結局全て喋られ。



「……やばい、マジ上手い。しかも結構面白い」

「面白いが……ネタ、自分の身を削けずり過ぎてね？」



　違い和わ感かんは持たれている様だが、一応は腹話術と思われてはいるらしい。

　──よし、せめてこのまま押し切って、なんとか誤ご魔ま化か──

「にゃ……？　にゃ……にゃ……っ」

　──ん？　イブの様子が……？



「……にゃっ、──くちゅんっ！」



「 あ 」　「「「「「 あ 」」」」」

「う、うにゃあっ!?　にゃ、にゃにゃにゃあっ!!」

　……くしゃみ。イブも慌てて『無し！　今の無しッ!!』と言っているみたいだが……。

「「「「「 …………………… 」」」」」

　皆みなさま、『さて、どうするの？』と言わんばかりの視線を向けて来ております。……この場を切り抜ぬける言葉は──



「……あの『いっ○く堂』も未み到とう達たつな秘ひ奥おう義ぎです」



「うにゃ!?」

「「「「「 いっこ○堂に謝あやまれ!! 」」」」」

　──や、やっぱり無理ですよねー。イブ自身、『そうなの!?』とかやってるし。



「水上先生？　この騒さわぎはなんですか!?」



　その時、年配の女性の声が響ひびいた。ギクリとしながら顔をむけると、そこに居たのは学年主任の先生。これだけ騒げば無理も無いが……逃にげられそうにない。

「はい。我わが家やの飼いネコが、荷物に潜もぐり込んで付いてきてしまいまして……」

　正直に事態の説明をすると、学年主任である壮そう年ねんの女性は、眉まゆをしかめる。

「ネコ、ですか。それで、そのネコちゃ──いえ、ネコはどちらに？」

　何か言い直した。……もしかしたら、ちょっとラッキーかもしれない。

「はい。──あそこに」

「？　────っ！」

　イブを見た主任が息をのむ。そして──頬がだらしなく緩ゆるむ。



「にゃ、にゃ、うにゃん♪」

　いつの間にか生徒の一人から渡わたされた、大きな毛糸の玉。それを前足で転がしたり、抱きついたりして遊んでいるイブ。

　──どーでもいいが……お前、切り替かえ早いなー。

「「「「「 ………… 」」」」」

「うにゃぁ、にゃあ♪　──はぐはぐ」

　毛糸の玉を前足で押さえこみ、『はぐはぐ』と噛かみついているイブ。

　見ている生徒達たちもすっかり見み惚とれて、『ほわ～』とした締しまりのない表情をしている。



「あの……、主任？」

「──はっ!?　……こほん。しかし困りましたね。今から引き返すわけにもいかない以上、その子をどうするか──」



「にゃっ、にゃっ……うにゃ？」

　毛糸玉に乗って遊んでいるイブ。──だけど少し、身を乗りだし過ぎている気も？

「にゃ～、──うにゃ～　にゃあっ!?」

「「「「「 !? 」」」」」

　案の定。玉が、上に乗ったイブごと転がる。座席の上に投げ出された形になるイブ。

「にゃぁ……うにゃ」

　頭から落ちたイブだが、所しよ詮せんは座席の上。あまり痛くはなかったらしい。お座すわりしたまま前足で頭を掻かいて『失敗……てへ』と、照れた様な声を出す。

「「「「「 …………か、可愛ええ……！ 」」」」」



「主任、主任!!　どうしました!?」

「────はっ!?　い、いえ、なんでもありません。……そ、そうですね。何でしたら旅行中、私が預かっていましょうか……？」

　……親切に聞こえる言葉だが……『テイクアウト、できますか？』と訊きかれた気分に。

「そ、それには及およびません！　あとで家族に相談します。具体的にどうするかはそれ次し第だいですが、責任を持って対処します！　自分で面めん倒どうを見させてください!!」

「ですが……」

　直すぐに首を縦には振ふらない主任。だが、退くわけにはいかない。色々な意味で。

「──ほらイブ？　『イブもお願いします』って言わなきゃ」

「にゃ？」

　イブに振ると、一度首を傾かしげ──そして毛糸玉を放し、主任に向き直り、

「うにゃ」

　ペコリと素直に、『お願いします』と一礼。

「────っ!!　わ、わかりました。ですが、これ以上の騒ぎを起こさず、くれぐれも誰だれかに迷めい惑わくをかける事の無い様、お願いします」

「はい、必ず。寛かん大だいな処置、ありがとうございます」

　俺おれが頭を下げると、その場を立ち去ろうとした主任。だが、何かを思いついた様に立ち止まり、何かを躊躇ためらう様な仕草を数回。そして意を決した様にイブの方を向く。

「え、えっと……イブちゃん、と言ったかしら？」

「うにゃ？　にゃあ！」

「あなたも、良い子にしているんですよ？」

　言って、頭を撫なでる主任。イブは少し気持ち良さそうに目を細め、

「にゃん♪」

ペロリ

「ッ!!　そ、それでは私はこれで失礼します騒ぎ過ぎない様にいいですねではっ!!」

　手を舐なめられた途と端たん、早口で言って大おお慌あわてで別の車両へと去って行く。

　そして──隣の車両の方から、『あああああああ～っ！』という悶もだえる様な声と、壁かべだか床ゆかだかを叩たたく『ダンダンダンッ！』という音が聞こえた気がした。

　生徒たちも唖あ然ぜんとして見送る中、俺はイブの頭を撫で。

「イブ。……良くやった」

「うにゃ？」

　……『厳格』と称しようされる熟年教師を籠ろう絡らくした子ネコは、全く自覚が無い様だった。

「で、悟兄？　一難去った直後で悪いんだけど、イブちゃん、どうするつもり？　さすがにずっと連れてくわけには……」

「とりあえず……乗務員さんに事情話して、多分、追加料金の支し払はらいか？」

「うにゃ!?　にゃぁ……」

　お金がかかるとは思っていなかったのだろう。『ごめんなさい……』といった声をだす。

　確か交通機関においては、ペットも乗車料金を取られたはず。

　……まぁ、イブに鞄の中に隠れてもらえば誤魔化せるだろうが……。教師として、そしてそれ以上にこの子の家族として、コソコソする様な事はしたくなかった。

「イブ。……反省してるか？」

「……うにゃぁ」

「うん。なら、もういい。……正直言うとな？　来てくれて、少し嬉しかった」

「にゃ？　──うにゃあ♪」

　この子は大切な家族で。そしてある意味においては、澪と同じくらいに大切な存在。そんな子が無む茶ちやをしてまで付いて来てくれたのは……困ると同時に、やはり嬉しいもので。

「はいはい、ごちそうさま。で？　その後どうするの？　澪に連れん絡らく取る、みたいな事言ってたけど、澪も流石にどうしようもないと思うけど……」

「まあ、どうなるかはわからないが、多分どうにかなると思う。──だよな、キーヤ？」

『わ、わう!?』

「へ？　キーヤ？」

　他の生徒には聞こえない様に口にすると、思った通り動どう揺ようした声が聞こえてきた。

「お前、イブが居るの知ってただろ？　──しかも頼まれて、イブを守ってたな？」

「うにゃ!?」

「そういえば……イブちゃんが見つかるとき、少し慌てた声出してたよね？」

『……わぅ』

　驚くイブと、納なつ得とくした様な細音。観念した様なキーヤ。

「……依い頼らい主ぬしはヴィスだな？」

『………………』

　身近に、この手の仕込みをしそうな者は数人いる。だが……この状況で仕込みをする理由を持つのは、ヴィス以外に思い浮かばない。その上……手口にも特とく徴ちようがある。

　大たい抵ていの者はサポート要員を複数用意して、不測の事態への備えにするのだが……。ヴィスはと言うと、展開を読み切って協力者は必要最小限に抑える。そして状況を最大限に利用して行動。あわよくばターゲット以外の当事者たちの反応まで楽しもうとする。

「この状況も予想されてるんだろうな、多分。だからもう、お膳ぜん立だては済んでるはず」

「本当に末すえ恐おそろしい子だよね、あの子は……」

　正直言って、澪以上に敵に回したくありません。……天使より怖こわいデス。

「……んじゃ、とっととメール送っておくか」










　　　二章　天使の企み、真白の思惑『居残り組の行動は？』





　それは、８月の下げ旬じゆん。水みな上かみ家の近くの神社にて、お盆ぼん祭りが開かい催さいされた日の出来事。



パタパタパタ──

　少しだけ急ぎ足気味の足音。その主の澪みおは、悟さとるを捜さがしてリビングにやってきた。

「悟、お祭りの前に、お買い物行きたいんだけど……あれ？　悟……？」

　リビングに入った澪が見たのは、ソファーでうたた寝ねをしている悟。

「……むぅ。悟、起きて？　ちょっと、付き合ってほしい……」

　ユサユサと、軽く悟を揺ゆらす澪。すると、悟は眠ねむたそうに目を開き。

「……んー、澪か……。おいで？」

　ボーっとした瞳ひとみのまま、澪に手招きをする悟。

「？　どうしたの悟──わっ」

「……うぇるかむ」

　悟は寝ぼけたまま、澪を抱き寄よせ──言葉を紡つむぐ。

「…………このまま、あと５時間」

「……ん。さすがに、ちょっと長すぎると思う、よ？」

「じゃあ、あと10分……」

「んー……。ん、わかった。あと10分、一緒におやすみしよ？」

「ん──、すぅ……」

　急激に短くなった要求時間をツッコむことなく受け入れ、寝ね息いきをたてはじめた悟に寄り添そい、自分も瞳を閉じる澪。

「にゃ～」

「……ん？　あ、イブ。──ちょっとだけだけど、一緒におやすみする？」

「にゃん♪」

　澪が誘さそうと、嬉しそうな声をあげるイブ。

『じゃあ、ボクはこっち側もらうねっ』そう言う様に、澪とは反対側に飛びつくイブ。

　──が。少し、イブは元気すぎたらしい。

「ん──……？　──おわぁッ！　……あ、あれ？　イブ？　澪!?」

「……ん？　どうしたの悟？」「うにゃ……？」

「あ──、うん、何でもない何でもない、あはは……」

　目を覚ました悟の様子が、何かおかしい。至近距きよ離りからの訝いぶかしむ視線に、少し頬ほおを紅くして目を逸そらす。が、それを追いかける二対の瞳。

「…………ん、悟。どうしたの？」

「にゃあ……？」

　声こそ穏おだやかだが……その眼めに宿るのは、追おい詰つめる者の眼光。──悟が、この状じよう況きようから逃のがれられるはずもなく。

「……さっきまで、寝ぼけてたみたいでさ」

「……ん、寝ぼけてた」

「それで……ちょっと、夢の続きかと思って甘あまえてた。──現実だったから気き恥はずかしかった……それだけだっ！　え、えっと今の時間は──」

「悟」

　慌てて立ち上がろうとした悟を、澪が引き止める。

「澪……？」

「……まだ、10分経たってない。もう少し、夢の続き見よ？」

「う……」

　うっすらと頬をそめた澪に言われ、さらに顔を紅くした悟は──ソファーに座り直し、改めて澪を抱き寄せた。

「うにゃぁっ！　にゃ、うにゃあ！」

「はいはい。忘れてないよ、イブ。ほらほら」

「うにゃ？　にゃあ……。ごろごろ♪」

　イブのノドをくすぐる悟。気持ち良さそうに目を細め、頭をこすりつけるイブ。

　そんな光景に微笑ほほえみながら、澪も手を伸のばし、イブの頭を撫でる。



　──そんな、傾かたむきかけた日が差し込むリビングでの一コマ──



　　　　　◆　　　◆



「どうでもいい事ではあるんだが……。お前、その光景をどこで見ていた？」

「ねえさまと一緒にリビングの入口まで来まして、あとはそのまま傍ぼう観かんです。あ、近くにきたイブちゃんを向かわせたの、わたしです♪」

　微び妙みような表情で真ま白しろに問う黒くろ木きと、それに楽しそうに答える真白。



　ここは、黒木の職場である交番。

　やってきた真白に、『あの二人、なにか進展はあったのか？』と尋たずねた黒木。

　それに対して『進展は無いですが、進歩はありました♪』と、真白が語ったのが、先ほどのエピソード。



「……なかなか良い黒幕っぷりだな。それはともかく、その一幕のどこが進歩だ？　確かに、漂ただよう空気の糖度がさらに上がった気はするが……」

『甘い物を食べすぎて、むしろ苦い』といった顔で言う黒木。それに対し、真白は変わらぬ笑え顔がおで返す。

「はい。ねえさまが強くなりました♪」

「……いやいやいや。澪ちゃん、元からあの家のヒエラルキーの頂点だろ」

「それはそうなのですが……。例えば、にいさまが誤ご魔ま化かそうとしたとき。以前のねえさまでしたら、不満はあっても諦あきらめてました」

「む……。言われてみれば、確かに。──そういう観点で言うなら、悟が澪ちゃんに甘える事も無かったな。……いくら寝ぼけて、さらに当人からのＯＫがあったとはいえ」

　悟と澪の関係は、誰もが『バカップル』または『新しん婚こんさん』と称すレベルではあった。

　だが、それでも当人達の性格ゆえか、不満や願望を『我が慢まんする』『溜ため込む』という事が多々あったのだが……。

「それは──甘え上じよう手ずになった、と言えるのか？」

「そう言って支障は無いかと。多分、久遠くおんちゃん達を見習ったのだと思いますが」

「なるほど……しかし、それで『進展は無し』？　あいつはどうやって耐たえて？」

　いろいろ無防備な澪に、悟は男として色々耐えていた。そんな状態で、どうやれば『自然に甘える』などという事が出来るのか。

「その事ですが。にいさま、ねえさまにお願いしたんです。『卒業まで、俺が狼おおかみになったら絶対に拒こばんでくれ』と」

「お前……あの家の事情、どんだけ把は握あくしているのだ？　──それにしてもその契けい約やく、意味があるのか？　実効力に疑問があるのだが」

　澪が悟相手に、そこまで強く拒きよ絶ぜつする確率は、そう高いとは思えない。

「はい。『契約』としての効力は、そう高くないかと。それでも協力という意味では、無意味ではありませんけど。ですが──多分これって、本質は『宣言』ですよね」

「宣言？」

「はい。だって、『卒業までは』拒んでくれ、という事ですよ？」

「む？　……ああ、そういう事か」

　つまりは、『卒業まで待ってくれ』。さらに踏ふみ込んでしまえば──『卒業後に』。

　だからそれは、必ず踏み出すという宣言にして、離はなさないという決意表明。それを遠回しに依い頼らいという形にしたのは、『二人で頑がん張ばろう』という意味の強調かもしれない。

「なるほど、な。確かに進歩ではあるわけだ」

「ええ。あ、それと。ねえさま、聖き宵よいちゃんに焼きもち妬やかなくなりましたね。にいさまもですが、自分の子どもに接するような感情みたいです」

　さらに言葉を続ける真白だが──、黒木には、笑えみがさらに明るくなった気がした。訝しみながら、疑問を口にする。

「聖宵は、それでいいのか？」

「ええ。あの子は元から、ねえさまと張り合うつもりは無い様でしたし。『一位タイ』として、にいさまの傍そばに居る事が希望みたいなんです。ですからこの展開、聖宵ちゃんの望み通りなんですよ♪」

　自分の事の様に、嬉うれしそうに語る真白。それを見て、黒木は理解する。

「──なるほど。そして同時に、お前の望む展開でもあった、と。……まさか、こうなる様に仕組んだのか？」

「ご明察です。と言いましても……前回の一件では、聖宵ちゃんに『少し様子をみましょう』って言っていただけですが。久遠ちゃんの存在は嬉しい誤算でした♪」

「お前は……。本当に実じつ年ねん齢れい１歳さい未満か？」

　ここまでくると、呆あきれるより他に無い。



　大人しい様に見えて相当な策士。ドＳにして家族想おもいで──天使のような小こ悪あく魔ま。



「はい♪　ここら辺は多分、知能より性格の問題ですから」

　実際は他人の行動を先読みするだけの知能、というより頭の回転が必要だが……。この子の場合、知能がこの性格を作ったのか、性格が知能を育てたのか。

「──さて。あの一幕の後、結局お買い物はキャンセルになって、お祭りまでゴロゴロしていたのですが……。さらにその後の事は、説明する必要無いですよね？」

「…………なんの事だ？」

　またも、笑みの質を変える真白。対して、視線をわずかに逸らす黒木。そもそも『なんでだ？』ではなく『なんの事だ？』と返した時点で、すでにボロが出ている。

「ねえさまは浴衣ゆかたを着て行ったのですが……実はその浴衣、細さざ音ねねえさまのお母さまが作ってくださったものなんです。『うちの子のも作るから』と」

「……それがどうしたと？」

「それで細音ねえさま、にいさま達の様子を観察するために、尾び行こうしていたらしいんです。……一人で、しかも尾行するために、わざわざ浴衣を着ると思いますか？」

「……あ、ああいうのは雰ふん囲い気きだからな！　多少の動きづらさなどお祭り気分の前では気にならんのだろう。現に落ち着きの無い聖宵すらも──」

「あら？　なんで聖宵ちゃんも浴衣だったと、知っているんですか？」

「う……！」

　真白の目が、キラリと輝かがやいた気がした。そして、息を詰まらせる黒木。

「それにわたし、『着ると思いますか？』と訊いたのですから、『どうだったんだ？』などと返せば良かったかと」

「………………」

「それで、『どうでした？』♪」

「……黙もく秘ひする」

　なおも抵てい抗こうする黒木。しかし、逃がす様な甘い真白ではない。

「あとで、キーヤに訊いていいですか？」

　細音に憑ついている守しゆ護ご霊れいにして、かつての愛犬キーヤ。

　基本的には細音を第一に考えて行動する彼かれだが、直接的な害さえなければ、意外と楽しい方向に走りがち。

　実は……このネタを真白に提供したのも、キーヤだったりする。

「………………誘われたから、一緒に行った」

　目を逸らしながら白状。──自分が居ない所で話されるよりはマシ、との判断か。

「ですよね♪　それで、細音ねえさまはどのような格好で？」

「……澪ちゃんと同じ柄がらの浴衣。髪かみは下ろして、下の方をリボンで留とめてた」

「その髪かみ形がた、見たことないです。ポニーテール派の黒木にいさま的に、どうでした？」



「……あれはあれで」



「それは重ちよう畳じようです♪」

「だ、だが、やった事が尾行だからな！　淑しとやかな雰囲気も台無しだったぞ!?」

「なるほど……。で、ご感想は？」



「…………それはそれで」



「はい、ごちそうさまでした♪」

「つ……、ぐおおおおっ!!　お前はこんな事のために来たのか!?」

「あ、本題忘れてました」

「今までの全部前まえ振ふりか!?」

　実際は忘れていたわけではなく、ここまでのやりとりを楽しむ事も目的だった真白。よってここまでの会話も、前振りなどではなかったりする。

「それで、本題なのですが──」

「む……」

　黒木は、さらにキッツイ発言が来るかと身構える。だが……。



「今日から５日間、お時間空けられませんか？」



「…………は？」



　　　　　◆　　　◆



　一方、その頃ころ。



ピンポンパンポ～ン

『１‐Ｂの水上 澪さん。理事長室までお越こしください。繰くり返かえします。１‐Ｂの水上 澪さん、理事長室まで──』



　聖ひじりヶが丘おか学がく園えん高等部。その昼休みに、澪を呼び出すアナウンスが流れる。だが、当の本人はというと。

「………………」

　ぼーっとしながら、自作の弁当を機械的に口に運んでいる。動く気配は無い。

「あれ？　水上さん、今呼び出しなかった？」

「お～い、澪ちゃん？　澪～？」

「…………ん」

　クラスメイトの呼びかけに、一応、といった様子で返事をした澪だが……相変わらず、お弁当をパクパク。……どう見ても、耳に届いていない。

「水上さん、どうしたの？」

「……ほら、二年が修学旅行だから、旦だん那なさんが──」

「ああ、それで……」

　すでに『旦那さん』で通る水上 悟 教きよう諭ゆ。問題にならないのが不思議ではあるが、それはこの学園の校風ゆえか、本人達の人徳ゆえか……もしくは誰かの裏工作か。

「でも呼び出しされてるし、マズイよね？」

「そうだね。お～い、澪ちゃ～ん？」

「…………ん」

　今度は先ほどより大きな声で呼んだが、相変わらず。

「「「 ……………… 」」」

　級友三人は顔を見合わせ、『ならば──』と。

「水上さん？　旦那さんが婚こん姻いん届とどけ持って待ってるよ？」

「…………ん」

　高一の教室で用いられるとは思えない高火力。それを初しよっ端ぱなから叩きつけられたにも拘かかわらず、なおも反応が無い澪。

「澪ちゃ～ん？　旦那さんが婚約指輪持って、両手広げてウェルカムしてるよ～？」

「…………ん」

　高火力二発目。なおも耳に届かず、御お座ざなりに返事を返す澪。

「ならば。澪？　旦那さんの浮うわ気き疑ぎ惑わくが報道され──」

「ありえない」



「「「 反応早ッ!? 」」」



　言い切る前に即そく時じ否定した澪に、思わずツッコむクラスメイト達。

「……あれ？　どうしたの？」

「え、えっと……？　ここで『どうしたの？』って訊かれても──ま、まあいいや。さっき放送で、理事長室に来るようにって」

「え？　……ん、わかった。ありがと、ね？」

「うん！　それで澪ちゃん？　また今度、お家うちに遊びに行っていい？」

「ん、イブ達も喜ぶと思う。さと……えっと、家族の予定聞いておくね？」

「ありがと！　旦那さん、早く帰ってくるといいね♪」

「ん、ありがと。……じゃ、行ってくるね？」

　そう言って、教室から出て行く澪。



「……ねえ？　今さ、『旦那さん』に、あっさり頷うなずいたよね？」

「うん。それもなんだけど……さっき、浮気疑惑に『ありえない』って答えたよね？」

「ええ、それが何か？」

「じゃあ……前の二つは、ありえなくないんだ？」

「「 ……………… 」」





「実は、京都に行ってほしいのです」

「うんわかった。すぐ行く」



「「 返事早ッ!? 」」

　熾し天てん使しの言葉に、いつもの間も無く即そく答とうした澪。教室で展開された一幕と同じ様なツッコミを入れてしまう財ざい天てん寺じと白しら川かわ。

「じゃあ、行ってきます」

「……お待ちなさい、澪。お話を最後まで聞いてください」

「…………むぅ。ん、わかった」

『おあずけ』をされた犬の様に、拗ねと悲しみが混ざった様な表情で答える澪。

「なんだか、俺おれ達たちが悪い事した気になってくるな……」

「仕方がありません……。お預けされている状態なのは、間ま違ちがいありませんから」

　気まずげな表情で話す部下を余よ所そに、事情の説明を始める熾天使。

「実は、真白達の変身のデータを再検証してみたところ、少々気になる点が」

「……気になる点？」

「どうやら真白達の変身は、天てん狐こ族の知るものとは異なる様でして。それで少し前、天狐の里へ調べものをお願いしていたのです」

「……もしかして、悟に何か頼たのんだの？」

「まだ、ですね。丁度、修学旅行で京都へ向かうという事ですから、後で連絡を入れてお使いを頼もうとしていました。ですが……こちらでの調査は限界があるので、やはり当人達に行っていただいた方が良い、と」

　久遠から聞いていた事。久遠と綾あや人とが、澪達たちには秘密にしている事。そして何より、悟が大きく関かかわっている可能性が高い事。それらを全すべて隠かくして説明したガブリエル。

「ん、わかった。ヴィス達連れてすぐ行く。じゃあ──」

「──ですから。最後まで聞いてください」

「…………むぅ」

　とにかく早く行きたい一心で、隠し事に気が付いていないらしい、澪。

「先方に相談したところ、そう何日もかかるものでもないそうです。一日見させてもらえば、おそらく大だい丈じよう夫ぶだろう、との事でした」

「えっと……？　それで、いつ行けばいい、の？」

「本日は水曜日。二年生の修学旅行は、本日から日曜までの四泊ぱく五日です。貴女あなた方は金曜日の授業後か、土曜日の朝に向かっていただければ、と」

「…………今から行きたい。ダメ……？」

「お気持ちはわかりますが……貴女は学生です。学業を放ほう棄きして行ったのでは、水上教諭からもお叱しかりを受けると思います。……そうは思いませんか？」

「…………ん、わかった。金曜日に──」

ヴヴヴヴヴヴヴ──（×２）

「……ん？」「あら？」

　澪とガブリエル。それぞれの携けい帯たいのバイヴレーション音が重なる。振しん動どう時間が短いそれは、メールの着信を告げるもの。

「あら、同時ですか？　珍めずらしいですね」

　何か予感めいたものを感じたのか、白川が言う。澪とガブリエルも同様らしく──顔を合わせてから、それぞれの携帯を手に取った。

「……ん。あ、悟からだ。なんだろ」

「こちらは……あら？　この方は二年の主任の──」

　読み進める二人。──そして、その表情が変わる。

「……イブが、悟に付いて行っちゃったんだって。……そういえば朝居なくて、ヴィスが『気分転てん換かんにお出かけしました』って。……すぐに迎むかえに行きたい。──ダメ？」

「……こちらも、その事に関しての二年の学年主任からの報告で、指示を仰あおぐものでした。……事態が事態です。しかし平日の昼間から、女子学生を保護者も無しで遠出させるなど、私も教育者として──」

ヴヴヴヴヴヴヴ──

「……あれ？」

　ガブリエルの言葉を遮さえぎる様に、澪の携帯が再び震ふるえる。

『今度は何だろう？』と、自然に関連事じ項こうと確信しながら、携帯に目を落とす澪。そして、それを固唾かたずを呑のんで見守る天使三名。

「──あ。……えっと、黒木さんと真白の連名なんだけど……はい」

「……はい？」「……え？」「む……？」

　軽い驚おどろきの表情と共に、画面を見せる澪。それをガブリエル、白川、財天寺が覗のぞき込む。



『有給取って、京都へ行くことになった。Ｂｙ 黒木』

『ねえさまへ。保護者を確保しました♪　Ｂｙ 真白』



「………………あの子は」

「……真白、ぐっじょぶ」

　驚きを通とおり越して頭痛を覚えたのか、頭を押おさえる熾天使。澪は小さく呟つぶやくと、即そく座ざにメールを打ち始める。……心なしか、その瞳は輝いている様にすら。

「流れを傍観していましたが……、もしかして、全てあの子の掌てのひらの上なのでは──？」

　恐おそろしいモノを見た様な顔で言う白川。そしてその感想は、天使三名ともが同じで。

「本当に末恐ろしいですね、あの子は……。将来どんな子になるんでしょう？」

「……ん？　真白の将来？」

「あの容姿に雰囲気、落ち着き、頭の回転。あのままで大きくなると……」

「ふむ。ドＳだが思いやりはあるからな……。大きくなって、Ｓ成分のカドが少し柔やわらかくなると……」

　呆れたように漏もらしたガブリエルの言葉に、他三人がそれぞれ考えを巡めぐらし──

「「「 ……………… 」」」

　同時に視線を向けた先が、思考の行き着く先で。



「はい？　私がどうしたんですか？」



　──熾天使が、首を傾げていた。

「それで……行っていい、よね？」

「……わかりました。ただ今書類を作成しますので、それを持って行ってください」

　観念したように溜め息いきを吐ついたガブリエルは、ただちにペンを走らせ始めた。





「……ん、ありがと。じゃあ行ってくるね？」

　書類を受け取り、ペコリと一礼してから部屋を出て行く澪。

「良く言えば『絆きずなの結びつきが強い』というのでしょうが……『バカップル』という言葉の意味、やっと本当に理解できた気分です。──いつもこうなのですか？」

　澪の足音が遠ざかるのを確かく認にんしたうえで、ガブリエルが苦く笑しようと共に口にした。

「まぁ、あの家は巣そう窟くつですな。黒木殿どのと細音も、最近はその……重じゆう症しよう化かしていますし、先日の一件で久遠も参加しましたので」

「ええ。私も先日お邪じや魔ましました。微笑ましく甘ったるいカップルですね、綾人くんと久遠さんは♪」

　濃こい苦みが含ふくまれた苦笑で語った財天寺。一方で白川は、本当に楽しそうに語る。

「あら？　意外ですね。貴女は綾人と久遠の仲を、残念に思うかと思っていました」

「うむ。いわゆる『腐ふ』的な観点で言えば、美お味いしいネタが一つ潰つぶれたわけだろ？」

　趣しゆ味みを知る二人の素そ朴ぼくな疑問。腐女子が、ノーマルカップルの成立を喜ぶのか、と。

「ガブリエル様まで……何を仰おつしやるのですか。私は腐女子である前に天使です。人の幸福を祝福しないはずがありません」

「そう、ですね。失礼しました」「……ぅむ。すまなかった」

　天使としての正論極きわまりない発言に、素す直なおに謝罪する二人。──が。言葉は続く。

「それに『腐』の観点で言えば──現実など関係ありません」

「「 ……は？ 」」

「いいですか？　例えば最近、財天寺×黒木で一冊仕上げようとしているのですが──」

「おまっ!?　当人の前で何を堂々と!!」

　突とつ然ぜんのカミングアウトに、悲鳴に近い声で抗こう議ぎをする。が、腐天使は構わず。

「ですが。実際に目の前で展開されたら、私は確実に逃にげ出します！」

　──財天寺が、安あん堵どすべきか怒おこるべきか、複雑な表情に変わる。

「……そ、そういうものなのですか？」

「はい。二次元と三次元は別物です。よって必要なのは事実ではなく、素材の質！」

　他二名がドン引きしているのだが、それに気づかず（気にせず？）続く熱弁。

「例え極ごく上じよう素材が有ろうとも、リアルにそんな美味しい展開、そうは無い事は理解しています。ですからこそ！　瞳ひとみを閉じれば……イッツ・パラレルワールド！　素す晴ばらしい!!　つまり『腐』にとって最も重要な資質は妄もう想そう力りよくなのです!!」

「お前……自分の存在に疑問は無いのか……？」

　自分の行動の根幹を『妄想』と言い切った同どう僚りように、ドン引きの財天寺が問う。

「なぜ疑問に思わなければいけないのですか？　我等の行動は、そう──」

　力を溜める様に言葉を切った白川。熾天使と財天寺が疑ぎ問もん符ふを浮うかべて見守る中。



「ＢＬ妄想は、神話創造と同じです！」



「お、お前！　天界の者としてそれは無いだろうが!!」

「……いっそ清すが々すがしい堕おちっぷりですね……」

　自らの理念を語る新興宗教の教祖や独裁者の演説の様に、半ば恍こう惚こつとした表情で、尚なおも熱弁は続く。──外部の言葉は、もはや聞こえていない。

「──天に浮かぶ星々。古いにしえの人々は……秩ちつ序じよ無き光点の集つどいでしかないそれらに意味を見み出いだし、信しん仰こうの対象としました」

「一気に話が壮そう大だいになりましたね……」

　──外部の言葉は聞こえない。……一見してヤバイ表情で、尚も続く。

「点と点を繋つなぎ、形を見出し、それに相応ふさわしき神話を創造した、古の人々。彼らの意志、行動と──」

　再び言葉を切り、力を取とり戻もどした瞳で、財天寺とガブリエルを見み据すえる白川。そして。



「──鉛えん筆ぴつと消しゴムから殿との方がたを見出し、絡からみのお話を作り上げる我々の行動に、何の違ちがいがあるというのですか!?」



「…………すみませんガブリエル様。何か良い反論をお願いいたします」

「……私に振ふらないでください」

　──熾天使すらもドン引き。『関わり合いになりたくないオーラ』が放出されている。

「文句があるのでしたら……三角定規と分度器でも可能です」

「そういう問題ではない！」

「さらに言えば、おでんの鍋なべなどは……鼻血を出せます」

「いい加減病院行け、頭の!!　……ガブリエル様よろしいのですか!?　こんなのと神話を一いつ緒しよにされても!?」

「……まぁ、我等が神は唯ゆい一いつ神しんですから。他教の事なら、信仰の自由という事で──」

「そ、そういう問題ですか!?」

「さすがに、我々の神をそういう対象に見られたらアレですが……。まさかそんな事は無いでしょうし──あら？」

　財天寺に話しながら、チラリと白川の様子を見たガブリエル。



「……………………」



　冷ひや汗あせをダクダク流しながら、眼を逸らしている白川。

「──財天寺……いえツトレキエル。異い端たん審しん問もんの準備を」

「──はっ。直ちに」

「なっ!?　こ、これは私なりの愛の形でして──!!」

「……歪ゆがみ切った愛情など欲情と同じです。──一度しっかり反省しなさい」



「いやあああああああああああああっ!?」



　　　　　◆　　　◆



パタン

　旅館の部屋に入り、入口を閉めてようやく安心。この部屋は教員に割り当てられた部屋で四人部屋だが、人数の関係で三人で使う事になっているし、あと二人は早々に大浴場へ向かったので、しばらく安全。

　俺おれは肩かたに掛かけた、出発時には持ってなかった荷物を降ろし──その中に声をかける。

「もう出てもいいぞ、イブ？」

「にゃあっ！」

　呼びかけた途と端たん、元気な鳴き声と共に飛び出してきたイブ。やっと手にした自由を噛かみしめる様に、気持ち良さそうに伸びをする。

　車内でイブの存在が発覚した後、どうやって連れて行くかと考えた。その末、京都駅に到とう着ちやく後、手て頃ごろなトートバッグを購こう入にゆう。その中に隠れてもらい、連れて歩いた。

　コソコソするのは不本意だったが、置いてけぼりにするよりマシと判断。イブも時々顔を出して辺りを見ていたので、少しは旅行の雰囲気を楽しめたかな、と。

「で、今日はどうだった？　少しは楽しめたか？」

「にゃん♪　……にゃ──」

　一度は『うん♪』と返事をしたイブだが、すぐに考える様な仕草をして。

「──いろいろ行けて楽しかったけど、動き回れなかったのは、ちょっと残念」

　イブの──ネコの姿のまま、聖宵の声で話す。

「慣れてないせいだろうが──その姿で喋しやべられると、まだ違い和わ感かんあるな……」

「にゃ。そうなの？　じゃあ」

　言って、テーブルに飛び乗るイブ。そしてそこから跳ちよう躍やくすると──

「にゃあ！　これでいい？」

　着地た時にはすでに人の姿、聖宵になっていた。

「ああ。話をするなら、その姿の方が落ち着く」

「んー……。ボクも、お話しするならこの姿がいいかな♪」

「ところでお前、なんでいきなりネコの姿でも話せる様に？」

　なんだかんだで訊きいてなかった。俺の知る限り、朝までは喋れなかったと思うのだが。

「ぅにゃ……、わかんない。お手伝いしなきゃって思ったら、話せた。何でだろ？」

　──やはり、『願いの欠片かけら』のせいだろうが……。

　聖宵がつけている、紅あかい宝石の首くび飾かざり。これは『願いの欠片』という天界の宝具。

　この力を使ってイブ達たちは変身しているのだが……。使用例自体が少ない上に、変身が出来る様になったのはこの子達が初めてらしい。

　よって未いまだ謎なぞの部分が多く、俺達の現状同様、何が起きてもおかしくないのだが。

　──だけど変身したときと違って、今回は『話せる様になりたい』なんて、願ってなかったっぽいしな……？

「もしかして、話そうと思えばヴィスやリッドも出来るのか？」

「でも、久遠ちゃんもキツネの恰かつ好こうで喋ったこと、無いよ？」

「だよなぁ……。っと、そうだ」

　フと思い出して、携帯を確認。──澪からの連れん絡らくは、まだ無い。

「お姉ちゃんからの電話、まだ来ないの？」

「ん？　ああ。多分、もうすぐ来るとは思うんだが」

　澪からの返信には『夕方くらいに、連絡するね。それまでイブをお願い』とあった。

　現在の時刻は午後５時半。すでに夕方と呼べる時間には、十分になっている。

「にゃぁ……。ボク、どうすればいいんだろ……？」

　俺に少なからず迷めい惑わくをかけたと思っている聖宵が、不安そうな顔で言う。

　実際は、教職員一同も『来てしまったものは仕方がない』的な意見で一いつ致ちしていたりする。だから、そう悪い扱あつかいをされる事は無いのだが。

「澪にも事情があるんだろ。──それに連絡無かったら無かったで、俺が何とかするから。心配するなって。──な？」

　言って、頭を撫なでる。くすぐったそうにする聖宵の表情が、段々明るくなって。

「うにゃ……♪　ありがと！　──そだ！　何かボクに出来る事、無い？」

「ん？　聖宵に出来る事？」

「うん！　『ごめんなさい』と『ありがとう』の、ボクの気持ち。何か無い？」

　──ふむ。これは……何か頼まないわけにはいかない、かな？

　お詫わびの気持ちだけなら、断るのも可能。だが感謝も込めてなら、断るのはむしろ可哀かわいそうな気がする。──それに何より、その気持ちは嬉しいし。

　だが──実際問題、特にやってもらいたい事は無いどころか、状じよう況きようを考えると、下手な行動をとられて『聖宵』の方が見つかると、ちょっとマズイ。

　──出来る事なら、この部屋の中で出来る事……ああ、そうか。

「じゃあ聖宵。ちょっとマッサージ、お願い出来るか？」

「にゃ、わかった！　……でもボク、やり方あんまり知らないよ？」

「あー、そうか。じゃあ、うつ伏ぶせに寝ねるから、背中に乗ってくれ」

「にゃ？　それでマッサージになるの？」

「いや、俺もやってもらった経験無いけど。でも子供の頃はよく親父おやじに頼まれてたし、凝こってるときはそれなりに効くらしい」

　言いながら横になる。聖宵くらいの体重なら、苦しい事はないんじゃないかと予想。

「うにゃ……。じゃあ、ちょっとやってみる。痛かったら言ってね！」

　言って、裸足はだしになって恐る恐る背中に乗ってくる聖宵。

「えっと──もう少し上の方、かな？　うん。そこでゆっくり足あし踏ぶみ」

「にゃ……、こ、こう？　んしょ、んしょ」

　──意外と、悪くない……？

　圧あつ迫ぱく感かんが丁度良く、しかも足の裏からとはいえ、しっかり伝わってくる温ぬくもりが、マッサージチェアなどの無機質な感かん触しよくとは全く違う。

　──うん。結構イイ。……だけどこれ認めると……オッサンの仲間入りか？

　そんな複雑な心情を抱いだいていると。



コンコンッ

『悟兄、居る？　ちょっと入っていい～？』



　ノックの音に軽く『ビクッ！』としたが、聞こえてきたのは細音の声。軽く安堵の息を吐きながら、同室の同僚のために鍵かぎをかけていない事を思い出す。

「あー、いいぞー。鍵は開いてるー」



　……後で思い返せば、迂う闊かつな事この上無かった。

　この旅館には当然、生徒も泊とまっている。

　そして、細音の声で油断してしまったが……細音はクラスの中心人物の一人。当然の様に友達も多く──その友達も、今はこの旅館に泊まっているわけで。



「お邪魔するね～。皆みんながイブちゃんと遊びたいって～」

「「「 お邪魔しま～す！ 」」」

　────へ？

「ちょ！　ちょっと待て細──」

「うにゃ!?」「──あ！」「「「 あ 」」」

　俺の背中の上で、驚いた声を上げる聖宵。『しまった！』的な声を上げる細音。

　そして……予想外の展開に思考が停止してしまっている、俺のクラスの女子三名。

　空気が凍こおり付ついた様な、沈ちん黙もくが流れる。そして、最初に行動を起こしたのは、聖宵。

「にゃ、にゃあ！　こ、これ違うよ!?　えっと──!!」

　言いながら、俺の背中から飛び降りる。

「ぐはあぁぁッ!?」

「うにゃあっ!!　お兄ちゃん!?」

　──飛び降りる瞬しゆん間かんは、すごい荷か重じゆうがかかるのです。早い話が立派なフットスタンプ。

「え、え～っと、その……聖宵ちゃん？」

　呼吸すらも困難で悶もだえる俺を見ながら、何を言っていいのか分からない細音が、とりあえず聖宵の名前を呼ぶ。──が、これを聖宵は、『何してんの？』と解かい釈しやくしたらしい。



「えと、えっと……！　お、お兄ちゃんに『踏ふんでくれ』って言われたから!!」



「「「 !? 」」」

　聖宵の爆ばく弾だん発言に、硬こう直ちよくしていた三名が再起動。出口へ反転。

「──さ、細音っ……！　と、止め、て、くれ──」

　俺は辛かろうじて声を絞しぼり出す。が、細音はその前に動いていて。

「ちょ、ちょっと待ったああああぁぁぁ!!」

「「 フガッ!? 」」

　手で口を塞ふさいだらしいのだが……。手は二本。そして相手は三人。──一人フリー。

「み、水上先生が、連れ込んだ幼女に踏んでもらってたんだよッ!!」

バタンッ　バタンッ　バタンッ

　直後、扉とびらが開く音が無数に聞こえてきて──



「「「「「 な、なんだって───────!! 」」」」」



　…………いやー、お前らノリがいいなー。

「……あ、あはははは……」

　細音の乾かわいた笑いを聞きながら。逃とう亡ぼうを完全に諦あきらめた俺は、『さて、どうしよう？』などと、他人事の様に考えていた。





「……水上先生？　この騒さわぎの説明していただきましょうか」

　新幹線の中と、ほぼ同じセリフ。だが気のせいか、主任の額には、新幹線のときには見えなかった青筋が浮いている様に見える。

















「はい。この子は親しん戚せきで、水上聖宵。この近くに住んでいます。先の我わが家やのネコ、イブの一件を家族に連絡したところ、この子が預かりに来てくれたんです。──な、聖宵？」

「──う、うん！　ちょっと来ただけ……だよ？」

　雰ふん囲い気きが怖こわいらしく、正座している俺の後ろに隠れながら、話を合わせてくれる聖宵。

「……理由はわかりました。ですが許可なく身内を呼び、部屋に上げるというのは、感心できません」

「申し訳ございません。これ以上の騒ぎにはしたくなかった上に、用件はすぐに済むと思っていたためです。……ですが、見通しが甘あまかったのは事実です。申し訳ございません」

「にゃ、にゃあ！　お兄ちゃんは悪くないよっ！　ボクが勝手に──」

「聖宵！　……いいから、な？　……なんだかんだ言って、俺も嬉うれしかったんだから」

「お兄ちゃん……。にゃぁ……♪」

　俺を庇かばおうとしてくれた聖宵を止め、頭を撫でながら説得。──なんとか落ち着いてくれたらしく、気持ち良さそうな声をあげて、俺にすり寄ってくる聖宵。

　部屋の入口近くでは、ウチのクラスの生徒と細音が、何か話をしているのが見えた。





「──ねぇ細音。アレ、何……？」

「え、えっと、聖宵ちゃんの事、かな？　悟兄の親戚の子で──」

「そうじゃなくて！　あの二人、その──尋じん常じようじゃないでしょ!?」

「……うん。言いたい事はわかるんだけどね？　まぁその、あの子はちょっと特とく殊しゆな関係といいますか……」

「ロリか？　ロリなのかあの男は!?　本妻居るのに実はロリなのか!!」

「あー、ほら、よく言うでしょ？　小学生の頃ころの初はつ恋こい相手が同級生なら、その年ねん齢れいまではＯＫだっていう──」

「それ、ロリコンが自分を正当化するための方便だぞ？」

「でも……その理論でいくなら、水上先生の守備範はん囲いってどこからなんだろ？」

「悟兄の初恋って事？　ああ、それなら──。………………ちょっと待ってて」

「？　どうした鈴すず宮みや？　なんだか頬ほおがヒクついてるぞ？」





　話をしていた細音が、輪から抜ぬけてこちらに近づいてくる。なぜか額を押さえて、何かを考え込んでいるみたいだが……？

「お取込み中、失礼します。……悟兄、少し訊きたいんだけど。──初恋って、いつ？」

　──なぜ、今それを訊く？

　だけどまあ、すでに開き直っているし、細音には以前も近い事を言った気がする。だから別に、はっきり言ってもいいかな、と。

「相手は澪。いつから、と訊かれれば……多分、初対面から」

「…………うん、だよね。……わかった、ありがと」

　そう言って細音は、今度は手を組んで、また露ろ骨こつに考え込みながら戻って行った。





「──お待たせ。で、悟兄の守備範囲なんだけど……」

「うんうん」「やっぱり小学生くらい？」「下手すると幼よう稚ち園えんとか──」



「──新生児からです」



「「「「「 警察か病院に連れてけ 」」」」」

「えーっと？　みんな、なんか目が虚うつろになってますよー……？」

「虚ろにもなるわ魂たましいすら抜けるわ！　何だソレ!!　生まれた瞬間に射しや程てい距きよ離りか!?」

「守備範囲広いどころか内野低年齢を一人でカバーしてんじゃねぇよ！」

「あ、あははは……。言いたい事はわかるけど……ほら！　今のストライクゾーンど真ん中は女子高生だから!!」

「──ああ、そういえばそうか」

「そっか。うん、それならば普ふ通つうか。安心安し──ん……？」

　……………………。



「「「「「 安心じゃねえだろ高校教師!!! 」」」」」



「で、ですよねー……」





　頬を引きつらせている細音と、その他の生徒が怒ど鳴なっているのを横目に、こちらのお説教はまだ続いていた。

「──言っている事は理解しました。ですが──一点だけ、確認させていただきます」

「はい？」「にゃ？」



「あなた方は本当にただの親戚ですか……？」



「うにゃ!?」

　──マズイ。これ、何て答えれば……!?

　普通に考えれば『ただの親戚です』がベスト。だけど……実情は一歩先の『家族』。さらに言えば、聖宵の気持ちを俺は知っているわけで。

　──ここで『ただの親戚』とか言えば……傷付くよな、やっぱり。

　おまけに聖宵は『ギクリ』的な声を上げてしまったわけで。

「……なんで、そう思いました？」

　とりあえず。縋すがりついてきた聖宵の頭を撫でながら、問い返す。

　なぜか外野から、『その状態で【なんで】とか訊くの!?』とか聞こえるが、無視。

　俺の問いを受けた学年主任は眉まゆを顰ひそめ、少し考えると。

「そうですね……。長年の、教師としての勘かんです」

　風格を漂ただよわせる口調で語る。背後では『一目見りゃ分かるだろが!!』という声が聞こえるが、意味がわからないのでやっぱり無視。

「……さて、お答えいただけますか？」

　どうすればいい……!?　そう、ひたすら悩なやんでいると。



「……ん。どうしたの？」



　──は？　今、外から聞き慣れた声が……？

　聞きき間ま違ちがいかと思いかけて──すぐに否定。俺がこの声を間違えるはずは無い。

　──澪が……来てくれた？



「な、澪！　何やってんの!?」

「……ん♪　えっと、イブを受け取りにきたついでに、理事長のお使い」

「「「「「 っていう名目で本妻キタ────!! 」」」」」



　──よっしゃああぁぁ！　またも天の助け!!

「今、身内が来た様です。少し自分の口からは言いにくい事情がありますので、その子に訊いていただけますか？」

「身内、ですか？」

「はい。──細音、入れてやってくれ！」

『わ、わかった！』

　外に声をかけると──色んな意味で、待ち望んでいた少女が姿を現す。

「……ん。来たよ、悟」

「にゃ！　お姉ちゃん!?」「あなたは……」

　澪の登場に、二人の視線が澪に集まる。この隙すきに、少し澪にサインを送る。

　自分と聖宵を交こう互ごに指し、次に主任を指す。そして、それを澪が見ていたのを確認した上で、『お願い』、と。そして──控ひかえめに『こくん』と頷いてくれる澪。

「あなたは確か、一年の水上さん、でしたね。……一年と三年は通常授業のはずです。なぜここに来たのですか？」

「……ん。理事長に、お使い頼まれた。──これ、渡わたすようにって。あと、うちのイブが来ちゃったって聞いたから」

「これは理事長から、ですか？　──そういえば、連絡をくれるとは仰ってましたが」

　言いながら、澪から手て渡わたされた手紙を読む主任。

「────そう、ですか。……わかりました。それで水上さん？　今、水上先生にこの子との関係を訊いていたのですが──可能でしたら、説明をお願いできますか？」

「……ん、わかった。ちょっと──」

　澪は主任を、俺と聖宵から少し離はなれた所に呼ぶと、耳打ちで何かを話した。

「（……私の従妹いとこで悟のハトコ。悟の事が好きで、悟も、それ知ってるから……）」

「──そういう事、ですか。……腑ふに落ちない点はありますが、筋は通ってますね」

　どうやら、上う手まくやってくれたらしい。多少、まだ疑われてはいる様だが、最悪の事態の心配はもう無さそうだ。

「では、水上先生。今回の件は特別に不問としますが……厳重注意、という事にしておきます。以後、気を付けてください」

「はい。ありがとうございます」

「それと。理事長からの依い頼らいがありまして。こちらの水上さんと、これから学園の協力者のもとへ向かっていただけますか？」

「……はい？　これからすぐ、ですか？」

「ええ。少々急な用事、との事です。内容は書かれていなかったので、私も知らないのですが──水上さんは、ご存じなのですね？」

「……ん。何日か掛かるかもしれないから、早く行った方が良いって」

　澪は、主任ではなく俺の方を見据えて話している。──ってことは多分、どちらかと言えば俺おれ達たち関連の用件、なのだろう。

「わかりました。すぐ向かいます」

「お願いします。──ですが……少し困りましたね」

「どうしましたか？」

「ええ……。明日以降の日程での、水上先生の穴あな埋うめ。どうしましょうか、と……」

　──そういえばそうだ。一応は仕事で来た以上、やるべき事はあるわけで。

　基本的には引いん率そつと監かん視し。難しい仕事では無いが、居ないわけにはいかない役割。特に明日以降はクラス別行動もあるため、他の先生に頼むのも難しい。

「……ね？　引率、教師じゃないとダメ？　例えば……警官とかだと」

「警官ですか？　それでしたら、まあ……。ですが、わざわざ依頼するのも──」

「……ちょっと待て。まさか来てるのか!?」

「──え？　司つかさ兄も来てるの!?」

　聞き耳を立てていたらしい細音が飛び込んできた。

　細音も知らなかったのは意外だが……おそらく黒木のヤツ、理由を説明しづらくて連絡ができなかったのだろう。

　──まぁ理由なんて、当人以外にはバレバレなんだけどね。

「ん♪　保護者って事で、来てもらった。ロビーで真白達と待ってる」





　それから黒木に事情を話したところ──なぜかアッサリと承しよう諾だく。

　さらには学園経由でガブリエル様にも相談したところ、

『はい、了りよう承しようです。黒木殿の職場の方にも、連絡裏工作しておきますね？』

　と。あっさりと許可が下り、成立。……言葉の裏に、物ぶつ騒そうなルビが見えた気もするが。

　それで、直接かかわる事になるウチのクラスの生徒を集めて、現在、事情説明中。

「──そんなわけで。俺に代わって皆の引率をする事になった、警察官の黒木 司」

「紹しよう介かいされた、黒木 司だ。──この水上 悟とは、小さい頃からの腐くされ縁えん。警官とはいえ、今日は非番で来ている。堅かた苦くるしい事は考えず、コイツの知人として接してくれると助かる。よろしく頼たのむ」

「「「「「 よろしくお願いします!! 」」」」」

　猫ねこを被かぶった、外ヅラ全開の挨あい拶さつ。──とはいえ。コイツのこういう場面を見たのは初めてのため、意外にしっかりした挨拶に驚おどろく。

「そして──その補ほ佐さ役やくに、直接の面識がある細音に就ついてもらう」

「えーっと？　それはいいんだけど……悟兄はどこへ？」

　……実は俺も場所はまだ聞いてなかったりする。だが……多分、こっちは言わないといけないんだろう。

「理事長のお使いで、少し離れた場所へ何日か。──澪も一緒」



「「「「「 なッ!?　今夜はお楽しみですか!? 」」」」」



　──うん。まぁ、こういう反応になるのはわかっていたわけで。

「あのな？　俺と澪は一緒に暮らしてるんだぞ？　仮に同じ場所に泊まったとしても、いつもと寝るところが変わっただけで、状況は同じなんだが？」

「「「「「 ──ぐっ！ 」」」」」

　男子を中心とした多くが、『そ、それはそうだけど……』『……その状況自体がムカつく』等などといった、不満は大いに有るけど責める場所が、といった様子で黙だまる。

「ふむ。あ──、全員、少しいいか？」

「「「「「 ？ 」」」」」

　様子を見ていた黒木が、生徒全員に声をかける。そして、注目が集まったのを確かめ。



「コイツに、そんな甲か斐い性しようがあると本当に思うのか？」



　……………………。

「「「「「 いってらっしゃい、水上先生！ 」」」」」

　……快く送り出してくれる教え子達。──絶大な信しん頼らいが心に沁しみた。

「……ありがとう諸君。今の一幕で片へん鱗りんが見えたと思うが、この黒木は交番勤めの警官で、とても面おも白しろい人気者だ。きっとすぐにでも親しめるだろう。じゃあ黒木君。一発、いつもの小こ粋いきなおもしろトークを頼む」

「なッ！　き、貴様！　ハードル上げるだけ上げて無む茶ちや振ぶりだと!?」

　──軽い復ふく讐しゆうです。通過儀ぎ礼れいとでも思ってください。

　俺に掴つかみ掛かからんばかりに抗議する黒木。俺は生徒を指さしながら言う。

「もう遅おそい。──お前はあの期待の瞳ひとみを裏切るのか？」

「う……！　くっ、小学生の頃──」

　生徒達の期待の瞳（大多数が、面白半分のわざとらしい眼まな差ざし）を受け、黒木は何とかしようと語りだす。内容はどうやら、自分の昔の話らしい。



「小学生の頃、おっぱいトークで担任を辞職に追い込みました」



「「「「「 マジで!? 」」」」」

　男だん性せい陣じんが喰くらいついた。──どうやら全員へのウケを目指すより、確実に半数を取りにいったらしい。

　黒木が見事にハードルを飛とび越こえたところで、俺も今のうちに高たか跳とびさせてもらう。

「よし。じゃぁ澪、行こうか」

「……ん、わかった」

　と言って出て行こうとしたとき──

「少し、お待ちください」

　呼び止めたのは、またも学年主任。門番の様に立ちふさがり、こちらを見据えてくる。

「あなた方は従兄妹いとこ同士、との事ですが……念のために伺うかがいます。──あなた方のご関係は？　もし男女の関係という事でしたら、流石さすがに同どう伴はんを許可するわけにはいきません」

「……また、ベテラン教師の勘、ですか？」

「その通りです。──それで、お答えは」

　後ろでは生徒達が『そのネタ、もういいよ……』的に疲つかれた様な白い眼めを向けて来ているが、やっぱり放置して考えを巡めぐらせる。

　──やっぱり『ただの従兄妹です』は言いたくない。……というか、言っても納なつ得とくしてもらえそうにないし。

　改めて生徒達を見ると、『適当言って、逃げ出せると思うなよ……？』といった顔に見えるのだが……気のせいだろうか？

　とにかく。下手に逃げるのは無理。かといって『相思相愛です』とか言ってしまえば、たとえ『そういう行こう為い』はしていなくとも、許可を得る事は出来そうにない。

　……だが。今は落ち着いて、澪に視線を。澪も丁度こちらに視線を送ってきて──

「「（こくり）」」

　共に頷うなずく。意思疎そ通つう完かん了りよう。これで何一つとして怖くはない。

　逃げるのは不可能。降参は論外。ならば──

「この子、水上 澪は、俺の──」

　堂々と、話し始める。そして、澪も口を動かす気配。そして、声は合わさり。



「嫁よめです」「……妻です」



「「「「「 ………………は？ 」」」」」

　正面突とつ破ぱ。敢あえて警けい戒かいされている場所へ、だけど予測のナナメ上を突つっ切きる。

「澪。籍せきを入れてるわけじゃないんだから、『妻』は無いと思うぞ？」

「……ん？　でも、悟も『嫁』って」

「いや、ほら。黒木もよく言うだろ？『○○は俺の嫁！』的な。だから嫁は可」

「ん、なるほど。……じゃあ嫁で♪」

　堂々と会話してから、辺りの様子を窺うかがう。──うん。良い感じで魂たましい抜ぬけてる。

「んじゃ、行ってきます、っと」

　そう言って、思考停止している抜け殻がらたちを後しり目めに、その場を後にした。



　余談だが。

　今回の俺の行動は、後に強行突破ならぬ『凶きよう行こう突とつ破ぱ』。または後先の考えなさから、『愛の投飛行』などと語られる事になる。



　──さて、と。抜け出したはいいが……なんて言おう？

　澪が登場してから、実はまともに会話をしていない。さっきのは寸劇みたいなものだから、カウントすべきではないだろうし。

　──教師としては、怒おこるべきなんだろうけどな……。

　ヴィスが仕組んだ事だろうとは思う。だけど、あの子は澪が嫌いやがる事はしない。つまり過程はどうあれ、これは澪が望んだ結果のはずなのだ。

　学園よりこっちに来る事を優先させた事、教師として叱しかるべきだと思う、のだが……。

ツンツン

　──ん？　……見ると、澪が俺の服をつまんで引っ張っていた。

「……ん。悟、怒ってる……？」

　こちらの様子を窺う様に、少しオドオドしながら上うわ目め遣づかいで言ってくる澪。

　……怒れるはずが無い。なにせ、本心は俺も喜んでいるのだから。

　だけど、それを言うわけにはいかない。──ならば。

「……あ」

「………………」

　俺は黙って、腕うでを絡からませるように、澪の手を握にぎる。

　澪の手の感触、温もりを感じ──この繋つなぎ方の名前を極力考えない様にしながら、澪の様子を見る。

「……♪」

　すごく嬉しそうに、こちらを見つめてきていた。

　……照れくさくなった俺は、無言のままで足を速め──

「悟兄！　澪！ ちょっと待って!!」

　速めようとしたところで、追ってきたらしい細音の声。

「……ん、細音、どうしたの？」

「結局、澪達たちどこ行くの？　ガブリエル様の用件って事なら、ソッチ関係だろうなーとは思うんだけど」

　そういえば、俺もハッキリとは聞いていない。……場所を考えると、予想はしているが。

「……ん。久遠の故郷。天狐の里」

「あ、そっか。そういえば京都にあるって言ってたっけ。……じゃあ、キーヤ連れてく？」

「キーヤを？　なぜ？」

「久遠ちゃんのお父さんとか、例の先生とか──問題アリな人、結構居そうでしょ？　澪が力を使えばどうとでもなるんだろうけど……、悟兄、使わせたくないんだよね？」

　言われてみれば、確かに。久遠の故郷って事で、危険を考えてはいなかったが……考えてみれば、本物の人外魔ま境きよう。用心はしておくべきかもしれない。

「……ん。でも、細音は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「うん！　こっちにはみんな居るし、司兄もこき使えるし、大丈夫だよん♪」

「──程ほど々ほどにしてやってくれ。じゃあ、来てもらっていいか、キーヤ？」

『わう！』

　姿を消したままの、キーヤの声。快く引き受けてくれた様だ。

「よし、じゃあ行くか」

「あ、ちょっと待った！　もう一つ、いい？」

「ん？」「……ん？」

「さっきの『嫁』発言。……実際どうなの？」

　結構、本気で訊いてきているっぽい細音。俺と澪は視線を交かわし。

「もちろん、冗じよう談だんだぞ？」「ん。さすがに冗談、だよ？」

　揃そろって答えた俺達に、細音は残念な様な、安心した様な表情に。

「あ、そうなんだ？　いやー、『もしかしたら』って、ちょっと本気で──」



「「 うん。『今はまだ』、ね 」」



　絡めたままの指に、少しだけ力を入れながら。

　絶句している細音が可お笑かしく、澪と軽く笑い合ってから、手を繋いだまま建物を出た。










　　　三章　天狐の里、真白への依頼『里の罠と酔っ払い』





　旅館の入口で、待っていてくれた久遠くおん、綾あや人と、真ま白しろ、聖き宵よいと合流。全員で電車で移動。

　そして──建物自体が神社風な駅舎を出て、目的の場所に向かう。その道すがら。

「で？　結局何が目的で行くんだ？」

「にゃあ？」

　目的地は聞いたが、行く理由を聞いていない事を思い出した。俺の質問に合わせる様に、ネコに戻もどったイブも、頭の上で声を上げる。

「……あ。そういえば、言ってなかった。えっと……用件は二つあるの」

「うんっ。一つは、りっど達の変身のこと」

「変身？　何かおかしな事でもあったのか？」

　リッドを胸に抱いている久遠が、澪みおの話を引ひき継ついで話してくる。

　──考えてみれば、変身自体が『おかしな事』ではあるんだよな……。

　それと。どうでもいいけどリッド君、動物姿でのスキンシップは完全に慣れたご様子。

「えと……。わたしたち──天てん狐この変身と、ちょっと違うみたいなの。くわしい事、わたしじゃ分からないから、里のおじいちゃんに聞きに行こうって」

　なるほど。確かに変身の事なら、天使より天狐の方が詳くわしそうだ。──そういえば。

「なあ真白、リッド？　お前達もコレ、出来るのか？」

「み？」「はい？」

「──イブ、頼む」

「……にゃ？　──あ、これのこと？」

「「「 ──え？ 」」」「みぁ!?」

　──驚いているところを見ると、リッド達は出来ないらしい。というか久遠まで驚いているという事は……実は相当な技術？

「えっと、いぶ？　……それ、いつ出来るようになったの？」

「にゃあ！　今日、電車の中でだよ？　お兄ちゃんのお手伝いしようと思ったら、なんか出来るようになってた」

「うんっ……と。そのとき、おにいさんは？」

「ん？　俺はイブを抱かかえてた。……それ以外、特に何もしてないよな、キーヤ？」

『わうっ』

　キーヤの声が、俺の記き憶おくを証明。すると、久遠とリッドが意味ありげに視線を交わした。──なんだ？

「……ん。そこら辺も、久遠のおじいちゃんに訊きけば、わかるんじゃないかな？」

「まぁ、それもそうか。──で、あともう一つの用ってのは？」

「はい。その……実はわたし、お仕事を頼まれてしまいまして」

「真白が？」

　頬を染めながらの、歯切れの悪い苦く笑しよう。……この子がこんな表情をするのは珍めずらしい。

「……ん。行くって連れん絡らくしたとき、『それなら頼めないか』って、依頼があったの」

「はい。それで……ちょっと悩んだのですが、泊めていただくわけですし、出来る限りの事をしてお返ししようかと思いまして」

「なるほど。それで何を──」

「えと、着いたよ？」

　何を頼まれたのか。それを訊こうとしたタイミングで、久遠の声。その声で改めて前を見ると、目の前に、ソレの入口があった。

『千本鳥居』。朱しゆ塗ぬりの鳥居が間を空けず無数に立ち並び、独特の雰囲気を漂わせている。昼間に来ても奥おくを見通す事は出来ない、その鳥居のトンネル。夜中の今は正に、別世界への入口にふさわしい。

「でもココ、観光名所だろ？　普通の人が入って来ちゃったりしないのか？」

「多分ですけど……にいさま？　さっきから、他の人を見かけましたか？」

　──言われてみれば。最初の楼ろう門もんを通ったあたりから、人を見ていない気がする。

　この神社に拝観時間や拝観料は無く、いつでも入る事ができる。……確かに、好んでこの時間に参拝にくる客は少ないだろうが、それでも警備の人間や関係者も目にしていないのは、確かに異常と言える。

「うんっ。ここはもう、半分だけ違ちがう世界。あっちこっちにあるキツネさまが、わたしたちの関係者だけ、こっち側に案内するの。逆に関係ないヒトが入って来ちゃったら、他のキツネさまが送り返すの」

　天狐の里は、異界にあると言っていた。だけどいきなり入口を作るのではなく、グレーゾーンを作った上で、監視装置を複数配置。それぞれが関係者の案内と同時に、それ以外の者の排はい斥せきをしている、という事らしい。

　一度迷い込んでもすぐ帰される。それなら確かに、この空間に関係者以外が長く留とどまれるとは思えない。

「じゃあ、行くよ？」

　そう言って、俺おれの目には不気味なトンネルにしか見えない夜の千本鳥居に、慣れた様子で踏み込む久遠。道すがら数本の鳥居に手で触ふれながら、俺達を先導する。その後ろを付いて歩く事しばらく。

「──うんっ。これでおしまい。あとは抜けるだけ、だよ」

　やはり、何かの手順を踏んでいたらしい。言われて先を見ると──どうやら最後らしい鳥居が見えるが、その先は暗くて全く見えない。

「キーヤ。あの先、見えるか？」

「──わぅ……」

　俺が訊くと、姿を見せて首を振ふるキーヤ。

「あそこが、最後の門。だから、きーやでも抜けないと見えないよ？」

「本当に、厳重なんですね」

「……ん。ガブリエルさまの天界、理事長室のどこでもドアで一発なのにね？」

「……うみゃ」

　聞くところによると。条件を満たすと理事長室の扉から直通らしい、ガブリエル様の住む天界。それを思い出したらしいリッドも苦笑いっぽい声を出す。

　話をしているうちに、最後の鳥居が目前に。そして、一気に抜けると──

「うっわあ……！」

　宵よい闇やみの中、あちこちに設置された篝かがり火びに照らし出されているのは──昔話で語られるままの山村。

　里は辺りを山に囲まれた小さな盆ぼん地ちに作られており、外がい縁えんの山の中腹にあたるらしいこの場所からは、遠巻きに里を一望できた。

「例の『先生』の件があるから、こう……世せ俗ぞくに染まっているかと思ってたんだが……隠かくれ里ざとってイメージそのまんまだな」

「うんっ。先生の教えを受けてたの、『里の外で働く』って決めたヒトだけだから。……でも、電気と水道は通ってるよ？」

　……電線もマンホールも無さそうなんだが、どうなっているんだろうか？

　そんな、考えてもわからなさそうな事を考えていると。

「……にゃ？　ぅにゃあっ」

　最初に気づいたのは、俺の頭の上に居たイブ。そのイブが見る方を目で追う俺達。

　見ると、二列になって整然と斜しや面めんを登り、こちらに向かってくる灯ともし火び。その光に照らし出される半数は、人の姿。そしてもう半数は……キツネ。

「くーちゃん。あれって……」

「うんっ。おじいちゃん達たち。お迎むかえにきてくれたみたい」

　いつの間にか人の姿になっていた綾人の言葉に、どこか誇ほこらしげに答える久遠。

　一行は斜面を登りきると、俺達から少し距きよ離りを置いて横に広がる。そして……その中央から、一人の初老の男性が進み出てきた。

「この里の長、永なが久ひさと申します。水みな上かみ家けご一行様ですな？」

「はい。出で迎むかえまでいただき、ありがとうございます。……ですが、そこまで恭うやうやしくされなくても……」

　丁てい寧ねいな一礼の後に訊いてくる族長──永久様に、少し戸と惑まどい気味に返す。

「いえ、あなた方は久遠を預かってくださっているだけではなく、里の恩人でもあります。このくらいは当然ですじゃ」

「……ん。でも、久遠にはウチの子達がお世話になってるし……お互たがい様さま」

「ええ。ですから俺達の事は、お孫さんの友達とその保護者、くらいに思っていただければ、こちらも気が楽です」

　言いながら他の面々を見ると、全員が笑え顔がおで頷いている。

「ふぉっふぉっふぉっ！　そういうことでしたら、失礼して。聞いておった通りのお人ひと柄がらですな。──ところで、件くだんの『綾人』という子はどなたじゃ？」

　少し砕くだけた喋しやべり方かたになった永久様。そしてその問いかけに、後ろで『みぁっ!?』という小さな声が上がった。それに苦笑いしながら、俺は綾人を前に呼ぶ。

「え、えっと……僕ぼくが、綾人です……」

　緊きん張ちようから、少しモジモジしながら前に出て自己紹介をする綾人。

「ほうほう、そなたが……。──皆みなの者、準備は良いか？」

　観察する様にまじまじと綾人を見た永久様が、その後ろに控える里の方々に声をかけると、『はっ!!』という声が返ってくる。──そして、合わせる様に息を吸う音が重なり。



「「「「「 いらっしゃいませ、『　　婿むこ　　殿どの　　』!!! 」」」」」



「うみゃぁっ!?」

　悲鳴の様な声を上げ顔を真っ赤にする綾人。その横には、同じように頬を染めながらも、嬉しそうな笑みを浮うかべる久遠。──そんな二人の対比が、すこし面白かった。





　その後、案内されたのは、里の中ほどにある族長の家。

　平屋建ての日本家屋──というより、武ぶ家け屋や敷しきと言った方が良いかもしれない。敷しき地ちは相当広いが、生いけ垣がき以外に塀へいや門は無く、開かれた印象が里の雰ふん囲い気きによく合っていた。

「滞たい在ざい中ちゆうは、この家を我が家だと思って使ってくだされ。──戻ったぞぉい」

　永久様が家の奥に声をかけると、中から控えめな足音が。

「お帰りなさい、お父様。いらっしゃいませ、お客様方。──久遠もお帰りなさい」

「うんっ。ただいま、おかあさん♪」

　出迎えてくれたのは、久遠と同じ色の長い髪かみを背中でまとめた、穏おだやかそうな印象の女性。歳としは30代前半くらいに見える。

「お世話になります、水上 悟さとると申します。こちらが澪。子供達は順に、真白、聖宵、綾人。それと護衛の犬いぬ霊れい、キーヤです」

「……ん、こんばんは」「こんばんは～♪」「よろしくお願いいたします」「わうっ！」

　順に、澪、聖宵、真白、キーヤの挨拶。そして。

「よろしく……お願いします」

　最後に、かなり緊張している様子の綾人。

「あらあらご丁寧に。久遠の母親の『悠ゆう菜な』と申します。よろしくお願いしますね、皆さん。それと──あなたが綾人君ね？　久遠をよろしくお願いします、婿殿♪」

「み!?　う、うん……」

「 ♪ 」

　再び照れて頬を染めながらも、確かに頷く綾人。嬉しそうに、その腕にしがみ付く久遠。

　悠菜さんはそんな二人を見て楽しそうに微笑ほほえんでから、

「では皆さん。立ち話もなんですから、こちらへどうぞ」

　そう言って、奥へと案内してくれた。



「……さて。依頼されておる婿むこ殿どの達たちの変身の事なのじゃが──」

　俺達が通された居間は、当然の様に畳たたみ敷じきの和室。おそらく会合なども開ける様にだろう。かなり広く、その中央には座ざ布団ぶとんが人数分。あらかじめ用意してくれていたらしい。

　そして全員が座すわったところで、永久様が口を開いた。

「実は、歩きながら少し調べさせてもらっておった。基本的な部分は、我等の変身と変わらん。じゃが……確かに違い和わ感かんがあるのぅ。特に──聖宵といったかの？」

「にゃ、ボク？」

「うむ。おぬし、ネコの姿でも人語を話しておったな？　その芸当、この里でも出来る者は少ないのじゃ」

「そう、なんですか？」

　思わず、口を挟はさんでしまう。……そんなに高等技術だったのか？

「うむ。難易度もそうじゃが……必要無いじゃろ？」

「うにゃ!?」

　言い切られた。ショックを受けた様な声をだす聖宵だが……確かにその通りで。

「そもそも……ネコの姿のまま喋れる様になりたいと、本当に思っておったのかの？」

「ぅにゃ……ううん。お手伝いしたい、とは思ったけど、そこまでは思ってなかったよ」

「ふむ。やはりそこもおかしいのぅ。久遠から聞いたと思うが、術の基本は想像と意志じゃ。それが、そんな漠ばく然ぜんとした意志で発動するとは考えられん」

　その言葉に、一いつ緒しよに聞いている久遠も『コクコク』と頷いている。

「……ん。じゃあ……『お手伝いしたい』っていう思いに、その『願いの欠片かけら』が答えた、とかは……？」

「む。有り得んとは言わんが……都合の良い奇き跡せきが、そう簡単に起こるかのぅ……」

　この宝具が関かかわると、永久様もハッキリとは言い切れないらしい。さすがは、熾天使にも『わからない』と言わしめた一品。

「とにかく明日、一人ずつ詳しく見てみようと思う。よろしいかの？」

「はい、お願いいたします」「にゃぁ、お願いします！」「うん。お願いします」

　元気に返事をする聖宵達。これ以上の事は、明日調べてからだろう。

「失礼します。お部屋の準備が出来ました」

　外で待っていたのか、丁度区切りが良いところで悠菜さんが入ってきた。

「うむ。もう時間も遅い。荷物を置いて来てくだされ。その後、夕ゆう餉げにいたそう」

「はい、わかりました。ありがとうございます」

「では、お部屋にご案内しますね。どうぞこちらへ。──あ、そうそう久遠。綾人君は、あなたのお部屋でいいのよね？　お布団ふとんを運んであるけど」

「うんっ。ありがと、おかあさん。あやと、こっち」

「みぁ!?」

　久遠に手を引かれて去って行く綾人。やっぱり、なんだかんだで抵てい抗こうしていない。



　……サラッとした流れで、綾人が追い込まれた。──この一族、侮あなどれない。



「──って！　同室でいいんですか!?　その……、倫りん理り的てきに!!」

「──はい？　仰おつしやる事はわかりますが……今いま更さら、ですよね？」

　……まぁ。あの二人、ウチでも大たい抵てい同じ部屋で寝ねてるから、今更と言えば今更で。

「それに見たところ、綾人君はしっかりと良識を持っていそうですから。──そして、更さらに言わせていただけば……」

「はい……？」

「そうなったらなったで、私共は一向に構いません♪」

「……………………」

　……どー見ても本心からの笑顔で言う悠菜さんに、言葉を失う俺。

「では、皆さんはこちらです」

　そして何事も無かったかの様に、案内を再開する悠菜さんだった……。



「まずはこちらが、真白さんと聖宵さんのお部屋です」

「にゃ、広～い！　にゃあ……畳たたみのいい匂においがするぅ～。ごろごろ」

「趣おもむきがあって、いいお部屋ですね♪　ありがとうございます」

　二人に割り当てられた部屋は、まるで時代劇のセットの様な、純和風の部屋。大名屋や敷しきや城の中の一室、そう言った方が想像しやすいだろう。二人で使うには十分過ぎる広さを埋うめる畳からは、いぐさの良い匂い。おそらく入れ直したばかりなのだろう。

　調度品も年代物の様だが、きちんと手入れがされており、品の良い輝かがやきを放つ。

　中央には布団が二組。その横には、ネコの姿でも眠ねむれるようにとの配はい慮りよだろうか。やや部屋の雰囲気にそぐわない、大き目のクッション。

「あれ？　ちょっと待ってください」

　ここに来たメンバーで女性は、久遠を抜ぬかせば三人。その内、聖宵と真白の部屋はココで……現に、布団は二つ。ならば──？

「澪の部屋は、この二人とは別なんですか？」

「はい？　ええ、ですからお隣となりが──」

　言いながら、隣の部屋へと続く襖ふすまを開ける。

　その部屋は、基本的に間取りも調度品も同じ。違いはクッションが無い事、それと──



「こちらが、夫ふう婦ふの寝しん室しつになっております」



　──布団は一つ、枕まくらは二つ。

「ちょっと待て」

　思わずタメ口でツッコむ。──この一族、綾人だけじゃなくて俺も追い込む気か!?

　……もしくは天狐って、そっち方面繁殖関係に大らかなのだろうか……？

「──ええ、言いたい事は良くわかります。……防音効果が無いに等しいので、少々不自由するかと思いますが……」

「そういう意味ではなく!!」

「──あ。えっと……とあるゴム製品は、里では手に入りませんので……。ご入り用でしたら外に買いに行かれるか、里の者にご言いつけいただければ──」

「ですから！　そんな物は必要ありませんから!!」

「……え!?　──あらあらまぁ……♪」

「なんですかその、全賭けしたギャンブラーへの賞賛の様な笑えみは!?」

　……なんだか、見え見えの落とし穴に『落ちろ』と言われている気分になった。あいにく俺は、お笑い芸人ではない。



「ねえねえ真白？　お兄ちゃん達、何のお話してるの？」

「えっと……ちょっと変わった水風船のお話ですね」

「くぁ……、……わふ」

　意味がわかってない聖宵と、上手く避さけた真白。その横ではキーヤが退たい屈くつそうに、しっぽをパタパタさせながら欠伸あくびをしていた。



「……えと。それより、悠菜さん。ちょっといい？」

「あら、澪さん。何かご要望ですか？」



「……ん。ティッシュ、無い？」



「み、澪!?」

「あらあら、失礼しました。お食事が終わるまでには、用意しておきます」

「ちょっ!?　どういうつもりで!!」

「……？　あった方がいいよね？」

　このサラッとした言い方は……おそらく、全く他意は無いのだろう。だがタイミングが悪すぎる。

「いや、それはそうなんだが……、その、わかるだろう!?」

　澪はどこまで分かって……いや、むしろ『どこまで分かってない』のだろうか？

「……ん。でもね、悟？　なんだかんだで、昨夜と変わらないよ？」

　──言われてみれば。……というか、昨夜はシングルベッドに二人と一匹ぴきだったから、これより密着度は高かったかもしれない。

　いくら『行け』と言われても、落とし穴は見え見えなのだから、落ち着いていれば避けるのは造作も無い。

「まぁ……それもそうか。ありがとうな、澪──あれ？」

「……？　どうしたの？」

「──いや、なんでもない。ところで、キーヤは寝ね床どこどうする？」

「……わふわふ。わん！」

　えっと？『適当にする。大だい丈じよう夫ぶ』といったところかな？

「では、お話がまとまったところで。お食事にいたします。お荷物を置いたら、先ほどの部屋へおこしください。では、私は支し度たくしてまいります」

　……先ほどの遣やり取とりが嘘うその様に、丁寧に一礼して去って行く悠菜さん。

「にゃあ♪　ごはん、ごはん！　真白、早く行こー!!」

「聖宵ちゃん。そんなに急がなくても、ご飯はにげませんよ？」

　身なりもあまり気にしない聖宵が急せかす。それを苦笑しながら窘たしなめる真白。

「……ん。私達も、行こ？」

「──ああ、そうだな」

　……さっき、少し頬ほおが紅あかかった様に見えたんだが……気のせいだったらしい。

「…………ふぅ」

　──安あん堵どの息っぽいのが聞こえた気もするが……これも、気のせいだと思っておこう。



「あれ？　お前も手伝ってたのか、綾人」

「あ、にいさん。うん♪」

　悠菜さんと久遠、それとお手伝いさんらしき人と共に、お膳ぜんを運んでいる綾人。

「あら。では、わたしたちもお手伝いしに行きましょう」

「うん！　ボクも行く」

「ありがとうございます。ですが、お客様に手伝っていただくわけには参りませんし、もう支度は終わりますので、お気持ちだけ受け取らせていただきます」

　やんわりと断る悠菜さん。確かに、お膳はすでに一通り並んでいる様だ。だけど。

「ですが、綾人はなぜ？」

「ご本人の希望と──あとは、婿殿ですから♪　あまり他人行ぎよう儀ぎもなにかと」

「うんっ♪」「うみゃぁ……」

　……着々と、包ほう囲い網もうは完成に向かっているようです。

「……なあ、綾人？」

「うん？　なに、にいさん？」

　──俺は、決して反対ではない。むしろ喜ばしいと思っている。だけど、男として言っておかなければならない。

「この家に来る事を反対はしない。だけど覚かく悟ごを決めてからにしろ。……多分、一気に押おし切られる」

「……うん。ちょっとだけ、危険な感じはしているよ……」

　遅かれ早かれ、結果は同じだと思うのだが。似た立場の俺としては、言わずにはいられなかった──



　そして、食事が始まる。

　お膳に並ぶのはキノコや川魚など、山やまの幸さちがふんだんに使われた料理。あまり見覚えのないものは京きよう野や菜さいを使った料理か。あとは……お約束として、稲荷いなりずし。

「でも、少し意外です。天狐の里ですから、お揚あげ料理が沢たく山さんくると思ってました」

「うむ、そう思われるのも無理は無いがのぅ。考えてもみてくだされ。例えば梅干し好きの人間も、毎日の食事が梅干しばかり、などという事はないじゃろう？　それがお客人に出す物となれば、なおさらじゃ」

　──ああ、言われてみれば確かに。そこら辺の価値観は、人も天狐も変わらないのか。

「キーヤさんは、それでよろしかったでしょうか？」

「わんっ♪」

　キーヤの分の食事も、基本的には同じメニュー。ただ、食べやすい様に切られており、それが大きな皿にまとめて盛り付けられている。

　返事からも分かるが、かなり気に入ったらしい。

「婿殿、苦手な食べ物とかは？」

「え、えっと……大体、何でも大丈夫、です。……あの、『婿殿』っていうのは……」

「はい？　お嫌ですか？」「あやと……」

「みゃあ!?　ううんっ！　イヤじゃないよっ!!　だけどちょっと……みぁ」

　顔を紅くして縮こまる綾人。──まぁ、照れくさいんだよな？

「まぁ、この子は本来、少し人見知りで恥はずかしがりなんです。あんまり弄いじらないでやってください。──っと、そういえばお訊きしたかったのですが……」

　苦笑いと共にフォローをすると、少し訊きたかった事を思い出した。

「ふむ？」「はい、何でしょうか？」

「ええ。……失礼かもしれませんが、キツネって犬科ですよね？　なのに変身可能とはいえ、ネコのこの子がお相手で、よろしいのですか？」

　しかも久遠は族長の孫。そんな子の相手が異種族で大丈夫なのだろうか。──様子から見ると心配無さそうではあるのだが……少し腑ふに落ちなかった。

　……どうやら澪や真白、聖宵も少し気になっていたらしい。食事の手を止めて様子を見ている。──そんな少し重くなった空気の中。永久様と悠菜さんが揃って口を開く。



「「 無問題 」」



　──極きわめて軽く返ってきました。

　脱だつ力りよくした俺おれ達たちに向かい、永久様がにこやかに語りかけてくる。

「人の姿をとった婿殿達は、人としても子をなせる、というのは聞きましたかのう？」

「はい。ガブリエル様より、伺っております」

「──うむ。それは我等も同じでのう。人との間に子をなす事ができる。では──その際、どの様な子が産まれるかご存知か？」

　……そういえば考えてなかった。

　うちの子達は人かネコにしかなれない。だから人の姿で産むなら、産まれるのは人間の子供だろうと、単純に思い込んでいた。

　これに関しては、女性である悠菜さんが答える。

「まず。子供を宿すと、その間は変身が出来なくなります」

「「「 ………… 」」」

　真白、聖宵、久遠が、真しん剣けんに聞いている。

「そして産まれるのは、産んだ姿と同族です。ただし──親の性質を受け継いで」

「……ん。親の性質を受け継ぐって……じゃあ、天狐の力を持つ人間、ってこと？」

「はい。正確に言えば基本は人間ですから、『天狐にもなれる人間』ですね。さらに言えば、母親の性質が強く出るみたいです」

　──という事は。久遠と綾人の場合……基本的には久遠の力を受け継いで、そこに綾人の性質がプラスされる──？

「というわけでじゃ。得る物はあっても、損は一いつ切さい無いのじゃよ、ふぉっふぉっふぉ！」

「この里にも人との混血が数名おります。というわけで、その心配は今更です♪」

　楽しそうに笑う、永久様と悠菜さん。それを見て安心し、食事を再開する女じよ性せい陣じん。

　俺も再び箸はしを動かそうとし──恐おそろしい事に気が付く。



　──綾人、既すでに子供の事まで考えられている──!?



　この話をする事自体が、包囲網を強化する一つの手順だった……？　俺がその事に思い至り、隣で美お味いしそうに鮎あゆの塩焼きを食べている綾人を見ながら、冷ひや汗あせを流していると。

「──あ。もしかして、にいさまも気が付きました？　お見事ですよね♪」

「……真白、いつから気付いてた？」

「にいさまが訊いた瞬しゆん間かん、お二人が少し目配せしたので。内容も想像どおりでしたから、やっぱり、と」

　……この手のやりとりで、この子に勝てる気が全くしません。

「ですが、敢あえて懸け念ねん事じ項こうを挙げるとすれば……」

ドドドドドドドド──

　悠菜さんが口を開いた途と端たん、まるでタイミングを計っていたかの様に、地鳴りみたいな音が聞こえてくる。……足音、か？

「…………久遠」

「（こくん）」

　立ち上がりながら、久遠に声をかける悠菜さん。無言で頷き、襖の横に移動して待機する久遠。永久様は、まったく動じずに食事をしている。……澪と真白もか。

　そして──足音が近づいてきたタイミングで、久遠が襖を開き。



ズダンッ！

「あなたお帰りなさい。そして逝いってらっしゃい……ッ！」

「久遠に婿など許さぐおはああああああッ!?」



ドスンドスンッ！　──パタン

「「「「 ……………… 」」」」

　襖が開くと同時に、屈くつ強きようそうな男性が飛び込んできたが……見えたのは一いつ瞬しゆん。

　凄すさまじい音を残して踏ふみ出し、一気に距離を詰つめた悠菜さんの掌しよう底てい一いつ閃せん。男は部屋の外に吹ふき飛ばされ──その後、久遠の手により襖は静かに閉められた。

　俺、聖宵、綾人、キーヤが唖あ然ぜんとして見ている横では。

「お客人。おかわりはいらんかのう？」

「……ん、大丈夫。お腹なかいっぱい」

「はい、わたしも大丈夫です。ありがとうございます♪」

　──なかなかのバイオレンスが展開されたのですが……あなた方、なぜそんな落ち着いているんですか？



『親方様～？　あの人の見張りに行く時間で──あれ、親方さま？　どうしました？』

『あー。またいつもの如く、奥おく方がたの制裁を受けたんだろ。あと一刻は起きないな。仕方がない、引き摺ずって行こう』

『おう』



　……襖の向こうから、男たちの声と『ズルズルズル……』といった音が。

「見苦しいものをお見せしてしまいました。──まぁ、障害といえば今のくらいですが、なんとか説得して静かにさせますので、どうとでもなります」

　……肉体言語による説得ですか。しかも『どうとでもなる』って……。

「……なあ綾人？　────頑がん張ばれ」

「……うん」



「ではそろそろ、食後のお茶を淹いれますね」

「ありがとうございます」

　先の一件の後は、何事も無かったかのように食事は進み。

「……ね、悠菜さん。あとでお料理のレシピ、教えて？」

「はい、喜んで♪　その代わり、澪さんのレシピもいくつか教えて頂けますか？」

「ん。なにがいいかな……？」

「そうねぇ……、じゃあ久遠？　水上さんのお宅で食べた物で、好きなの教えてね？」

「うんっ♪」

　主婦二名が、お料理談義に花を咲さかせている。残りの面々は、食後のまったりとした空気を満まん喫きつしていたのだが。

「──あ、そうでした。永久様？　早さつ速そく、明日から練習させていただきたいのですが、よろしいですか？」

「む？　おお、そうじゃったな！　すまぬ、言い忘れておった。それはこちらから頼たのむべきじゃった。準備は出来ておる。是ぜ非ひ、明日からお願いしたい」

「はい。及およばずながら、全力を尽つくさせていただきます」

　いつもながら思う、真白の歳不相応な口調。……その内容が今一つわからず、思わず顔を見合わせる俺、聖宵、キーヤ。

「──練習？　なんの事だ？」

「はい？　──ああ、そういえば結局お話ししていませんでしたね」

「そうなのですか？　では、私が説明しますね」

　お茶を注いで回っていた悠菜さんが、席に戻って姿勢を正し、口を開く。



「実は３日後にこの里で、豊ほう穣じよう感謝のお祭りがあるのです。そこで、真白さんには神楽かぐらを舞まっていただこうと思っておりまして」



「──は？　ま、待ってください！　なぜこの里の祭りで、真白が神楽なんて!?」

「……ふむ。それはワシが説明しよう。祭りの巫み女こ神楽は、白びやつ狐この娘むすめが舞う事になっておるのじゃ。神は目に見えぬ者。よってその使いは白（無色）き者、というわけじゃな。じゃが、この里にも白狐はほんの一ひと握にぎり。しかも巫み女こ舞まいに相応ふさわしい娘むすめとなると、実は一名しかおらんのじゃ」

　少し、暗い表情で語る永久様。──なんとなく、話が見えてきた。

「それで──その子が舞えなくなった、という事ですか？」

「うむ、足を傷めてしまってのう……。そこで久遠が話しておった婿殿の姉君達の事を思い出し、可能ならばと依い頼らいした次し第だいじゃ」

「ですが……種族の問題は、大だい丈じよう夫ぶなのですか？　それと、練習期間がほとんど無い事も不安要素だと思うのですが」

　自分の発言が揚げ足取りっぽい、というのは自覚している。種族の問題はともかく練習に関しては、真白がやると言っている以上、十分考えてあるのだろう。

　それに頭が良くて落ち着いている真白は、聖宵や綾人と比べて危なげが無い。だから俺の心配など、本当は必要無いのかもしれない。

　だが。それだけ分かっていても心配してしまうのは、やはり大切だからだろう。

　……それが伝わってしまったらしい。労いたわる様な笑みと共に、話は続く。

「種族の件に関しては、婿殿の事にも通じる話じゃよ。──姿を変えられる我われ等らにとって、種族など大した問題ではないのじゃ」

　要するに。『白い動物』である事と『同種族』である事。天てん秤びんにかけたら片方が重かった、ではなく。もう片方が軽かった、そういう事だろう。

　──考えてみれば、キツネが人間の神楽を舞う時点で、種族なんて今更か……。

「それと練習の事ですが。我々の神楽にそう難しい振ふり付つけはありませんし、そう長くもありません。コツさえ掴つかんでいただければ、ある程度は舞えると思います」

「はい。実は久遠ちゃんから、振付の図解書をいただきまして。新幹線の中で目を通しましたが、確かに複雑ではなさそうでした。──覚えましたし、多分いけると思います」

　笑みと共に語った真白は、思い出した様に手元の湯呑を手に取り、落ち着いた所作で喉のどを潤うるおす。見た所、不安は全く無いように見える。

　──さすがは真白。……たった数時間で『覚えた』と言い切るか。

「えと……おにいさん？　実は、お祭り前に来れるってわかったから、わたしがお願いして、おじいちゃん達にしょうかいしたの。……ましろなら、できると思ったから」

　……ああ、なるほど。舞まい手ての負傷を聞いていた久遠が、里帰りが早まったと決まった際、真白なら出来ると判断して推すい薦せんした、という事らしい。

　──それなら、初対面の悠菜さん達の判断よりは安心できる、かな？

「そして、仮に出来なかった場合は……久遠、舞は覚えていますね？」

「うんっ。……あんまりお稽けい古こしてないけど、少し練習すれば、踊おどれると思う」

　悠菜さんの問いに、久遠が答える。──保険はしっかり確保している、と。

　そういう事ならば気も楽だろう。難しい踊りさえなければ、要領の良い真白なら、身に付けられる可能性は十分にある。

「……そういう事でしたら。少し安心しました」

「ふぉっふぉっふぉ！　他ひ人と様さまの大事な娘さん、それも婿殿の姉君に、無む茶ちやをさせる気などござらん」

「──悟さとる殿どのは、本当にご家族を大切に想おもってらっしゃるのですね」

「……普ふ通つうです。そう大したものじゃありません。……心しん配ぱい性しようなだけです」

　楽しそうに言ってくる、永久様と悠菜さん。気き恥はずかしい気分になった俺は、存在を半ば忘れていたお茶を手に取り、飲のみ頃ごろに冷めていたそれを一気にあおった。



　──────ん？



　……そのお茶は、どこかで飲んだ事のある味と香かおりだった。

　そして気付く。真白の言葉を最後に、さっきから喋っているのは俺と天狐の方々だけ。

「…………悠菜さん。このお茶、どうしたんです？」

　──敢えて周りを見回す前に、注いで回ったご本人に尋たずねる。

「あ、わかりましたか♪　婿殿の話を聞いてから、いつかいらっしゃった時のためにと、取り寄せておいたものです」



「ネコの方々をおもてなしするなら、これしか無かろうと思ってのう。ワシもこの前、味見をしたが……なかなかイケるじゃろ、この『またたび茶』？」



「……お心こころ遣づかい、とても感謝しております。ですが永久様。生理的反応と、嗜し好こうと、耐たい性せい。全すべては別問題で、必ずしも一いつ致ちするとは限らないかと」

「「 …………は？ 」」

　話しながら覚悟を決めた俺は、意を決して辺りを見回す。



　一番。長女の真白。──絡からみ酒。

「……キーヤ。ちょっとそこに座りなさい」

「わ、わぅ……!?」

　アブない目つきでキーヤに言う真白。ターゲットとされたキーヤは『ま、また……!?』といった、悲しそうな声を上げる。……ちなみに、最初からお座りしていた。

「……なんですかその眼めは。いいですか？　わたしは何も好きでイヂメているわけではありません。いいじゃないですか、わたしだって少しくらい甘あまえたって。ですが自分のキャラは熟知しています。していますとも、ええ。だったらイヂメるしかないじゃないですか。これはつまり愛なのです愛。ちょっとキーヤ聞いてます？」

「わ、わうぅ……!!」

　首だけをこっちに向けて、『た、助けて……!!』と言ってくるキーヤ。

　──すまんキーヤ。その子の相手は頼んだ……！



　二番。次女の聖宵。──笑い上戸。

「にゃははははははははっ！　グルグルおもしろ～いっ」

「ちょ！　しっかりしろ聖宵！　グルグル回ってるのはお前自身だ!!」

「え～……？　ボクちゃんと立ってるよ～？　にゃ!?　お兄ちゃんが分身してる!?　すご～い♪　にゃはははははは！」

　言いながら俺の頭にしがみ付き、ペチペチと叩たたいてくる聖宵。

　ハイテンションのフルスロットル。……まぁ、他人に害を及ぼす気配は無いから、適当に流しておけば大丈夫ではあるのだが。

「にゃははははっ！　今度はハゲたぁ!!」

「誰だれが!?」

　……それでも、タチが悪いのに変わりはないわけで。



　三番。三女──もとい、長男の綾人。泣き上戸。

　いつの間にか、綾人はリッドに戻っていて、久遠の所へ。

「みゃあっ！　ぅみゃぁ……みあ……!!」

「うんっ、わかった。巨乳派じゃないんだね？　よかった……。変身すこし変えて、おっきくしようかとも思ってたんだよ？」

「みあ!?　みゃあみゃあみゃあっ!!　うみゃぁ……みゃあ……」

「このままのわたしでいいの？　ありがと、りっど♪　ううん、ウザいなんて思ってないよ。泣いてるりっども可愛かわいいよ」

「みあ……。うみゃあ、みゃあっ！　みゃあ、みあ……」

「うん、だいじょうぶ。可愛いし、かっこいいときも、ちゃんとあるよ。……え？　きよいやさざねと違って、ちゃんとおっきくなる？　ありがと、りっど♪　……でもやっぱり、おっきい方が好きなの？」

「うみゃあ!?　みあああっ！」

「にゃはははははははっ！　リッドにすっごい失礼な事いわれた～！　にゃはははは!!」

　……酔よっていてもバカップル時空を発生させるか、アイツ。

　そして同様に、酔っていても胸の話には反応する聖宵。……笑っていても、涙なみだを誘さそわれるのは俺だけか？



「……すまぬ。申し訳ない悟殿。ここまでテキメンとは思わなんだ……」

「本当にすみません、悟殿……。ですが……ウチの久遠と婿殿、なかなかやりますね♪」

「……気持ちはわかりますが、楽しそうに言わないでください。……まだ、四匹目が居るんですから」

「「 …………は？ 」」



「うにゃあ～ん、さ・と・る？　にゃん♪」

　──本当に……なんで人なのにマタタビで酔うかな!?

　大トリ。通つう称しよう、四匹目のネコ、または母ネコ。──澪、ドランカーバージョン。

　しなだれかかり、頬ずりをしてくる澪。自分の心境の変化のせいかもしれないが……前回より色気がやばい。

「…………ハッハッハ。澪サン何ヲ。早ク正気ニ戻リナサイ」

　焦しよう点てんは遙はるか彼方かなたに。自制心を全開にしてなんとか耐たえる。……が。



「にゃあ……。なでなで、してくれないにゃん……？」



『ズギュ──ン！』と、何か見えない衝しよう撃げきが、俺の心臓を貫つらぬいた。

　ネコモード、至近距離、上うわ目め遣づかい、潤うるんだ瞳ひとみ。

　本来なら、あざとい事この上無いはずの攻こう撃げき。だが澪は、天然物ゆえの絶大な破は壊かい力りよくを、この場で存分に発揮する。

　軽くフラつくが、俺はなけなしの理性で自分を制せい御ぎよ。のど元をくすぐるに留とどめる。

「にゃんっ……♪　きもちーにゃあ……」

　気持ちよさそうに目を細め、無防備にすり寄ってくる。『か、可愛い……！』とか『ネコミミ付けてぇ～！』とかいう叫さけびを、必死に抑おさえる。

「悟殿、ネコミミならありますよ？」

「何で!?　というか心読まないでください!!」

　悠菜さんの声に、俺の心の中の悪あく魔まがざわめく。──必死に抑えているんだから、燃料投下しないでほしい……！

「にゃぁ……。悟、もっとぉ……」

「……ハハハハ、澪サン、オ戯レヲ。チョト酔ッテルミタイアル。早ク寝ルヨロシ」

　カタコトになったが、なんとか意思を伝える。

　……自分が自分じゃない気がしてきた。喋る自分を高みから見下ろしている感覚。

　この状態を続けられれば、俺はきっと、悟りが開ける。



「お父様。同じ男性として、悟殿の行動をどう思われますか？」

「うむ、驚きよう嘆たんに値する精神力じゃのぅ……。可愛い孫を預けている身として、感謝と尊敬すら抱いだくわい。……じゃが、今はこう言おう。『ヘタレ』と」



　黙だまっていてください。

　外野にツッコむ余よ裕ゆうは無く。零ぜろ距きよ離りに居る澪の温ぬくもりと感かん触しよくに、ひたすら耐える。

　と、澪が動き出す。俺から離はなれ──



「にゃぁ、わかったにゃぁ……。……脱ぬぐ」



　…………漫まん画が的てきな描びよう写しやでなら、間ま違ちがいなく魂たましいが飛び出たと思いマス。

　俺が意識を手放した一瞬に、澪、上着を一枚キャスト・オフ。

「ちょ!?　ダメだ止まれ！　ここで脱ぐな!!」

「……？　悟……見たくない、の……？」

「うっ……！」

　なぜかいつもの口調。悲しそうな上目遣い。脱ぎかけ。

　……ここで『見たくない』と言う者は、男にあらず。

　本心を言うなら、めちゃめちゃ見たい。──だが。

「……悟殿」

「なんでしょうか、永久様」

「ワシはキツネじゃ。遠えん慮りよせず始めてしまってかまわぬ……！」

「何を!?」

　目を血走らせながら言ってくる老ろう狐こに、思わず怒ど鳴なる。

　間違いなく、凄すごく見たい。だけど……それ以上に『見せたくない』。

「と、とにかく！　ここでは脱ぐな澪!!」

「……やだ。暑い」

　ブラウスに手を掛かける澪。そしてボタンを一つ、二つ──そこで手が止まる。

「…………（ちらり）」

　動きを止めたまま、頬を紅くしてチラリとこちらを見る。

「…………澪。恥ずかしいなら、無理する必要は全く無いぞ？」

「……脱ぐ。…………酔っぱらいの意地」

　そんな意地は要いりません。

「はいはい。澪さん？　女の子が簡単に肌はだを晒さらすんじゃありません。……悟殿に嫌きらわれてしまいますよ？」

　頃ころ合あいを見計らっていたらしい悠菜さんが、澪に上着を羽織らせながら言う。

　ちなみに、その後ろでは永久様が床ゆかに突つっ伏ぷしている。……いつの間にか悠菜さんの制裁が下っていたらしい。

「…………ん、それは困る。……悟？　──エッチな私はきらい……にゃ？」

「────嫌いとは言わないが、すごく困る」

　反射的に口から出そうになった『それはそれで』という言葉を呑のみ込み、なんとか適切な言葉を発する。

「……ん、わかった。脱ぐの、やめる。……ねむいにゃぁ」

　今度は眠そうにフラフラし始める澪。──これだから酔っ払ぱらいは……。

ポフッ

「ん？」

　突とつ然ぜん、背中に軽い衝撃。振ふり向むくと──さっきまで騒さわいでいた黒ネコ少女。

「にゃ──、もっとあそぶ……ぅにゃ」

　澪と同様、電池切れの様だ。改めて見てみると、真白はキーヤに寄より掛かって、リッドは久遠の膝ひざの上で。それぞれスヤスヤと眠っている。

「あらあら、お休みになるのもご一緒ですか。……本当に仲の良いご家族ですね。──では悟殿。私は聖宵ちゃんをお部屋へ運びますので、澪さんをお願いできますか？」

「わかりました。ありがとうございます。──キーヤ、真白を頼めるか？」

「わうっ」

「久遠？　婿むこ殿どのをお持ち帰り、お願いね」

「うんっ♪」

　スムーズな流れで、綾人君のお持ち帰りが可決されました。

　……何か言った方が良い気もしたが──今の俺に、そんな余裕は無い。

「では悟殿。────ごゆっくり♪」

「は？」



　──避けたはずの落とし穴に、思い切り蹴け落おとされた気分になった。



　背中には、半ば以上意識の無い澪。目の前には……布団一つ、枕二つ。

「……なんかもう、ここまで確信犯だったんじゃないかって気がしてくるな……」

『いえ、流石さすがにここまでは。大丈夫ですか、悟殿？』

　独り言に返事をされ、一瞬ビクリとする。隣の部屋に聖宵を寝かしに来た悠菜さんか。

「まあ──、一応は大丈夫です。聖宵達の様子はどうですか？」

『はい、もう大人しく眠っています。元から疲つかれていたのかもしれませんね……』

　……言われてみれば。

　たった５日だけの不在なのに、追いかけてきてしまった澪みお達たち。

　保護者という立場である以上、大げさに喜ぶことは出来ない。──むしろ怒おこるべきだと、もちろんわかっている。……それでもやっぱり、すごく嬉うれしかった。

　細心の注意を払はらいながら、澪を布団に降ろし、寝かせる。

















　先ほどまでの酔っ払いぶりが嘘の様に、穏やかな寝ね顔がおを見せる澪。

　その頬を撫なでながら、心の中で『ありがとう』と呟つぶやく。

『そういえば忘れておりました。悟殿だけでも、お風ふ呂ろいかがですか？』

　言われてみれば、俺もすっかり忘れていた。澪達も入りたかっただろうが──明日、勧すすめる事にしよう。

「ありがとうございます。では、いただいてよろしいですか？」

『はい♪　ではその間に、澪さんの身み支じ度たくをしておきますね』

　──身支度？　ああ、この恰かつ好こうで寝るのは、確かにアレだな。

「何から何まで、ありがとうございます」

『いえいえ。では、ごゆっくり入ってらしてください』



　お言葉に甘えて、立派な檜ひのき風ぶ呂ろを堪たん能のう。上がる頃ころには俺も睡すい魔まに襲おそわれ始め……部屋に戻もどる頃には、かなり意識が朦もう朧ろうとしてきていた。

　部屋の中央に敷しかれた布団には、澪が寝ていた。それは十分理解していたが、一緒に寝るのは稀まれにある事。横になり、澪の身体に触ふれない様に、布団の端はしに体を落ち着かせる。

　そうして瞳を閉じると……すぐに、意識が眠りの淵ふちへと沈しずんでいった──










　　　四章　里の生活、解かれる謎『悟の秘密と皆の願い』





「──ん……？　ふぁ……っと」

　目が覚め、まずは大あくび。思考がハッキリしてくると同時に、布団ふとんの中のもうひとりの人物に気が付く。

　俺おれの腕うでにしがみ付く様にして、眠っている澪みお。

　やはり一いつ瞬しゆん驚おどろくが、これが初めてではない。すぐに落ち着き、寝顔を観察する。

　──少し前までは、『可愛い』って思ってたんだけどな……。

　長い睫まつげが彩いろどる、整った顔立ち。シミ一つ無い肌。

　穏やかに眠るその横顔は、十二分に『綺き麗れい』と称しようせるくらい、大人びて見える。

「……ん──、うにゅ……」

　眠りが浅くなっているのか、澪がモゾモゾと動き、改めて俺の腕にしがみ付く。

　……普ふ段だんなら、寝ね言ごとと相まって微笑みを誘う仕草。だけど今は……ある事に気が付いてしまい、俺は表情を凍こおり付つかせる。



　──腕に感じる感触、あまりにダイレクト過ぎじゃありませんか……？



　視線を、澪の顔から下へと動かす。見えたのは……腕を挟はさみ込んでいる、白い谷間。

　その……澪の感触を感じた事は、今までもある。直じかで触さわった事は無いが、背中や腕に押し付けられた事は数回。とはいえ、文字通りの『スキン・シップ』になったのは、今回が初めてで。──さすがに一瞬、理性がトビかけた。

　だが、なんとか復帰。そして見てみると、流石さすがに澪はハダカというわけではなく。

「ば、バスローブ……？　なんで浴衣ゆかたじゃなくバスローブ!?」

　思わず声を出してから、まさかと思い、枕まくら元もとを確かく認にん。

　そこには悠ゆう菜なさんが脱がせたと思われる、澪の服が一式。……下着一式も、しっかり畳たたんで置いてあった。

　昨日の発言を思い出す。

『はい♪　ではその間に、澪さんの身支度をしておきますね』

　……あの人、俺を風呂に送ってから、澪に『何の身支度』をさせたのだろうか？

「……ん、──ふわぁ。……あ、悟さとる……おはよ？」

「!?　お、おはよう、澪……！」

　澪が、眠そうに目を覚ます。語ご尾びに『 ？ 』が付いたのは、記き憶おくがあやふやなせいか。

「……？　悟、どうしたの？」

「……すまん澪、まずは服を着てくれ」

「……服？　………………」

　言われて気が付いたらしい澪は、あまり焦あせる事無く掛かけ布団ぶとんを体に巻きつける。

　そして、少し頬が紅い様にも見えるが、冷ややかな視線で──

「悟。ちょっと正座」

「はい」

　──たとえ無罪でも、こういう場合、なんとなく逆らえませんよね？



「えっちなのはいけないと思います」



「…………なあ澪？　お前のその手のネタ、たまに妙みように古いよな？」

「……ん。私のこっち方面の知識、生まれ変わる前に引ひき継ついだ財ざい天てん寺じさんのだから」

　──あー、納なつ得とく。……転生して引き継がれるオタ知識って、どうなんだろうね？

「そんな事より。……ね、悟。────見たい、の……？」

「うッ──」

　頬を染め。瞳を潤ませ。訴うつたえかける様に訊きいてくる澪。

　ここで『見たくない』、そう答える人間は、男として失格だと思う。

　事情説明をする事も考えたが、それでは質問に答えた事にならない。──ならば一択たく。

「……正直に言うなら、見たい。だけどな澪！　それは──」

「──だったら。……約束はしたけど、私は、二人だけならいつでも……だから、ね？」

　俺の言葉を遮さえぎった澪が、潤んだ瞳で、頬を染めて恥ずかしげに言う。

　──凄まじい誤解を土台にされた発言ではあるのだが……何を言えばいい……？



　誤解を解くのが先か。──その想いに『ありがとう』と言うのが先か。



　行動次第で、この先の展開が大きく変わる選せん択たく肢し。故ゆえに俺は、退く事も、進む事もできず……わずかに視線を逸そらす。

「…………へ？」

　その視線の先に、四匹の動物。そしてその背後の襖ふすまが、不自然に数センチ開いている。



　一匹目、白い子ネコ──ヴィスは、前足で器用に目を押さえ、『見ていません』と。

　二匹目、黒い子ネコ──イブは、昨日のくしゃみを気にしているのか、口を押さえ。

　三匹目、白黒の子ネコ──リッドは、うつ伏ぶせになって耳を押さえ。



　……『見ネコ・言わネコ・聞かネコ』。……お前ら、日光行きたいの？

　そして、俺の視線に気が付いたらしく。襖の隙すき間まから、一枚の紙が四匹目──犬いぬ霊れいキーヤに渡わたされる。キーヤが掲かかげたその紙に、書いてあった文字は──



『気にせず、どーぞお続けください』



「続けられるかぁあああああああああッ!!」





　その後。

　襖の奥おくから登場した悠菜さんより、事情の説明を受けた澪は。

「──ッ!!　……お、お風呂、入らせてもらうねっ」

　着き替がえとタオルを持って、お風ふ呂ろ場ばへと駆かけて行く。……自分の発言と勘かん違ちがいが、ものすごく恥ずかしくなったらしい。

「で、では、私は朝食の支し度たくをしてまいります。婿殿は久遠くおんを起こしていただけますか？」

「み、みゃあ！」

　少し気まずくなったらしい悠菜さんも、リッドを連れて撤てつ退たい。キーヤもいつの間にか姿を消している。よって、この場に残っているのは、俺とヴィスとイブのみ。

「にゃあ！」

「っと。はいはい、おはよう、イブ」

「にゃん♪」

　流石さすがはイブといった所か。この微び妙みような空気の中でも、堂々と甘えてくる。だけどそのお蔭かげで少し気が楽になったのも事実で。

「おはようございます、にいさま」

　様子を見ていたらしいヴィスが、真ま白しろになって挨あい拶さつをしてくる。

「ああ、おはよう真白。……ところで。俺はこの後、澪に何を言えばいいと思う？」

「……今回はさすがに、少し判断が……。珍めずらしく、ねえさまの壮そう絶ぜつな自じ爆ばくですし」

「だよなあ……。今まで大たい抵てい、俺が謝あやまれば済む問題だったからな……」

「否定はしませんが……、その発言に疑問は無いんですか、にいさま？」

　自覚はしてるんで、言わないでください。

「にゃぁ、にゃ♪」

　どうやら『大丈夫だよ、お兄ちゃん♪』と言っているらしい、イブ。

「──まぁ確かに、うだうだ考え込んでても仕方ないか。とにかく向き合ってみる」

「にゃん♪」「はい♪　がんばってください、にいさま！」

　そうと決まれば、まずは着き替がえて顔を洗って……。それから、何か手伝う事は無いか、訊いて来るか。泊とめてもらうんだから、タダで居い候そうろうは気が引けるし。

「っと、そういえば。真白、今日から神楽の練習か？」

「はい。──それで、にいさま？　結局はっきりとは聞いていないのですが……反対、なのでしょうか？」

　不安げに訊いてくる真白。珍しいが、こいういう年相応の表情も違い和わ感かんは無い。

　実は最近、この子に関して『もしかして？』と思う事があるんだが……確かめる術が無い。だから、しばらく様子を見ていようと思っていたりもする。

「──別に真白に限ったことじゃないが。お前らがちゃんと考えて決めた事なら、応おう援えんはしても反対はしない。……ああ、だけど条件はあるな」

「にゃ？」「条件……ですか？」

「そ。……無理をしない事。困ったら助けを呼ぶ事。以上二点、ＯＫ？」

　少しだけ、もったいぶってから言ってみた。真白とイブは、少し顔を見合わせ。

「にゃあっ！」「はい。ありがとうございます、にいさま♪」

　嬉しそうに返事をしてくれた。──こういう顔を見れるなら、少しくらいの苦労なんて何でもない。そう、心から思った。

「んじゃ、いい加減起きるから、先に行っててくれ」





　食事の席で澪の様子を見て、食後に話をできれば、なんて考えていたんだが……。

　朝食の席に、澪は顔を出さなかった。悠菜さんが言うには『お風呂が長引いている』という事だったが、それだけではないのは確実で。

　──まぁ、なるようになるか。

　食後。しばらくしても澪は顔を見せなかったので、食器洗いを手伝わせてもらい、時間を潰つぶしてから少し外を歩く事にした。

　……というのも。顔こそ見せないものの、たまにどこからか視線を感じるわけで。

　──多分、俺だけにならないと出にくいんじゃないかな？

　そう思い、歩きだす方向は里の中心部ではなく、族長の家の裏手。見晴らしの良い場所を求め、目に付いた高台を目指した。──あそこなら、もう一つの目的も果たせる。



　そうして辿たどりついた高台は思った以上に見晴らしが良く、里を一望できた。

　そして何より、風が気持ちいい。秋の心ここ地ちよい日差しとそよ風、遠くから聞こえる里に住む者達たちの声。東京生まれの東京育ちな俺でも、郷きよう愁しゆうという言葉が思おもい浮うかぶ。

「それにしても……この里、何ど処こなんだろうな？　鳥居が運んでくれた異界って話だったけど、どうみても日本だし。──まぁ、こんなに気持ちいい場所なんだから、どこでもいいか。……な、澪？」

　里を見下ろしたまま言うと、背後ではっきりとした足音が。

「……ん。悟、気付いてたの……？」

「いや？　まぁ、なんとなく付いて来てるんじゃないかな、とは思ってた。他に人が居ないから、外しても恥ずかしくないしな」

　言って笑いかけると、澪も苦にが笑わらいを浮かべる。そして──その口が開く前に。

「なあ澪？　ありがとうな」

「──え……？」

　澪が、唖然とした顔をする。──まぁ、それも当然。だって澪が言おうとした言葉は、間違いなく『ごめんなさい』。

　それを言う前に、先に真逆の事を言われれば、誰だって唖然とする。

「え、えっと……なんで──？」

「謝られる様な事、されてないからな俺。まぁ、とんでもない自爆だったな？」

「……あぅ」

　頬を真っ赤に染めて俯うつむく澪。そんな澪に近づき、髪かみを撫でながら。

「──でもな？　気持ちは嬉しかった。だから『ありがとう』。な？」

　とまぁ、これが散々悩なやんだ答え。



　俺は、悪い事はしていない。だから『ごめんなさい』は言わない。

　澪に、悪い事をされてない。だから『ごめんなさい』は言わせない。



　──とはいえ。澪の事だから……。

「……ん。でもね悟。──私、疑っちゃったから。それだけは、ごめん……ね？」

「はい、了解っと。──じゃ、これで仲直りな」

「ん♪　……けんか、してなかったけどね？」

　言って、手を繋つなぎながら笑いあう。──『どっちが譲ゆずる』ではなく。お互たがいが手を差さし伸のべられたら。……これからも、そうありたいと思った。



「ところで澪。朝食、ちゃんと食べたか？」

「……え？　──あ」

　言われて思い出したせいか、ちょうど良いタイミングで『くぅ～～』という可愛らしい音が聞こえてきた。

「……あぅ」

「だと思ったよ。──はいよ」

　頬を染めて俯く澪へ、用意しておいた物を渡す。

「……あ、おにぎり……」

「そ。皿洗い手伝ったついでに、少しご飯もらって作った。小さいけど、もうすぐ昼だし、丁度いいだろ」

　俺は自分の分も取り出し、里を見下ろせる位置に腰こしを下ろす。

「ん。ありがと、悟♪　──隣、座すわるね」

　ちょこんと座り、おにぎりを食べ始める澪。が、途と中ちゆうでフと思い出した様に訊いてくる。

「それで……悟。ここに、何をしに来たの？」

　ここに来た一番の目的は、澪と話しやすい場所を求めて。だけどそれだけではなく。

　俺は改めて里を見下ろし、目的の場所を探す。──見えた。

「まぁ、いくつか理由はあったんだけど……ほら、あそこ見てみな？」

「……？　──あ。真白？」



　天てん狐この里の最さい奥おうにある神社。その一角にある舞ぶ台たいに、動く三つの影かげが。

　一つは、白はく髪はつのウェーブヘアの小こ柄がらな人ひと影かげ。見慣れた真白の姿。だけどその服装は、ワンピースと言うよりは貫かん頭とう衣いと言った方が良い、簡素な物。おそらく練習用の動きやすい服という事で、先方が用意してくれていたのだろう。

　もう一つは、見慣れたキーヤの姿。どうやら自主的に護衛をしてくれているらしい。

　──そういえば先月の旅行以来、真白とキーヤのカップル疑ぎ惑わく（？）が浮ふ上じようしているのだが、実際はどうなんだろう？

　そして最後。ストレートの長い白髪で、真白より少し背が高い様に見える女の子。松まつ葉ば杖づえを突いているその子が、本来の舞手を務めるはずだった子か。



　真白は朝食後すぐに出かけたため、もう練習は始まっているかと思っていたが、丁度今から始まるところの様だ。

「──あれ？　いきなり、踊り始めるの？」

「まぁ、時間が無いからかもな。でも真白が出かけた時間から考えると……少し座学を受けたんじゃないかな？」

　……だが流石さすがの真白も、いきなり踊れるわけがなく。動き出すとすぐに注意を受け、またやり直し、それを何度も繰くり返かえしていた。

「……ね？　近くで応援してあげればいいのに」

「そうしたかったんだけどな……。真白が『今日は見に来ないでください』って。多分、こうなるって予想していたからだろうな」

　見ている先で、またやり直しをさせられていた。……かなり苦戦している様だ。

「……ん。真白、ちょっと強がりだから、ね」

「そうなんだよな……。意外に無茶するし」

「ん。真白、ね？　イブ達の『良いお姉ちゃん』でいたいって、思ってるみたい」

　──なるほど、ね。

　Ｓっ気があって、要領がいいし頭も良い。だから単に天てん才さい肌はだだと考えていたのだが……。この光景を見ると、どうもそれだけではないと感じる。

　──結構、頑張り屋なんだな『お姉ちゃん』？

　無意識に浮かんだ苦笑いは、素す直なおな様で素直じゃない真白へのものか。それとも、今まで気付かなかった自分へのものか。

　──ならば……。『あれ』も、やっぱりそうなのか？　酔った時のセリフもあるし。

「……あれ？　ね、悟。あの子──？」

「ん？　あ──」

　澪が示す場所を見ると……。おそらく真白達からは死角になる場所に、もう一つ。見慣れない姿の影が、真白達を見守っていた。





　のんびりとした時間を過ごした俺と澪だったが、見守っていた真白の練習が休きゆう憩けいに入った様なので、俺達も戻ろうという事になった。

　一いつ緒しよに高台から降りて来ると──見慣れた少女が、辺りを見回しながら歩いていた。

「あれ？　何やってんだ聖き宵よい？」

「ぅにゃ？　にゃあっ！」

　俺の声に反応し、すぐさま振り向き、そして跳ちよう躍やく。

「にゃあ！　お兄ちゃん捜さがしてたんだよぅ♪」

　飛びついてきた聖宵を受け止め、頭を撫でると、気持ち良さそうに目を細める。

「どうしたんだ、聖宵？　俺を捜してた、って」

「えと……ボクの検査終わったから、おじいちゃんが呼んできて欲ほしいって」

「……ん？　検査、もう終わったの？」

「うん、すぐ終わったよ！　あ。あとお姉ちゃんも、念のために来てって」

「……ん、わかった。ありがと、聖宵」

「にゃ？　……ぅにゃあ♪」

　澪にも撫でられ、再び気持ち良さそうにする聖宵。──うん。いつも通りの仲良し姉妹。



「本当に、仲の良いご家族ですね♪」



　聞き慣れない声に振り向くと、そこにはキーヤと、白髪の少女が二人。

　一人は、ニコニコと微笑ほほえむ、見慣れたワンピースに着替えた真白。

　もう一人が、多分、さっきの声の主。歳としは真白以上で澪以下。多分、中学生くらいか。長い白髪のストレートで、里の人達と同じような簡素な和服を着ており──手には松葉杖。

「えっと……君が、真白の先生役の？」

「はい。お初にお目にかかります。風ふう華かと申します」

　淑しとやかに一礼する風華ちゃん。この子もお嬢じよう様さまっぽい雰ふん囲い気きだが、真白とは違ちがい純和風な空気を纏まとっている。髪が黒だったら、大和やまと撫子なでしこという表現が一番合ったかもしれない。

「怪け我がをしているなら、キツネの姿になって真白に運んでもらえば良かったんじゃ？」

「ええ、それも考えたのですが……。この杖つえをどうしようかという事になりまして」

「ああ、なるほど」

「それで──水みな上かみ 悟様と、澪様、ですよね……？」

「あ、っと。こっちの自己紹しよう介かいしてなかったか。じゃあ──」



　と。簡単な自己紹介合戦が終わると、族長の家に向かいながら雑談に花が咲さいた。

「……じゃあ、午後からまた練習……？」

















「はい。こう見えて風華さん、結構キビしくて……」

「ふふふ。お任せする以上、妥だ協きようをするつもりはありません。それが礼れい儀ぎだと思いますから。ですが……とても筋が良いです。怪我を治したら私も励はげみませんと、来年は皆みな様さまにガッカリされてしまいそうです」

「キーヤは近くで見てたんだよな？　どうだった？」

「──ばう？　わんっ♪」

　──ふむ。『楽しみにしている』とか、そんなところか。

「にいさまはどこで見てらしたんですか？」

「ああ、あそこの高台から──」

　言ってから気が付く。……ハメられた。

「にいさま……？　今日は見に来ないでくださいって、言いましたよね……？」

　……この底冷えする笑え顔がおって、絶対に女性特有の物だと思う。──下手な恫どう喝かつより怖こわい。

「そ、そうだ！　境けい内だいにもう一人──というかもう一匹ぴき見学者が居たけど、あの子は？」

　誤ご魔ま化かすのも兼かねて、高台から見えたキツネ、それも多分子ギツネについて訊いてみる。あの神社は、祭りまで関係者以外立ち入り禁止になっていたはず。その中に居たという事は、何らかの関係者だと思ったのだが……。

「……はい？　見学者ですか？　わたしは気が付きませんでしたが……風華さん？」

「いえ、私も聞いていません。どなたでしょう……？」

　どっちも知らないらしい。遠目からだが、ただの通りすがりにしては、熱心に見ていた様に見えたんだが……？

ヴヴヴヴ　ヴヴヴヴ……

　と。その時、携けい帯たいのバイブレーション。メールの着信の様だ。

「──ん？　細さざ音ねから？　添てん付ぷファイル付きで……」



　タイトル『ＩＮ・清水』

　本文、無し。

　添付ファイル。木製の手すりを飛とび越こえ、大空へダイブしている黒くろ木きの画像。



「……すまん。先に行っててくれないか？」

　電話をかけながら言う。澪は残ったが、他の面々が進むのを見送りながら応答を待つ。

『やっほー、悟兄！　画像見た？』

「……どうしてこうなった？　合成だよな？」

『うん！　司つかさ兄が持ち込んだノートパソコンで作ったんだよ～。いやー、何だかんだでノリノリで協力してくれたよ～♪』

　──ツッコミ所はある。だけど楽しそうという事は、上う手まくやってくれている様だ。

「……順調そうで何より。少し安心した」

『へ、安心？　ああ、そういう事。司兄、予想以上にちゃんとやってくれてるよ♪　あ、そだ。澪そこに居る？』

「ん？　居るぞ。──はいよ、澪」

「──ん。もしもし、細音？」

『あ、澪～？　昨日はちゃんと、寝ねかせてもらえた？』

「……え？　えっと──」

　……一体、何を訊いてるのかと。澪も驚おどろいた様だが、すぐに相応ふさわしい表現を──



「……ん。『朝チュン』だった」



　──見つけられてなかった。

『…………え？』

「ちょっ！　何を言ってる澪!?」

「え？『朝チュン』って、酔っぱらって昨夜の記憶が無い朝の事……だよね？」

　……惜おしい。むしろその『記憶の無い時間』『朝までの間』を想像させる表現です。

「……そんなわけだ、細音」

『あー……うん。いつもの紛まぎらわしい水上家って事だね？』

　再び電話を代わって話すと、若じやつ干かんイヤな納得をしてくれた細音。……反論できないのが少し悔くやしい。

「っと、そうだ。明後日こっちで祭りがあるんだが、黒木と来ないか？　自由行動の日だったろ、確か。」

『あ、行きたい！　じゃあ、司兄にも声をかけておくよ～』

「ＯＫ。んじゃ、詳くわしい時間や待ち合わせとかは、後で連れん絡らくする。じゃあな」

　通話を終え、携帯をポケットに。

　──使ってから気が付いたが……『異界』って話なのに、なんで携帯通じるんだ？

　なぜか電気と水道も通っているし。……あとで少し訊いてみようと思う。

「よしっと。じゃ、行こうか？」

「ん。──あれ？　悟、あの子……」

　歩きだそうと前を向いてすぐ、澪が何かに気が付いて指し示す。

　そこに居たのは、子ギツネ。久遠よりは大きいが、大人には遠い……多分、人の姿になれば、風華ちゃんと同じくらいじゃないだろうか？

「って、あの子。もしかして練習見てた子じゃ……？」

　今もその子が見ているのは、風華ちゃんや真白が入ったはずの、族長の家。

　俺と澪は視線を交かわし合い、揃そろって静かに子ギツネに近づく。そして──



「「 ウチの子か風華ちゃんに用事？ 」」



「キャウンッ!?」

　驚いて飛びあがり、わたわたと慌あわてだすキツネ。──なんというか……こういう反応が、普通の動物との違いだよな、やっぱり。

「あー、悪かった。落ち着け。バレたくないなら、ヒト呼んだりしないからさ、な？」

「……きゃう？」

「……ん。ただ、何してるのか訊きたかっただけ。……神楽かぐらの練習も、見てたよね？」

「くぅん……」

　迷子の子犬の様に、縮こまって元気の無い声を出す子ギツネ。

　それはともかく。どうやら澪は、キツネの言葉も分かるらしい。

　これで会話が──、と考えた所で、フと思いつく。

「悪いんだけど、人の姿になってくれないか？　俺はキツネの言葉が分からなくて」

　人の姿になってもらえれば、会話がスムーズに──と、思ったのだが。

「…………きゅぅん」

　どうやら失言だったらしい。さらに縮こまり、か細い声と共に瞳を潤ませる。

「えっと……この子、変身できないみたい、だよ？」

　──なるほど。少し複雑なのかもしれない。

「……うん。ちょっとお話し聞かせてくれないか？　──澪、通訳頼む」

「ん♪　わかってる」

　澪が向けてきた楽しそうな笑えみが、なぜか少し照れくさかった。



　そして。訊き出した話を要約すると、この子は風華ちゃんの幼おさな馴な染じみ。

　人に変身出来ず、ときどき風華ちゃんに練習を見て貰もらっていたらしいのだが……。あるとき少し自や棄けを起こしてしまい、励ます風華ちゃんを突き飛ばしてしまったらしい。



「ああ、なるほど……。風華ちゃんの怪け我が、その時のなんだな？」

「きゅぅん……」

「……ん、っと。それで、謝ったの……？」

「……くぅ、きゃぅ……」

　ここは、澪に通訳を頼むまでもない。──謝るタイミングを掴つかめない。もしくは、素直になれない。そのどっちかだろうし……多分、どっちでも理由は同じだろう。

「──ふむ。じゃあ質問、というか確認かな。──風華ちゃんが相手じゃなかったら、多分こうはならなかったよな？」

「きゃん!?　………………（こくん）」

　悲鳴の様な声を出してから──ほんの微かすかに頷うなずく。

　当人にとっては重大な問題なんだろうが……なんだか、すごく微笑ましかった。

「まあ……、男の子だな、お前」

「…………ッ！」

　苦笑いと共に言った俺から、慌てて顔を逸らす子ギツネ。

　──うん。わかりやすいくらいに男の子だ。

「──え、っと……？」

　澪は、どうやら分かっていない様子。……まぁ無理も無いかな、とも思う。

　──理由はわかったとして……さて、どうするかな、っと。

　謝りたいとは思っているらしい。だけど……今のままでは、少し酷こくかもしれない。

　と。ここまで考えて、放っておくという選択肢が無くなっている自分に気が付く。そんな自分に、かるく自じ嘲ちよう的てきな苦笑いを浮かべていると──フと、視線に気が付く。

「……♪」

「…………、コホン」

　こちらを見る澪の優やさしげな瞳が、『ん♪　私も付き合うよ』と語っていて。

　頬が熱くなったのを自覚し、誤魔化すために咳せき払ばらいを一つ。

「──うん。ならば変身できるようになって、人の姿で謝りに行こうか」

「きゃうっ!?」

　予想外の言葉に、驚きの声を上げる子ギツネ。

　この子が素直になれない理由も自や棄けになった理由も、一種の劣れつ等とう感かんが原因。ならばその元が無くなれば問題は無くなる。……逆にいえば。その問題が無くならない限り、完全な解決にはならないという事でもあるのだが。

「（ね、悟……？　変身なんて、教えられるの……？）」

　澪が少し心配そうな顔で、耳打ちしてくる。

「（久遠がイブ達に教えてるの、少しは見てたから。……それに、後で久遠か永なが久ひさ様にお願いするつもり。だけど……ちょっと、気になる事もあるから、さ）」

「（ ？ ）」

　後で久遠なり永久様なりにバトンタッチするにしても、『もしかしたら』と思っている所があった。

　──多分、中学生くらいで……女の子に良いトコ見せようとしてるなら、多分……。

「な？　変身にはイメージが大事らしいんだが……どんな姿を想像してる？」

「くぅん……？　きゃぅ──」

　怪け訝げんそうな顔をしてから、少し考え。

「……きゃう！　きゃん、きゃぅ……きゃん！　きゅう──」

「……背が高くて、強そうで……でも細身で、やっぱり足は長くて──」

　子ギツネに合わせて同時通訳してくれる澪。だが。

「……ああー、ストップ、ストップ！」

　あまりにも予想通りだったため、軽く頭痛に近い感覚を覚えながら、二人を止める。



　──初期症しよう状じようみたいだが……キツネも罹かかるんですね、『厨ちゆう二に病びよう』。



　多分、妄もう想そうに近い理想のせいで、『正しい想像』が出来ていないのだろう。

　そして……多分これは、風華ちゃんには言っていないはず。

　──恰好つけたい相手に『成りたくても成れない理想の姿』、教えたくないよな？

「まず、その想像は全部捨てよう。……マンガかアニメのキャラを元にしただろ？」

「きゃぅッ!?　くぅん……」

　……図星か。ならば、意外と早く片付くか？

　この子、根は単純と言ってしまえるくらい素直なのだろう。

　あまりにも典型的で、そこら辺は正しく通過済みの俺には、手に取る様に分かる。

　だから俺は、子ギツネの頭に手を置き、少し提案を。

「じゃあ、ちょっと考え方を変えてみよう。……風華ちゃんの隣となりに立つなら、どんな男の子ならいいと思う？」

「──ッ！　…………」

　基準を『自分』ではなく、自分が『横に立ちたいと想う相手』に置いて、考えさせる。

　……ハマってくれたのか、真しん剣けんに考えている様子の子ギツネ。それに合わせ、俺も目を閉じて、少し想像してみる。──この子の、人になった姿を。



　多分、綾あや人とより少しヤンチャな感じ。……でも、そんなキツい感じじゃなくて。

　背は……風華ちゃんと同じくらい──かな？

　このままの髪の色で、きっと声は──



　そんな風に想像を重ね、頭に作り上げた映像と、この子の性格を合わせると。

　──うん。こんな子となら、お似合いなんじゃないかな？

　自然と、そう思った。

「あ……っ！」

　変化に、最初に気が付いたのは澪。

　そして、俺にも異変は伝わる。──頭に置いた手が、押おし上あげられる。

　だけど……なぜか驚きは無く。浮かぶのは、『喜び』と『祝福』。

　そして確信と共に目を開けると──そこに居たのは、俺の想像に近い姿の男の子。

「……できたじゃないか。おめでとう……！」

「……え？　あ、あれ？　────あ」

　自覚、出来てないらしい。そんな男の子に近づく澪。手には──鏡。

「……はい。おめでと♪」

「……………………」

　子ギツネだった男の子は、鏡を見ながら頬をペチペチと叩たたき。……自分の身体を見回し。ミミとシッポが無いのを確認してから──

「あ、ありがとう、兄ちゃん、姉ちゃん!!」

　泣きだしそうな程ほどの満面の笑みで、お礼を言ってきた。

「ああ。──これで風華ちゃんに謝れるだろ。今、言いに行くか？」

「……ううん、今は止めとくよ。少し練習して、自分の力だけで変身できる様になってから、ちゃんと謝る。──あ、でも今日中に言う!!」

「……ん♪　頑がん張ばってね？」

「うん……！　本当にありがとう、兄ちゃん、姉ちゃん!!　じゃあね!!」

　言って、手を振ふりながら走って行こうとする。

「おい、その姿にまだ慣れてないだろ！　いきなり走ると──」

「うわぁっ!?　……え、えへへ。じゃ、じゃあまたね!!」

　転びかけ、照れ笑いを浮かべ。大きく手を振りながら、今度こそ走り去って行った。

「……ね、悟？　よく、あの子の事分かったね？」

「んー、まあな。……ハイ・スペックな子に惚ほれちゃった男なら、程度の差はあっても似た様な事考えるんだよ」

「……ん、そうなんだ……？」

　……頭、性格、外見、スタイル。一通り高レベルな元天使の従妹いとこ様さまは、イマイチ何を言っているか、理解していないご様子でした。



「──悟殿」



　突然、背後から声。振り向いた先には、いつの間にか永なが久ひさ様さまが。

「──先ほどの変化の手伝い。ご自分が何をしたか、自覚はおありか……？」

　真面目まじめな顔で訊いてくる、永久様。──俺、何かマズイ事したか……？





　場所は、族長宅の居間に移り。

「散歩も兼ねて迎むかえに行ってみれば……。面おも白しろいものを見られたわい」

　この場に集まっているのは、水上家一同とキーヤ、永久様。

　悠菜さんは昼食の支度をしていて、風華ちゃんは俺おれ達たちと入れ違いで帰った。

　──よかった。あの子の事、まだ聞かれたくなかったしな。

「まずは、調べた結果から言うかの。……結論から言えば、その術、というより宝具だけで変身する事は不可能じゃ」

「「「「「 …………え？ 」」」」」

　キーヤと久遠を除く、全員の声が重なる。

「確かに、変身の術にはなっておるんじゃが。例えるなら……そうじゃの、意思を受け取る受信機、と言うのかのぅ？　そういう部分が無いのじゃ」

「……にゃ？　でも、ちゃんと変身出来てるよ？」

　聖宵が言うが……それは『イブ』が『聖宵』の姿で居る時点で、言うまでもない。

「うむ。一度必要な情報が入力された事で、宝具がそれを記憶しておる。この状態でなら、確かに願うだけで発動するのぅ」

　つまり、今発動している事に疑問は無い。ならば不思議なのは──

「……ん。なら、最初の一回は、どうして……？」

「うむ、それじゃ。婿むこ殿どのと真白は、熾し天てん使し殿どのの手助けを受けたのじゃったな？」

「はい」「……うん」

「じゃからの……聖宵。お主が変身できた理由が、分からなかったのじゃよ」

「うにゃ!?」

　確かに。あの時は白しら川かわさん達も帰った後だったし……ん？

　──『分からなかった』って事は、今は分かったって事だな？　この話の流れだと──

「まさか……、俺が原因、なんて言いませんよね……？」

「うむ。その可能性が高い」

　アッサリと答える永久様。同時に──全員の視線が、俺に集まる。

「という事は──俺も、何か人外的な……？」



「いや、悟殿は完全に『ただの人間』じゃ」



　──この言葉に、安あん堵どと同時にガッカリしたのは……俺の中にもまだ中学二年生の心が残っていたからだろう。

「……えっと……？　でも、悟が原因、なんだよね？」

「うむ。悟殿だけでは何も出来ないのじゃが……無意識なのかの？　他人の力の仲ちゆう介かい役やく、もしくは調整、といった事をしてしまうようじゃな」

「では……不足した機能を、にいさまが補った、という事でしょうか？」

「ワシも、そんな力は見たことが無かったがの。先ほど、悟殿はただ想像しただけかもしれぬが──、あの子の術が整えられていく様、良く見られたわい」

　言われても、自覚は一いつ切さい無い。──ただ、『こうあって欲しい』と、思っただけ。

「で、ですが！　イブが初めて聖宵になったとき、俺は触れていませんでした。本当に人になるなんて思ってもいなかったので、先ほどの様な具体的な想像は──」

「──さっき聖宵に聞いたんじゃが。その宝具、付けたのは悟殿だそうじゃの？」

　記憶を掘ほり返す。……確かに。澪がヴィスとリッドに。俺は手こずりながら、イブに。

「そして……その時じゃなくても、良いのかもしれぬか。付ける前に、人になったらどうなるか、考えなかったかの？」

「そういえば悟……、あの日の朝、『人間に換かん算さんすると何なん歳さいくらいかな』って話、しなかったっけ？　そのとき……」

　……考えた、かもしれない。

　そしてその後、真剣に『願いの欠片かけら』を見つめるイブを見て……。

　──『この子は何を願うんだろう』って考えて。同時に……叶かなうといいな、と、思ったかも……？

「天界の宝具を調べる事は出来ん。だからあくまで推測に過ぎんのじゃが──。その宝具は『力を供給する者』が居て。使用者の『願い』が術を作り。最後に『願われる』事で、初めて効果が出る物ではないかのぅ……」

　力の源は──澪。そしてイブが願い……その願いが叶うといいなと、俺も願った。

「……じゃあ、コレの使用条件の『天界由来の力を受けている者』って……？」

「よくよく考えてみると……不自然に広いですね。サイズは人間用ではないのに」

　澪の独り言の様な問いに、真白が応こたえる。

　──確かに。明らかに人間用で無いのなら、『聖せい獣じゆう』とか『力を受けている獣けもの』等など、もう少し範はん囲いの狭せまい条件でもおかしくなかったはず。

「ふむ。合っておるなら、『聖獣』だけでは正しく使用できないから、じゃろうな」

「それなら……『願いの欠片』って名前の意味は……」

　綾人が言う。──言われてみれば、この宝石の名前自体がヒントでもあった。



　──天の力の下で。願い。願われ。そして……それを叶える最後の『欠片』、か。



「じゃがの？　なぜ悟殿どのにそんな力があるかは、ワシにはわからん。しかも……都合よく澪殿の近くにとなると、最も早はや偶ぐう然ぜんではなかろうが……」

「……あとはガブリエル様に相談してみます。俺自身に何かある事が確定した以上、調べ方も変わるでしょう。──きっと、大きな進展です。ありがとうございました」

「ん……ありがとうございました」「ありがとうございました♪」

「わふわふ♪」

「ありがとう、ございました。──くーちゃんも、連れて来てくれてありがとうね？」

「あやと……。うん♪」

　俺の言葉に続き、澪と真白もお礼を言う。キーヤも祝福してくれている様子。

　綾人は久遠にもお礼を言い……そのまま二人の世界を構築。──こいつらは。

「ふぉっふぉっふぉ、お役に立てて何よりじゃ！　……む？　どうした聖宵よ？」

　永久様の訝いぶかしむ声。……言われてみれば、聖宵だけ言葉を発していない。

「ねぇ、おじいちゃん。……もしかして、もしかしてなんだけど。ボクの──」

　そして……真剣な顔で。永久様に訴えるように、問とい詰つめる様に──



「ボクのおムネ、変身でおっきく出来ない理由って……？」



「「「「「 …………………… 」」」」」

　全員が言葉を詰まらせ……それぞれ別方向に視線を逸らす。そしておそらく、ほとんどの者が、その理由に見当を付けているのだろう。

「──宝具自体には聖宵の描えがく想像を受信する機能は無い。だからどうしても、意志を宝具へ仲ちゆう介かいする悟殿のイメージが影えい響きようを与あたえるのじゃろう。……つまりその理由は──」

　言葉を切り、気まずそうに俺を見る永久様。……自然、全員の視線が俺に集まる。



「……悟殿が、胸の大きい聖宵を想像できないから、じゃな」



「うにゃああああああああああぁっ!?」

　絶望的な声を上げ、思い切り泣きだす聖宵。──悪いとは思う。だけど……なぁ？

「あ、あー……すまん、聖宵。で、でもほら！　この前パットとはいえ、大きくなった聖宵を見たから！　それに自分の役割も自覚できたから、今度はきっと上手く想像できる！ と、思う。……多分、きっと」

　──すみません聖宵さん。……実は、すごく自信無いです。

「にゃぁ……。ほんと……？」

「ほ、本当、本当！（……自信無い事も込みで）」

「じゃあ……お家うちに帰ったら、ボクのおムネ、大きくするの手伝ってくれる……？」

「わ、わかった！」

「にゃぁ♪　よろしくね、お兄ちゃんっ！」

　やっと、笑顔が戻った聖宵。──どうでもいいけど今の会話って……。傍はたから聞いたら、ある種の犯罪宣言じゃなかろうか……？



「はい、オチも付いたところで。お昼ご飯が出来ました♪」

「うにゃあ!?」

　オチ扱あつかいされた聖宵が、ショックを受けた様な声を出す。

　悠菜さんが運んできたのは、さすがはキツネの里と言ったところか、きつねうどん。

「うむ、区切りもよいし、食事にするかの。……そうじゃ。今いま更さらかもしれぬが、猫ねこ舌じたは大だい丈じよう夫ぶなのかの？」

「にゃ、大丈夫だよ～♪」「うん、大丈夫……」

「……ええ、この姿のわたし達は大丈夫なのですが……」

　真白だけは言葉を濁にごし、背後に視線を送る。

「…………わぅ」

　その視線の先に居たキーヤが、気まずそうに顔を逸らす。

　……というわけで。犬で、幽ゆう霊れいで。基本は何でも食べれるのに、実は猫舌なキーヤ君。

「……意外でした。少し冷ました方がいいですか、キーヤさん？」

「わぅ、ばう」

　首を振り、『大丈夫』と言っているらしいキーヤ。──良く見ると、風も無いのにツユが波立っている。

「能力で冷ましている……のですか？　久遠から聞いてはいましたが、便利ですね……」

　……超ちよう能のう力りよくのもの凄い無む駄だ遣づかいな気もするが。

「ふぉっふぉっふぉ！　問題も解決したし、伸びない内に頂くとするかの」

「そうですね。では、いただきます」

「「「「「 いただきます 」」」」」

　俺の後に皆みんなが続いて言い、食事が始まった。

「お揚あげも替かえ玉だまも、一人一回おかわりできます。ご遠えん慮りよなさらずどうぞ♪」

「うんっ。お揚げ、あとで貰うね」

「くーちゃん、僕ぼくのおかわり分のお揚げ、食べる？」

「うんっ！　ありがと、あやと♪」

　相変わらず仲が良い二人。だけど……なぜか綾人の方が遠慮というか、気を遣つかい過ぎてる様に感じてしまう。──なぜだろう。そう考えて、一つ思い至る。

「……なぁ綾人、久遠。ちょっとお互いの呼び方、変えてみないか？」

「 ？ 」「……え？　にいさん、なんで？」

　突とつ然ぜん言われて、キョトンとする二人。

「いや、『くーちゃん』『あやと』だと、なんだか妙みように歳の差カップルっぽく感じてな。少し他のを試ためしてくれないかな、と」

「さすが悟殿。面白そうですね♪　久遠、やってみてくれないかしら？」

「うん、いいけど……何て呼べば？」

「では、こういうのはどうでしょうか？」

　やっぱりと言うか。こういう時に頭が回るのは真白。楽しそうに告げた言葉は。

「綾人君は、久遠ちゃんを呼び捨て。久遠ちゃんは『さん』付けでお願いします♪」

「「 ……え？ 」」

　真白が提案したのは、ごく普ふ通つうの、ありふれた呼び方。だけど──

　──なんだ……？　すごく面白そうな気が……？

　どうやらその感覚は、俺だけではない様で。

　議論の必要すら無く、暗あん黙もくの内に可決。皆が固唾かたずをのんで見守る。

　そして──逃にげられないと理解した二人。すでに顔を紅くして向き合い……。

「え、えっと……。く、久遠……？」

「う、うん……。……なぁに？　あやと、さん……」

　……顔を紅くして俯く。そして──上目遣いで相手を窺うかがう。だが、視線が重なり。

「「 ッ────!! 」」

　揃って、更さらに顔を紅くして俯く。──確かめるまでもなく、効果は絶大だったらしい。

「さすがは真白さん。……実に良い仕事ですね」

「ありがとうございます、悠菜さん♪」

「……うむ、予想以上じゃな。──この際じゃ。澪殿どの達たちもやってみては？」

　──え？　話が……妙な方向に飛び火した……!?

「……ん？　いいけど……何て？」

　アッサリと許可してしまう澪。その場合の相手は多分、俺になるわけで。

「あ。ねえさまのは、考えるまでもありません。そうですね……お揚げを一切れ差し出しながら、『あなた』でお願いします♪」

「…………え？」

　澪の表情が固まり……見る見る紅くなる。

　──それにしても真白さん。とても楽しそうですね？

　辺りの様子を見る。……さっきと同じく全員が注目。──逃げられない。

　澪も観念したのだろうか。箸はしでお揚げを一口分だけ切り、それを挟はさんで──って待て。



「……え、っと……。あ、『あーん』……して？　あ……あなた……」



　お揚げの切きれ端はしを差し出し、頬を染めた状態での上目遣い。……逃のがれられるはずが無い。

「……わ、わかった。じゃあ……」

　差し出されていたお揚げを口に。咀そ嚼しやくするが……正直、味はわからない。

「えーっと……ありがとうな、澪」

「……ん。どういたしまして……あなた」

　言って、これ以上無いほど顔を紅くして、俯く澪。

　──ヤバイ。これ、想像以上に照れくさい……！

　多分さらりと言われればなんでもないんだろうが……恥はじらいたっぷりで言われると、それが伝でん染せんする気がする。きっと、綾人と久遠の場合は相乗効果もあったのだろう。

「では。次は聖宵ちゃん、行ってみましょうか♪」

「にゃ、にゃあ!?　ボクも……？」

　──本当に楽しそうですね真白さん!?

　ギクリ、といった顔をする聖宵。今までの実績により、他の面々は既すでに期待の眼まな差ざしを向けている。──この時点で、最も早はや逃れる道は無い。

「では聖宵ちゃん？『悟さん』でお願いします♪」

「う、うにゃ!?」

　聖宵が、聞いただけで紅くなる。またも『当たり』らしい。更に何か耳打ちする真白。

　──だけど……これ、何を基準に選んでるんだ？

　例えば久遠や聖宵が『あなた』と言わされても、なぜか照れそうな気がしない。逆に、澪が『悟さん』も大丈夫そうだ。

　……思い返してみると、何な故ぜか『これしか無い』というものが選ばれている。──迷いなく選んでいる以上、何か共通点があるはずなんだが……。

















「にゃ、にゃぁ……」

「……ん？」

　考え事をしている間に、聖宵の方の覚かく悟ごが完かん了りようしたらしい。聖宵は、俺の腕うでを掴みながら、紅い顔で見つめてきて──



「──ボクを、よろしくお願いします……悟、さん。……うにゃぁっ！」



　羞しゆう恥ちに耐たえようとしたらしいが、最後で爆ばく発はつ。俺の方に倒たおれ込んでくる。

　腕にしがみ付く形でグッタリしている聖宵を見ると……なんだか耳まで紅い。

「あー……。その、うん。お疲つかれさん、聖宵」

「──にゃ。……ぅにゃあ」

　言いながら頭を撫でてやると、更に強くしがみ付く聖宵。……どうやら、紅い顔を隠かくしているらしい。

「ふふ♪　良かったですね、聖宵ちゃん？」

　そんな聖宵を見て天使の様な笑顔を見せる、小こ悪あく魔まな白ネコ少女。

「う……うにゃあっ！　こ、今度は真白の番だよっ!!」

　さすがの聖宵も、やられっぱなしは面白くないらしい。反はん撃げきを試みる。……だが。

「わたしですか？　いいですけど、何と呼べば？」

「にゃ……？　うにゃあ……!?」

　堂々としている真白に、考えが無かったらしく、俺に助けを求めてくる聖宵。

　──真白が恥ずかしがる呼び方……？

　というか、この子が取り乱している姿自体が、あまり想像できない。澪に助けを求めようと思ったが……どうやらまだダメージが残っているらしい。紅い頬のまま、黙だまってうどんを啜すすっている。

「あらあら。では……私がセリフ込みで提案してよろしいでしょうか？」

「はい？　……ええ、大丈夫です」

　口を開いたのは悠菜さん。気のせいか、応えた真白が少し動どう揺ようした様な……？



「では──、『おにいちゃん大好き』で、お願いしますね♪」



「ッ!?　……わかりました」

　真白が動揺した……？　その証しよう拠こに『わかりました』と言いながらも、なかなか行動に移せていない真白。

「……こういうのは、一気にイッてしまった方が楽だと思いますよ、真白さん？」

「──そう、ですね。…………わかりました」

　覚悟を決めた真白は、俺の近くまで歩み寄り──だけど心細そうに、俺の服を摘つまみ。

「……行きます。え、えと…………おにいちゃん大好き♪　……………………ぅぁ」

　気き丈じように振ふる舞まおうとしたらしいが……やはり耐えられなかったらしい。頬を染めた真白は、最後に可愛かわいらしい恥じらいの声をもらし、俯いて動かなくなった。

「あー……、今みたいな真白も、可愛かったと思うぞ？　うん」

「────ッ!?　あ、ありがとうございます、にいさま……。さ、さてと！　早く食べてしまわないと、うどんが伸びてしまいますよ！」

　更に──耳まで紅くした真白が、動揺を隠すため、食事に意識を向けさせようとする。

　……だけど。

「すまぬがのぅ、真白や。……お主以外、全員食べ終わっておるのじゃ」

「あ、あら……？」

　実は。ダメージを受けた者は、気を逸らすためか食事に専念。黙もく々もくとうどんを啜り──、マイペースに食べていた永久様、悠菜さん、キーヤも食べ終わり。

　そして、元から食べるのが早い俺も終わり──真白だけが残った。

　結果。頬を染めた真白が、視線を浴びながら肩かた身みを狭くして食べるという、珍しい光景が展開される事になった。





　……と。いろんな意味でお腹なかいっぱいになった昼食も終わり。

「さっきのアレ、どういう事だったんですか？」

「タネを明かすと、簡単なんですけどね。それにしても、皆さん可愛らしいですね♪」

　思い出したのか、楽しそうにクスクスと笑う悠菜さん。



　食後、俺はさっきの事を訊きたかったため、食器洗いの手伝いを志願。そうして、悠菜さんに話を聞いている所。

「例えば、です。悟殿が中学生くらいで、将来はプロ野球選手になりたいと、本気で思っていたとします」

　……突とつ拍ぴよう子しも無い例え話が始まった。だが、言われた通りの想像をしてみる。

「──憧あこがれている選手から、突然『水上選手！』と呼ばれたら、どう思います？」

「ありえない状じよう況きようですが……そうですね、とりあえず戸と惑まどいます。慌てに慌てた上で……、恥ずかしくなって──逃げ、出す……？」

　──本気だったのなら、いつかはそう呼ばれたいと思っていて。……だけど、まさか突然呼ばれるとは思っていなくて。嬉うれしいけど……身みの丈たけに合わない事が、恥ずかしい。

「……ああ、そういう事でしたか」

「はい♪　つまり『まだ叶うはずが無いと思っている願望』。それを象しよう徴ちようする呼び方です」

　考えてみれば、確かに思い当たる。

　大きくなって、大人同士の付き合いに憧れる、綾人と久遠。

　いつか、その……結けつ婚こん、したいと思ってくれている、澪。

　綾人達と同様、大きくなって、大人として認められたいと思っている、聖宵。

　そして、真白は──

「──特にあの子、絶対叶わないと思っているみたいですから……効果は絶大でした」

　まるで、俺の思考を先回りしている様なタイミングの、悠菜さんの言葉。

「……それ、俺も最近気づいたばかりなんですが。いつ気が付きました？」

「当然、昨夜の酔よった姿を見て、です♪　以降、疑って見てみれば……隠すのが上手すぎて、逆に分かりやすかったです」

　……逆に言えば、それだけ一いつ生しよう懸けん命めいに隠している、という事で。

「本当にいい子ですね。……ちゃんと、あの子も大事にしてあげてくださいね？」

「──ええ。……言われるまでもありません」

　……言ってて照てれ臭くさくなってきたため、食器洗いに専念する。──隣で、悠菜さんが笑っているのは分かっていたが。

「おかあさん、おにいさん！　大変──!!」

　久遠が駆かけ込んできたのは、そんな時だった。

「どうしました久遠？」



「あのヒトが──、先生が逃げ出したって……！」



「「 …………え？ 」」










　　　五章　真白の危機と、秘めた願い『思い合いの姉妹』





　目的の人物は、玄げん関かんのすぐ外に居た。深刻な表情で、里の家々を眺ながめている永なが久ひさ様。

「永久様！　一体何があったんですか!?　例の人が逃げ出したって話でしたが……」

「……余計な不安を抱いだかせたくなくての。黙っておこうと思っておったのじゃが──」

　困り果てた表情で語りだす永久様。

「実は件くだんの者を、この里の外れに捕とらえておったのじゃよ」

「え？　ですが……事が発覚してから一ヶ月以上経たちますよね？　ずっとですか？」

　問題になっている人物（天てん狐こだから『人』ではないが）は、久遠くおんの元師匠にして、天狐の社会に革命を起こそうとしていた、ある種のカリスマ。

　人の姿で社会に溶とけ込み、会社まで興おこしたヤリ手だったのだが……。裏で、特とく殊しゆな変身を広めて、趣しゆ味みと実益を兼ねた相当いかがわしい商売を計画していた事が発覚。その地位を失った、とまでは俺おれも聞いていた。

「実際に捕らえたのは先週じゃ。……ふむ。順を追って説明するしかないかのぅ」

　やはり不本意そうだ。……それはそうだろう。どんなに取とり繕つくろっても、一族の汚お点てんに他ほかならないのだから。

「事が発覚してから、ワシらはまず、警察に情報を流したのじゃ。足元を崩くずさねば、ヤツの計画が止まらぬからの。そして摘てき発はつのタイミングに合わせ、里への出入りを禁じる通達を出した。──これで、人の社会にも我らの社会にも近づく事が出来なくなり、どこぞで隠いん居きよ生活を送るしかなくなる……と、思っておった」

「そうはならなかった、という事ですか？」

「……うむ。──よりにもよって、この里に忍しのび込こんでのぅ……」

　──うっわ、良い度胸してんな……。だけど、何が目的で？

「どうやら、実家の私物を取りに来た様なのじゃ。里の者がヤツの部屋を調べてみると……その──『次元の違う世界』だったそうじゃ」

　なぜか、ゲッソリした顔で言う永久様。……『次元の違う世界オタク部屋』、だったのだろう。

「放置は危険かもしれん。そんな意見が出て、今度は自宅軟なん禁きんにしたんじゃが……。見張りの者を誑たぶらかし、再び元の計画を再始動させようと企たくらみおった」

　反省の色、全く無いのか……。

「流石さすがに、腹に据すえかね……、里の外れの小屋に幽ゆう閉へい。更には精神を衰すい弱じやくさせるために、ボディービルの写真を小屋の中に貼はりたくってみたのじゃが、一向に大人しくならん」

　──大人しくなるはずが無い。むしろそれは、逆効果だと思うのですが……？

「仕方なく、実家の私物を全すべて焼いたと伝えると──『許さぬ……！　たとえ死のうとも末代まで崇たたり、必ずや彼かの女じよたちの恨うらみを晴らしてやる……!!』、と。こうなってしまうと『実はウソでした』などと明かす事も出来ず……」

　──やっぱり二次元愛好家だったか。

　まぁ、話のあちこちから漂ただよう残ざん念ねん臭しゆうは置いておくとして。

　確かに結構な危険人物の様だ。自分の欲望に忠実。その上、そもそもその男の目指していたものは、『変身技術による二次元表現の実像化』。ある意味で、これ以上無いほどの『妄想と現実の混同者』とも言える。──倫りん理りに期待しない方が良いかもしれない。

「それで、どうするんですか？」

「うむ……。捜そう索さくに人を割さくしかあるまい。しかし、子供達に不安を抱かせたくはないからのぅ。祭りの準備は続けながら、捜索と警備も強化するとなると、少し人手が──」

「あの……？」

「──む。なんじゃ？」

「いえ、なぜそこまで警けい戒かいしているのかな、と……。聞いた限りでは武器を持っているわけでもないみたいですし、所しよ詮せんは一人ですよね？」

　確かに捜索は必要だろうが、今の所、ただの軽犯罪者。所詮は丸まる腰ごしの変質者一人に対して、あまりに警戒し過ぎている気がした。

「──悟さとる殿どの。あやつが何の罪で追われていると、思っておいでか？」

「……え？　それは……やはり、いかがわしい行こう為いに及およぼうとしたからでは──？」

「もちろん、それもそうなんじゃが……」

　溜ため息いきを一つ。そして──さらに険しい表情になり、口を開く。



「あやつが手にした術は、禁術なんじゃ」



　　　　　◆　　　◆



　その頃ころ。

「では、集合は２時間後だ。あまりハメを外し過ぎるなよ！」

「「「「「 はい！ 」」」」」　　「「「「「 はい、黒くろ木き先生!! 」」」」」

　元気の良い返事とともに、神社の敷しき地ち内ないへと散開していく生徒達。それを見送りながら、黒木は安堵の息を一つ。

　意外な程、引いん率そつ役やくがサマになっている。もはや完全に打ち解けた様子で、男子生徒からは『黒木先生』と呼ばれるようにすらなった。

「お疲れ様さま、司つかさ兄にい！」

「む？　いや、そこまで苦労もしていない。ヤツから聞いてはいたが、気の良い生徒が多いな、このクラスは」

「や、ほら。担任がアレだから。あたし達がしっかりしないといけないでしょ？　そりゃあ団結力も付くって♪」

　と、冗じよう談だんめかして言う細さざ音ね。だが実際の所、悟による部分が大きいのも確かで。

「ふっ。ヤツは何だかんだで仕事が楽しいらしいからな。──こういう環かん境きようなら、まあ理解できる」

　そう言う黒木の横顔も、少し楽しげで。それを見て、嬉しそうな笑みを浮かべる細音。

「そう言えば司兄？　男子が『黒木先生』って呼んでるけど……何かあったの？」

「…………まあな。昨夜見回りをしたとき、とある部屋でつい話し込んでしまってな。なぜかその話が、エラく感動されてしまってな」

　……細音の問いに──なぜか少し、間を置いて答える黒木。

　怪あやしく思った細音が口を開こうとするが、その前に。

「黒木先生……いや、マエストロ・クロキ！　昨夜の話、又また聞ぎきですが感動しました。保健医すらも語らない神秘の世界、今こ宵よいは我々の部屋でご教授いただきたく!!」

「……う、うむ。時間が出来たら必ず行こう」

「ありがとうございます！　ではっ!!」

　一礼し、満足げに去って行く男子生徒。……反面。引きつった笑いと共に、流れる冷ひや汗あせが増えている黒木。

「…………司兄。昨夜、何があったの……？」

「……つい話し込んでしまってな。なぜかその話が、エロく感動されてしまってな……」

「感動レベルって、どんな猥わい談だんを繰くり広ひろげたの!?」

「つ、つい学生時代を思い出し……」

　視線を逸そらしながら言う黒木。──やっぱり、当人もノリノリだったらしい。

「まったく……ほんと何しに来たんだか──って、そういえば司兄。今更だけど、よく来たよね？　本当に何しに来たの？」

「む…………」

　実のところ。黒木がソレを訊きかれて一番困る相手は、当の細音だったりする。

「──まぁ、なんだ。真ま白しろに上手く言いくるめられて、な」

　嘘うそではない、無難な所を答える黒木。

「あー、真白ちゃんか。うん、納なつ得とく。って事は司兄、やっぱりドＭさんなの？」

「……待て細音。──何な故ぜにそうなる……？」

「え？　だって、何だかんだで引き受けちゃってるし。あの子、イヂメるの大好きなＳっ娘こだし……。そんな子と仲がいいんだから──ねえ？」

「いや、『ねえ？』とか言われてもな。だが……ふむ、少し訂てい正せいしておこうか。おそらくだが、あの子はドＳではあっても、イヂメっ子ではないぞ？」

「……え？　どういう事……？」

　思わぬ方向の発言に、キョトンとする細音。

　黒木は『お前もそういうタイプのＳ気き質しつだろうが』などと思ったが……、敢あえて触ふれず、話を続ける。

「真白は、とにかくよく見ている。観察した上で、相手の感情を先読みしている様でな」

「あー……確かに。そういえば、本気で人を怒おこらせたとこ、見た事無いかも」

「感受性が高い、と言うのだろうな。機き微びを読み取るのが上手い。……ふむ、ならばもしかすると──」

　話していて、何か思いついたらしい。とはいえ──どうやらフと浮うかんだだけらしく、あまり自信無さげに口を開く。



「もしかすると──あの三匹の中で、ある意味一番子供らしいのは真白かもな」



　　　　　◆　　　◆



　あの後、永久様に説明を受けて、脅きよう威いを一応は理解できた。だが、頭では分かっても実感できていないので、どうしても危機感は湧わかなかったりする。

　とはいえ。一人だけのんびりしているわけにもいかない。

　人手が足りないと言っていたため、『何か手伝えませんか？』と訊くと──



「にゃ～！　にゃ、にゃ、にゃん♪」

「きゃん!?　きゃん、きゃうっ！」

　どうやら鬼おにごっこ、みたいな事をしているらしい。

　イブが鬼役の子ギツネを翻ほん弄ろうした挙句、木の上に逃げる。

「イブ～？　鬼ごっこしてるんなら、相手の子が来れない所に逃げるのは反則だぞー」

「きゃんっ！」

　俺の言葉に、鬼役の子ギツネが『そうだそうだ！』的な声を出す。

「うにゃっ!?　にゃぁ……、にゃっ!!」

「きゃうっ!?」

　指し摘てきされたイブは、渋しぶ々しぶといった様子でゆっくり降りて──行く振りをして、途と中ちゆうで飛び降り、脱だつ兎との勢いで逃げ去る。

　下で待ち構えていた子ギツネが、『しまった！』と声を上げ、再び追いかけていく。

　──うん。さすがと言うか……馴な染じむの早いなー。



　と。ここは、里の中央にある広場。

　現在、里に居るほとんどの子供が集まっていて──俺がまとめて引いん率そつ兼けん子こ守もりをしている。

　──うん。確かに俺は教師ですし？『子供の世話のプロ』と、言えなくもないが……。

『何か違くね？』とは思いつつ……実際、少し楽しくもあるから『ま、いいか』とも。

　それに俺達が子供達の面めん倒どうをまとめて見ていれば、里の大人達が動きやすくなる。それには教師である俺と──護衛役としてのキーヤが最適と判断され、早さつ速そく実行に移された。



　イブ達とは別の方向に目を向けると。

　綾あや人とと久遠が、中学生くらい？　の女の子に囲まれていた。

「久遠ちゃん！　この子が久遠ちゃんのお婿むこさん!?」

「うんっ、そうだよ♪」

「みぁ!?　え、えっと……綾人っていいます。……よ、よろしく──」

「「「 きゃぁぁぁああっ！　可愛い～～～!! 」」」

「み、みああああああぁぁっ!?　く、くーちゃん助けてっ!!」

「えっと……、がんばって、あやと♪」

　あの子の年上キラーは、人の姿になっても、相手が天狐でも変わらず発揮するようで。

　久遠に助けを求める綾人だったが……久遠はどうやら、もう少し自じ慢まんしたいご様子。

「く、くーちゃん!?　み──、うみゃあっ！」

　逃げ出すために、ネコの姿になった──のだが。……多分それ、逆効果だと思う。

「「「 ────き 」」」

「…………み？」



「「「 きゃあああああああああッ!!　更に可愛いいいいいいいい!!! 」」」



「うみゃあああああああああああッ!?」

「えっと……。仲良くね、りっど♪」

　半はん狂きよう乱らんで迫せまりくるお姉さま方から、本気絶ぜつ叫きようを上げて必死に逃げ回る。

　久遠は……マイペースに微笑みながら見守っている。……さすがは悠ゆう菜なさんの娘。20年くらい経てば、間ま違ちがいなく夫を尻しりに敷しく立派な奥おく様さまになるだろう。

　──それにしても、久遠によじ登るのが一番安全だと思うんだが……。

　それをしないのは、きっと男の子としての最後のプライドなのだろう。



　そして、また別の所を見ると──その先に居るのは、真白とキーヤ。

「──そうして二人は、幸せに暮らしました。めでたし、めでたし──あら？」

　大きな樹きの下で、久遠よりも小さな子ギツネ達におとぎ話をしてあげていた真白。

　お話が終わって見回すと──ほとんどの子が、気持ち良さそうに寝ね息いきを立てていた。

「……ばぅ」

「はい、ありがとうございます♪　……キーヤもお疲れ様です」

　真白の横には、眠ねむる子ギツネを二匹、体に乗せているキーヤ。その子達を落とさないように気を付けながら、『お疲れ様』と言ったらしいキーヤ。

「きゅぅ～ん……」

「あら？　あなたもおねむですか？　……また明日、お話ししますから。ゆっくりお休みなさいね……」

「くぅーん……。……すぅ……」

　お話を聞いていたくて、最後まで頑張って起きていたらしい子ギツネ。起きていた最後の一匹も、真白に優しく撫なでられ、気持ち良さそうに夢の世界へと旅立って行った。

　──うん。『子こ守もり』という事なら、俺よりも適任っぽいな……。

　完全に『お姉さん』として振る舞う真白。それがごく自然で──実際、すごく頼たよりにもなるため、こういう役割を与えてしまうのだが……。思い出すのは、やはり悠菜さんと交わした会話で。

　──『叶うはずが無いと思っている願望』、か……。

　あの呼び方。そして、酔ったときのあのセリフ。ならば真白の『願い』は……。

　──なんとかしてあげたいが……。さて、どうするか、と。

「ん──ふわぁ……。……あ、すみません。この子達たちの寝ね姿すがたみていたら、わたしも少し眠くなってしまいまして……」

「──ばぅ。わうぅ、わん？」

「……え？　わたしも……ですか？　うーん……魅み力りよく的てきな提案ですが、多分もうすぐ行かなければいけないので。……ありがとうございます、キーヤ♪」

　小さく欠伸あくびをした真白に、キーヤが『真白も寝ないか？』と訊いたらしい。

　──もしかして、キーヤも気が付いてる……のか？

　だとしたら……よく一いつ緒しよに居る意味を、少し勘かん違ちがいしていたかもしれない。



「……ん、悟。お疲れ様」

　後ろから澪みおの声。振り返ると、近づいてくる人物は三人。

　澪と風ふう華かちゃんと──そして、風華ちゃんに肩かたを貸しているのは、先ほどの男の子。

「よっ！　……ちゃんと、仲直りできたんだな？　おめでとう」

「う、うん……。ありがとう、兄ちゃん」

「私からも、お礼を言わせてください。──ありがとうございました」

　照れながら、何度目かのお礼を言ってくる男の子と、本当に嬉しそうな笑顔で言ってくる風華ちゃん。

「はい、どういたしまして。──あとは上手くやれよ、な？」

「──ッ!?　う、うん……。──ふぅ姉ちゃん！　早く用事済ませて、元の姿に戻もどってよ！　……また、抱かかえて行くからさ」

「はいはい。──真白ちゃんを呼びに来ました。稽けい古この準備が整ったそうですので」

　とはいえ。真白を呼びに来るだけなら、足の悪い風華ちゃん自身が来る必要は無い。

　だから多分、本来の目的はお礼を言う事の方。そしてもしかしたら……カップルとしてのお披ひ露ろ目めも、目的の一つなのかもしれない。──まぁ、わざわざ言うのは無ぶ粋すいかな。

「はい、ご苦労さま。真白はあそこ。呼んで来ようか？」

「いえ、私達が行きます。──戻るから、またお願いできる？」

「うん！」

　男の子の返事に微笑みを返すと、姿を変える風華ちゃん。──一いつ瞬しゆんの後には、純白の毛並が綺き麗れいな、一匹の白びやつ狐こがそこに居た。

　そして、それを男の子が慎しん重ちように抱き上げ、真白の所へ向かう。──気のせいか、キツネの姿の風華ちゃんが、凄すごく嬉しそうに微笑んだ様に見えた。



「……ん。あの子達、上う手まくいってよかったね♪」

「ああ。って、あれ？　あの子達を送って行かないでいいのか？」

「ん。ここから族長さんの家までの道、いっぱい人が居るから大丈夫」



　今回の対応として、子供達だけにはしない様にしよう、という事に。

　そんな中。天使の力を使えば何でも対応できるが、出来る限りは使わせずに済ませたい。そんな微び妙みような位置の澪は、誰だれかが個別行動を取るときの護衛や、連れん絡らく役やくに駆り出される事になった。

　そして──神楽かぐらの練習をしなければいけない真白。だが、神社は警護をしづらいという事で、当日までは族長の家の中で練習をする事に。

「……ところで、澪？　お前が抱いてる子、どうしたんだ？」

「ん？　えっと……お昼ひる寝ねしてて、出で遅おくれたんだって。ついでに連れてってほしいって頼たのまれた」

「きゅぅん♪」

　澪の腕の中で、甘あまえる様に身み動じろぎする子ギツネ。

　──うん。経けい緯いは別に、どうでもいい。問題は……。

「その子、男の子？　女の子？」

















「……ん？　男の子だよ？」

「きゃん♪」

スリスリ　ムニッ

　────このガキ。嬉しそうにスリスリしやがって……!!

　……そんな教師にあるまじき負の想念を、久々に抱いてしまう俺だった。





　と。警戒態勢の中でとはいえ、幸いにして何事も無く、穏おだやかに時間が流れる。

　一日が終わり。──そして、さらに一日が過ぎ。

　例の男は動きを見せないまま、ついに祭りの当日を迎えた。





　──やばい、少し寝ね過すごしたか……。

　目を覚ましてみると、昨日までより１時間ほど遅おそい時間。澪もとっくに動いてるみたいだし、そもそも現在、居い候そうろうしている身で朝食に遅おくれるのは……。

　そう思い、まずは顔を洗おうと洗面所へ。

「……あ、悟。おはよ」

「──澪。おはよう。──悪い、寝過ごした。朝食どうなってる？」

　洗面所で、歯を磨みがこうとしていた澪と遭そう遇ぐう。ってことは、食事は終わったのか……。

「……ん。急ぐ人が多かったから、先に食べちゃった。悟の分は、残してあるよ？」

　確か……澪と綾人は、久遠と細音達の迎えに。真白はもちろん、神楽の準備で神社へ。

　永久様も、今日は族長として忙いそがしいだろうし、それを補ほ佐さする悠菜さんも、暇ひまなどということは無いだろう。──あとでお詫わびとお礼を言わないとな……。

「──あ、お兄ちゃん、おはよ～っ！」

「ん？　ああ、おはよう聖き宵よい。どうした？」

「んー、ボクもハミガキに来たんだけど……にゃ、そうだっ！　ちょっと待っててね、お兄ちゃん!!」

　この家の洗面所は結構広いが、三人並べるスペースはさすがに無い。急いで済ませて、聖宵に場所を譲ゆずろうとしたんだが──？

「聖宵、どうしたんだ？」

「さぁ……？」

　首を傾かしげる俺達。と、そうこうしている内に、走ってくる足音が。

「お待たせ、お兄ちゃん♪　はいコレ、お願いっ！」

「へ？　……って、コレ、ネコ用歯磨きセット……おい、まさか──」

「にゃん♪」

　渡わたされたのは、ネコ用ハミガキ粉と歯ブラシ。それを渡した聖宵は、とっととイブに変身してしまった。──こうなると、『なんのつもりだ？』なんてセリフに意味は無い。

「あー……はいはい、わかったよ。おいで？」

「にゃあ♪」

　寄ってきたイブを仰あお向むけになる形で抱き上げ、ハミガキ粉を付けた歯ブラシで、丁てい寧ねいに磨いていく。普通は嫌いやがるらしいが……この子は自分から口を開けてくれるし、それどころか気持ち良さそうな顔をしている。──少し、終わらせるのが名な残ごり惜おしい気もする。

「──はい、終わったぞ」

「ぅにゃぁ……。──ありがと、お兄ちゃん♪」

　ネコの姿のまま喋しやべり、俺の腕から飛び降りると、洗面所を後にする。

　……さてっと。俺も早く顔を──

「……ん、悟──」

　袖そでを引かれる。見ると、さっきまで歯ブラシを咥くわえていた澪が、見上げてきていて。

「……ん。──はい、お願い」

　俺に歯ブラシを渡してきて、口を開ける。

　──うん。言いたい事はわかる。……わかるんだが……!!



　少し上を向く形で、瞳ひとみを閉じ、少し泡あわの付いた口を開く澪。



「………………………………」

「……ん？　悟、どうひたの？」

「い、いや、何でもない！　今やる!!」

「ん♪　おねがい──」

　慌てて、顔を見ない様にするために背後に回り、後ろから手を回して歯磨き。

「──え、えーっと……。く、苦しくないか、澪？」

　慎重に奥おく歯ばの方を磨きながら訊くと、苦しがるどころか、俺に寄より掛かかるようにして体を預けてくる澪。

「……ん、らいようう。……きもひいい、よ？」（大丈夫、気持ちいい、よ？）

「──そ、そうか」

　……終わってから、『なんで、断るっていう選せん択たくが浮かばなかった？』と後こう悔かいしながら、澪の姿と感かん触しよくを思い出し、朝から変なキブンになる俺だった……。





「待機、ですか……？」

「はい。澪さん達が戻って来たら、里の子達を祭りに連れて行ってあげてほしいんです」



　遅い朝食をいただき、お礼を兼かねて悠菜さんに挨あい拶さつに行くと。『少しこの家で待機していただくので、もう少しゆっくりでも大丈夫ですよ？』と言われたわけで。



「あれ？　キーヤとイブはどこに？」

「イブさんは、真白さんと一緒に、先に神社に行っています。キーヤさんは広場で、子供達の遊び相手になってくれると」

　……つまり。朝方に仕事を貰もらいそびれたため、しばらく暇になってしまった。そういう状況らしい。──やっぱり、もう少し早く起きるべきだった。

「あれ？　そういえば、真白達のガードは誰が？」

「あ、はい。うちの人夫と里の者数名が、付いているはずです」

　──久遠のお父さん、居たんだ……？

　悠菜さんの制裁で吹ふき飛とばされてから、姿を見ていない。だから里の外にでも行ったのかと思っていたが。……そういえば、名前すら聞いていない。

「そういえば、久遠のお父さんの──」

「ただいま～っ！　お兄ちゃん、居る!?」

　今更ながら名前を訊こうとしていたら、聖宵（＝イブ）が帰ってきた。──なぜか、やたらと興奮している気がする。

「どうしたんだ聖宵？」

「真白の踊おどり見てきたっ！　すっごいキレイだったよ!!　お兄ちゃんも行こう!?」

　──そういえば昨日……衣装を着て直前練習するとか言ってたっけ？

　本番までのお楽しみ、というのも考えたが……。今の方が、ゆっくり見る事が出来るかもしれない。

「その……悠菜さん？」

「はい、心得ました♪　どうぞ行ってらっしゃいませ。こちらは、何とかします」

　微笑ほほえましいものを見た様な笑え顔がおで言い、送り出してくれる。

「ありがとうございます。では、行ってきます」「いってきま～す！」



　聖宵と共に神社に向かって歩いていると、昨日より通りを歩く人が多い事に気付く。

　挨拶をしてくれる里の人々に応えながら、聖宵に話しかける。

「──通りに人が多いから、一人で戻っても良いって言われたのか？」

「うん！　えっと……神社の中のお仕事はほとんど終わったから、あとは通りの飾かざりつけとか、手分けしてやる事が多いんだって」

　言われて見回すと、昨日までは無かった飾り提ぢよう灯ちんなどがあちこちに設置されている。

　そのせいもあってか──警戒態勢の中なのは理解しているが──祭り前の独特な昂こう揚よう感かんが、この里の中に満ちている気がした。

『このまま無事に、祭りが成功してほしい』

　イキイキとした里の住人を見ながら、心から思った。



　……だが。このタイミングこそが、相手の狙ねらい目めだったらしく。



「にゃ？　お兄ちゃん、誰か走ってくるよ？」

「ん？　あれ、あの子は──」

　神社の方から駆けて来るのは、この前の男の子。風華ちゃんの関係者のあの子なら、付つき添そいとして、先に神社に居てもおかしくはない──のだが、様子がおかしい。



「──あっ！　に、兄ちゃん!!　真白ちゃんが──!!」



「「 ────!? 」」

　──何が起きたか。それを聞いた俺と聖宵は、全力で神社へと走った──





　人が慌あわただしく行き交う中。目当ての人物は、運良くすぐに見つかった。

「永久様！　真白が攫さらわれたって、どういう事ですか!?」

「すまぬ悟殿……！　油断があったワシらの落ち度じゃ……」

「そんな事はいいです！　どうしてこうなったんです!!　護衛が何人も居たんじゃないんですか!?」

「それが──」

　問いつめる俺に答えたのは、別の声。その主は、風華ちゃん。

「休きゆう憩けい中ちゆう、だったんです。私がお手洗いに行くために、護衛の方が二手に分かれて……すみません、でした……！」

　風華ちゃん自身も顔色が悪い。……責任を感じてしまっているのだろう。

「それで、真白の方に残ったはずの護衛は？」

「………………あそこじゃ」

　永久様が、情けなさそうに示した先。男性が二人──完全に気を失っていた。

「……敷地内にはそれなりの人数がおったのじゃ。だから、声を上げれば他の者が気づいたはずなんじゃが……瞬しゆん殺さつされたようじゃのう……」

　よく見ると、片方の倒れている男には見覚えがあった。──久遠の親父おやじさんかよ。

「そんな事どうでもいいよ！　真白は？　真白はどうなってるの!?」

「出来る限りの人手を割いて捜索中じゃ。……じきに見つかると思うが──」

　……要するに、現状だと完全に見失っている。そういう事だろう。

「──俺も捜しに行きます」

「にゃ、ボクも……！」

「し、しかし、人間の悟殿一人が加わっても……。むしろ自身が危険に晒さらされ──」

「危険くらいならいいです！　……あの子は、きっと泣いています。家族が泣いているのを……放っておけるはずがない!!」

「あ、あの子ならきっと大丈──」

「……何を言っているんですか……？」

　永久様の言葉を遮さえぎる。『あの子なら大丈夫』。多分、あの子を『知っている』程度の者なら、きっと誰もがそう言う。──なにしろ、真白自身が望んでそう思わせているのだから。

　……だけど。



「真白『なら』じゃない！　あの子『だから』大丈夫じゃないんですよ!!」



「──む？　それは……」

「相手はどっちに!?」

　やる事は決まった。ならばこれ以上、話している時間は無い。

「──こ、ここを出て山の方角に。じゃが、途中で匂においが途と切ぎれておると──」

「わかりました。──聖宵、行くぞ！」

「にゃあ！」

「悟殿!?」

　呼び声を無視。聖宵と共に外に駆け出す。

「わう！　ばうばう!!」

「 ！　キーヤ!!」

　外に出てすぐ、聞こえてきた鳴き声。非常時に、この子ほど頼りになる者は居ない。

「真白が攫われた。力を貸してほしい」

「 !?　ばうっ!!」

　即そく答とう。──やっぱり頼りになる。そして……それ以上に、嬉しい。

「よろしくねっ、キーヤ！」

「わんっ！　………………、ッ！　わう!!」

　聖宵の言葉に返事を返し、すぐに匂いを探しあてるキーヤ。さすがに早い。

「だけどその匂い、途中で途切れてるらしい。とりあえずそこまで頼む」

「わん！」

　駆け出すキーヤ。それを追う──



　心の奥おく底そこから、冷たい怒いかりが巻き起こる。

　その矛ほこ先さきは──犯人でも里の人でもなく。自分自身と、この理り不ふ尽じんな状況に。

　あの子は、ずっと皆を見ていた。そしてＳっ気に隠して、誰よりも気を配っていた。

　その中で──あの子が最も理解して、共感しているのは、イブ。──誰よりも素す直なおに、俺に甘えてくる、ヴィスの妹。

　ならばあの子は──甘える心、甘えたい心を理解出来ている。……その心を、自身も持っているという事。

　その事に薄うす々うす気が付いていながら、何もしてあげられず。

　そして──今、こうして離はなれて行ってしまった。その事への、後悔と自責。

　──だけど……まだ、挽ばん回かいは利くよな……？　無事でいてくれ、真白……!!



「 ！　…………、わう──」

　キーヤが足を止める。──どうやらここが、匂いが途切れている場所らしい。

「ありがとう、キーヤ。……さて、と」

　ここは森の入口。真まっ直すぐ進めば、深い森の中に入る。いかにも逃げ場には相応ふさわしく、里の者もこの先を探しているのだろう。時々声が届いてくる。

　──だけど、見つかった様な気配は無い。というか、そもそも何で匂いが消えた？

　普通の場所でなら、車などの乗り物に乗った、というのがありがち。だけどこの里で、それは有りえない。

　──つまり。乗り物でないのなら、『この先』にそのまま進む理由は無い。

　どうやって匂いを消したかはわからないが、匂いを消す方法があるなら……。

　辺りを見回す。──来た方向、辿たどった道から少し離れた所に、一軒けんの古びた空家。

　……さすがに、あそこに居るとまでは思わないが……。

「……わう？」「お兄ちゃん……？」

　その家に向かって歩き出す俺に、戸惑った声を出すキーヤと聖宵。それを聞きながらも、構わず進む。目指すのは家の裏手。そして──

「…………！　当たり。これ──」

「にゃ？　──これ、真白の……!!」

　見つけたのは、青い宝石の付いた首くび飾かざり。──真白の『願いの欠片』。犯人が、一度ここに隠れて追っ手をやり過ごした証拠。

「キーヤ！　ここからもう一度頼む!!」

「……………、ッ！　わう!!」

　……見つけた。今度こそ、犯人に辿りつく道筋。

「聖宵。戻って他の人を呼んで来てくれ」

「……わかった。──気をつけてね、お兄ちゃん、キーヤ！」

　言って駆けて行く。──多分、自分も捜しに行きたかったんだろうが……。

「俺達も行くぞ、キーヤ」

「わう……！」



　その匂いは、里の外がい縁えんの山に続いていた。そしてこの先には、里の外へと続く鳥居。

　おそらく。騒さわぎを起こして、注意がそちらに向かっている間に、とっとと逃げ去るつもりだったのだろう。──当然、鳥居にも見張りは居るだろうが、一人か二人くらいなら大丈夫だと踏ふんだか。

　とはいえ、鳥居まではまだ距きよ離りがある。

　それにあの空家で様子を見た上、真白を連れているなら──

「 ！　わうッ!!」

「 ッ！　見つけた!!」

　視界に入った男は、パッと見たところ、強そうには見えなかった。上背は俺よりありそうだが、予想より細身。護衛の二人を瞬殺した猛も者さには、どうしても見えない。

　……だが、そんな事は関係ない。──男が、身動き一つしない真白を背せ負おっている以上、やる事は一つ。

「──なにっ！　ここまで追って来ただと!?」

　本当なら、姿を消したキーヤに奇き襲しゆうを頼むのが一番だったのだが……気付かれた以上は仕方がない。正面から行く──!!

　男は、逃げるのは諦あきらめたらしい。真白を降ろし、こちらに向き直る。

「──ふっ、よくぞここまで辿りついた。……が、お前らだけで俺を止──」

　口上に付き合う気は無い。そんなものはただの隙すき。

「やれっ！　キーヤ!!」

「ばうッ!!」

　キーヤの先制攻こう撃げき。ほとんど衝しよう撃げき波はに近い豪ごう風ふうが、男を襲おそう。

　男は虚きよを突つかれ、驚きよう愕がくの表情を浮かべるが──それも一瞬。どころか、ニヤリと笑い。

パアァァァァンッ！

「な!?」「わぅ!?」

　キーヤは当然、殺すつもりでの攻撃ではなかったはず。なのに──



　男の身体が、水風船が割れる様な音と共に、四散した。



　しかし、異常にはすぐに気がついた。血が飛び散っていない。……それどころか残ざん骸がいが一つも……いや、残骸に『色が無い』──!!

「……待て。これってまさか、永久様が言ってた禁術──!?」

ゾクリッ

　思い至った直後、突き刺ささる様な視線と悪お寒かん。

「 ！　──つッ!?」

「わう!?」

　慌てて顔を向けた瞬しゆん間かん、頬ほおをかすめて何かが通過。──痛みと何かが流れる感触は、遅れてきた。

『──チッ、外したか。……運の良いヤツめ』

　男の声が、どこかから聞こえてくる。すると……あちこちからガサガサと音をたて、半はん透とう明めいな『何か』が現れ、集まりだす。そしてそれは徐じよ々じよに形を成し──元の男の姿に。

「なかなか変わった術を持っている様だが……俺の術の前には無力！　後々面倒ゆえ殺しはしないが──身動き取れない程度には痛めつけさせてもらう!!」

　再びの口上の後、今度は自ら、自分の身体を弾はじけさせ──半透明の欠片が宙に浮かぶ。

　──永久様から聞いてたけど……なんだよこのチート技!!



　これが天狐一族で『禁術』とされる技。早い話がスライム化なのだが……実際に相手にしてみると、タチが悪い事この上無い。

　衝しよう撃げきは完全に無効。分ぶん裂れつできる以上、『斬きる』攻撃も無意味。そんな、ほぼ無敵と言える防ぼう御ぎよに加え、分裂させた身体での全方位攻撃。……これは、永久様の談だが。

『ゲームの様な魔ま法ほうがあればいいんじゃが……。それ以外では、兵器クラスでないと意味をなさん』

　大げさだと思ったが──誇こ張ちようでも何でもなかった。多分、火か炎えん放射器とか『面』での攻撃が無いと、話になりそうにない。



　──帰ったら、レベル二桁けたまで叩たたき続けた、ドラ○エのスライムに土下座しよう。

　……だが。現実は、そんなノンキな事を考えている時間なんて無くて。

『くっくっく……、食くらうがいい!!』

「わ、わうッ……!!」

　無数に分裂した体を飛ばしての攻撃。避さけられないと判断したキーヤが風で防ぐ。

　しかし、相あい性しようが悪い。詳くわしくはわからないが、キーヤの攻撃は風や念力（？）での攻撃。だけど衝撃も斬撃も、相手には通じない。

『む？　面倒な技を……。──ならば、これはどうだ？』

　飛び道具はキーヤの力で逸らされると判断した男が、分裂した身体を寄せ集め──不定形のまま広がり、飲み込む様に押し寄せてくる。

「ばうッ!?　わ、わうぅぅぅッ!!」

　全力を振り絞しぼり、押し返そうとするキーヤ。しかし……いくら強くても、形の無いキーヤの能力では、質量による攻撃には圧あつ倒とう的てきに不利。

　と。……ここに来て、自分の失敗にやっと気がついた。

　──俺が、ここに居ること自体が失敗……！

　キーヤだけなら、負ける事はない。分裂どころか実体を無くせるのだから。

　そして、勝てないまでも時間を稼かせぎ、里からの増ぞう援えんを待てばよかった。

　つまり。俺が居なければ、楽にどうとでも出来た。──その事実が、どんな打だ撃げきよりも痛い。永久様の『むしろ自身が危険に晒される』、その言葉の通りだった。だけど──

　──後悔は後でいい！　キーヤには後で謝あやまる。今は、俺に出来る事を探す……!!

　幸い、殺さないと明言している以上、俺が死ぬ可能性は低い。──澪達たちを悲しませる事は、多分無い。そして、やられるのは俺だけ。俺が倒たおれても、キーヤが負ける事は無い。

　──なんだ。すでに真白は奪うばい返せたも同然なのか……。

　だが、本気で逃げ出したコイツを捕らえることは、相当難しいだろう。そして──俺自身は、最低でも歩けないレベルの怪け我がをする。

　──皆に心配かけるし……聖宵の変身を手伝う約束もある。コイツを逃がさないためにも──ん……？



　フと。今考えた事の中で、何かが引っかかった。



　考えた事、『心配かけたくない』も『逃がしたくない』も、そう引っかかる要素は無い。

　──ならば、『変身を手伝う』？　……変身？

　永久様が言っていた、俺の力。──力の仲ちゆう介かいと調整。

　相手の攻撃は変身によるもので。俺は、変身を調整する力があって。そして手には──

　思いついた俺は、キーヤの力と粘体生物がせめぎ合う境界に近づき、拳こぶしを握にぎって構え。

「上手くいってくれ……!!」

　殴なぐりつける様に。キーヤの力の結界の向こう、粘体になった男に拳を叩きつける。

『ヌチャッ』という嫌な感触がしたが無視。その効果は……、すぐに始まった。

『──な、なんだと……？　き、貴様何をした……!?』

　驚愕の声を響ひびかせながら、広がっていた身体が一点に集まりだす。──そして、あっという間に人の姿に。



　俺がやったのは、簡単な事。おわかりの通り、相手の変身を無効化しただけ。

　……とはいえ。あの男の子の時と違ちがって、この男は自分の明確な意志で変身している。だから多分、俺の力だけでは干かん渉しようなんて出来なかったと思う。

　だから、これが出来たのは──手に握りしめていた、この『願いの欠片』のお蔭かげ。

　この宝石には、真白の『変身の術』が記き憶おくされている。それを通して、相手に意志を打ち込んだ。──その結果がコレ。イチかバチかだったけど、上手くいった。



　俺は、丁度向き合う形で人の姿に戻った男に話しかける。

「……やぁ、こんにちは」

「…………こ、こんにちは……。ええーっと、何をなさったのでしょうか……？」

　怒りを内に込めた笑えみで挨拶をする俺に、引きつった顔で、卑ひ屈くつに訊いてくる。

「答える義理は、無いですよね？」

「グルルルル……」

「で、ですよねー！　あ、アハハハハ……」

　相変わらず笑顔で返す俺と、呻うなり声ごえを上げるキーヤ。必死に誤ご魔ま化かし笑いをする男。

「さて、少し訊きます。護衛の二人を倒したと思いますが、どうやって？」

　この男自身は、まともな格かく闘とう術じゆつはもっていそうにない。……ならばどうやって？

「……スライムになって、体を包つつみ込んで一人ずつ──」

　ああ、なるほど。それなら声は外に出ないか。……という事は。

「……この子にも……？　それと、匂いが消えていたのも？」

　──真白を、包み込んだのか……？　その身体で……？

「…………い、いや、あの体になると触しよつ覚かくが無くなって楽しくないから、特にまさぐったりはしてな──」

「……そういう問題じゃ、ありませんよね？」

　自分でも不思議だが……怒りのせいで、なぜか口調がバカ丁寧になった。

「申もうし遅れましたが、あの子の保護者の水みな上かみ 悟と申します。……何か言い残す事は？」

「……とても可愛い子ですね」

「そうですね。優やさしくて可愛い、自慢の子です。……もういいですか？」

「……『娘さんを僕にください』」

「　死　ね　」

　拳を顔面に叩き込み、勝負は決まった。

「キーヤ。疲れてるところで悪いけど、そいつを拘こう束そくよろしく」

「わうっ！」

　即そく座ざに動いてくれたキーヤ。そして俺は、意識を失っている真白に歩み寄る。

「真白。大だい丈じよう夫ぶか、真白──」



　　　　　◆　　　◆



　──わたしのさいしょのきおくは、あめのなかでした。



　目を覚ますと、体はびしょ濡ぬれで。冷たい雨の中、箱の外に逃げる事も出来なくて。

　なぜ、自分がここに居るのかわからず。──寒くて。心細くて。

　なにをすればいいかも分からなくて。気が狂くるいそうになるほど──怖こわくて。

　でも──そんなとき、わたしの傍そばに、別の生命いのちがある事に気が付きました。

　わたしの──妹と、弟。冷え切っていて……でも、震ふるえて、生きようとしていて。



　──たすけようと、おもったんです。……たすかりたかったんです。



　少しでも温めたくて。温かくなりたくて。わたしは二匹ひきに身を寄せました。

　……助けたくて、助かりたくて。声の限り鳴泣ききました。

　そのうちに、妹も、弟も、目を覚まして。そして──一緒に鳴いて泣いてくれました。

　いっしょに、『生きたい』って、鳴いて泣いてくれました。

　きっと……あの子達が居なければ、わたしはとっくに諦めていました。



　──そんなときにきてくれたのが、にいさまでした。



　……絶対に、忘れません。

　抱き上げてくれた手の、温ぬくもりを。話しかけてくれた、声を。

　産んでくれた母も、覚えていないわたし。

　だから──にいさまは、わたしにとって初めての、頼ることのできるヒト。

　きっとそれは、イブちゃんもリッドくんも同じ。想おもいも、きっと同じくらい。

　……そう、思っていたんです。この時は。



　──かなしいことがありました。……でもそれは、うれしいことのはじまりでした。



　空の上でお別れの後。気が付けばわたし達は、また、大好きなあの家にいました。

　にいさまが居ました。ねえさまも居ました。イブちゃんも、リッドくんも居ました。

　そして──みんな笑っていました。……笑顔で、また会えました。



　──わたしは、また『みんな』にあえたことが、とてもしあわせでした。



　……そう。みんな、ひとりひとりに会えたことを、等ひとしく幸せに思いました。

　でも、すぐに気が付きました。イブちゃんは違う、と。

　あの子は、記憶を取り戻してすぐ、にいさまに笑顔を向けました。

　誰よりも、にいさまに笑いかけました。

　もちろんイブちゃんも、みんなを大切に想っています。でも『一番』は、にいさま。

　素直に甘える事ができるイブちゃんが、わたしは羨うらやましかった。

　……わたしも、にいさまに甘えたかった。わたしの初めての、頼れるヒトに。

　だけど……あの火事の夜。……全てを投げ出して、思い出を守ろうとしたイブちゃん。



　──わたしのおもいのつよさは、イブちゃんにはかなわない。



　それに。始まりの夜、あの子達のお蔭で、生きる事ができました。

　あの子達の『お姉ちゃん』でいる事で、生きる事ができました。



　──ならばわたしは、『おねえちゃん』でいよう。



　だから甘えるのは、妹と弟の後でいい。──それが『お姉ちゃん』だから。

　でも……信じています。わたしが本当に辛つらいとき。必ず、にいさまが助けてくれると。



　──だから……その時は、甘えてもいいですか、にいさま……？



　　　　　◆　　　◆



「真白！　……目を覚ましてくれ、真白──!!」

「──ん……。に……さ……ぁ……」

「 ！　真白!?　……よかった……!!」

　声に応こたえて、うっすらと目を開いてくれる真白。──きっと、もう大だい丈じよう夫ぶだろう。

「──にい……さま？」

「……ああ、そうだ！　無事でよかった……!!」

　まだ少し、焦しよう点てんが合っていない、だけどはっきりと開かれた瞳を見て。俺はこみ上げる物を必死に抑おさえながら、真白に語りかける。

　すると──真白の瞳が潤うるみ始め……そしてその雫しずくは、直ぐに溢あふれだす。

「……にい、さま……。──にいさま、にいさま……！」

「わ……、ま、真白……？」

　初めて見た、真白の泣き顔。……だけど見れたのは、ほんの僅わずかな時間。──真白が、抱きついてくるまでの間だけ。

「にいさま……。ありがとう、ございます……。……すみません、もう少し、このままでいさせていただけますか……？」

　真白が、さらに強くしがみつく。

　そんなに怖かったのか──いや、自うぬ惚ぼれてもいいなら、きっとそれだけではなく。

「……ああ。気が済むまで。──でもな？　キーヤも、すごく頑がん張ばってくれたんだぞ？」

「わうわうっ！」

　キーヤの明るい鳴き声。多分『無事でよかった！』あたりだろう。

「うん……♪　キーヤも、ありがとうございます……」

「わ、わぅ!?」

　いつもより、幼い口調でお礼を言う真白。そして──なぜか慌てた様子のキーヤ。

「わ、わぅ……!?　わ……ばうッ!!」

「ごはぁぁ!!　──な、なぜだぁぁああ!?」

　男の身体が、地面に叩きつけられる。そしてさらに──

「ば、ばうばうばうばうばうッ──!!」

「グガガガガガッ!?」

















　キーヤ君の猛もうラッシュ。見えない拳の乱打に晒される男。

　……多分だが。キーヤも、俺と同じものを見たのだろう。

『真白の、涙なみだを浮かべた、心からの笑顔』

　……瞬間最大風速では澪に匹ひつ敵てきすると思うくらい、破は壊かい力りよく絶大でした。

　そして、それに耐たえきれなかったキーヤは……生じた『男の子な感情』を、暴力衝しよう動どうに変えて八つ当たりしているのだろう。──あの男には災難だが、同情する気は無い。

「にいさま……。キーヤ、どうしちゃったんですか……？」

「うん、まぁ……キーヤも男の子だったんだなー、って事で。……それよりな、真白？」

　やはり──どこか、いつもより幼い雰ふん囲い気きの真白。この話をするには、丁度いい。

「……お前さ、いつも我が慢まんしてないか？」

「──気付いて……らしたんですか……？」

「はっきりわかったのは、本当につい最近だけどな。……隠してる理由も予想は付いてる。その上で言うよ。……我慢、しなくていいんだぞ？」

　真白の表情は見えない。だけど……その背中がビクッと震える。

「……うれしいです。本当にうれしいです、にいさま……。──ですが……わたしには無理です。にいさまの隣となりは、ねえさまとイブちゃんの──」



「──ボク達は関係ないよ、真白」



「 !?　イブちゃん──!!」

　声と共に、姿を現したイブ。ネコの姿のままで喋ったのは、その姿で山道を通り、ここに着いたばかりなのだろう。その後ろを見ると──里の人たちが、少し気まずそうに佇たたずんでいる。……だが。外野は気にせず、話をしやすい様にと聖宵に姿を変え、話を続ける。

「……真白、いっぱい助けてくれたよね。──いつも、ありがとうって思ってる。……でもね？　だからボクは、真白を『お姉ちゃん』って呼ばないんだよ」

「…………え？」

「真白はお姉ちゃんだからって、ずっと我慢してるんだよね？　……もう、やめよ？　我慢するなら、お姉ちゃんじゃなくていい！　だからボクは『お姉ちゃん』って呼ばないんだよ、『真白お姉ちゃん』!!」

「──聖宵ちゃん……！　でもわたしの気持ちは──ねえさまや聖宵ちゃんのとは違うんですよ？　それなのに──」

「だから関係ないよっ！　……一緒に居たいんだよね？　ボクたち家族なのに……なんでそんな事を我慢するの？　それに──」

　泣きそうなほど真しん剣けんに、感情を叩きつけるように語った聖宵。

　だが、ここで言葉を切り──うつむき、そして再び顔を上げると、聖宵らしい笑顔で。



「それに、もし割り込んで来ても──ぜったいに負けないよ、『真白』……！」



「聖宵ちゃん……」

　いつもの……本当にいつもの笑顔で告げられたのは、『対等でいたい』という願いを込めた、真っ直ぐな『宣戦布告』。本当に聖宵らしい、真っ向勝負への誘さそい。

「……どうする、真白？」

「………………ッ。──はぁ……」

「……にゃ？　真白？」

　頭を整理したのだろうか。少しの間、動きを止めていた真白は──一度だけ、しがみ付く力を強めると、勢いをつける様に俺から離れた。そして……なぜか溜め息一つ。

「……まったく。聖宵ちゃんにまで気付かれていたなんて、我ながら不覚の極きわみです」

「にゃ!?　もしかしてボク、なんかスッゴイ失礼な事言われてない……？」

「そういう風な事は──そうですね。テレビを見て我慢し過ぎたからって、イブに戻ってお庭で用を足すの、止めてから言いましょうね？」

「うにゃあああああああッ!?　あ、アレは仕方なかったんだもん！　３分しか戦えないはずなのに、５分以上戦ってるウルト○マンさんが悪いんだもん！　ひ、ひどいよ真白っ!!」

　……真白さん、本領発揮。──どころか、攻撃力エグさが上がってないか……？

　そして聖宵さん。それ、この前借りてきたＤＶＤですよね？　……一時停止、すればよかったのに。──あと、そのタイマーの事は言わないお約束です。

「──ですが。……ありがとうございます、聖宵ちゃん」

「にゃ……？　──うん！」

「それから……にいさま。これから少し、態度を考え直してみようと思います。どうなるかはわかりませんが──今後とも、よろしくお願いできますか……？」

「はいはい。楽しみにしてるよ、真白」

「はい！　ありがとうございます、にいさま♪」

　いつもと同じ真白の笑顔は──今はなぜか、いつもより明るく見えた。

　──とにかく。これで一件落着、かな？



　……そう、誰もが思ったはずだった。──たった一人を除いて。



ガサガサガサガサ

　背後から、まるで……枯かれ葉はの上を、何かが蠢うごめいている様な音。

　……何の音だ？　そっちには確か──拘束の上、叩き伏ふせられた野や郎ろうが──

　冷たい汗あせが伝う。そして──観客に徹てつしていた里の方々が、青い顔で一いつ斉せいに指をさし。



「「「「「 志○、後ろ─────!! 」」」」」



「誰が○村だ!?」

　80年代の超ちよう懐なつかしネタにツッコミながら、慌てて振ふり返る。

　目の前には半透明の液体が、俺を飲み込む様に広がって──

カッ──!!　　ジュッ──

「……え……？」

　横から、一いち条じようの光が、俺とスライムの間を通過。そして──その先の大木に、何かが蒸発したような音を残して風穴を開ける。……光学兵器レーザー……？

「「「「「 ………………………… 」」」」」

　誰もが硬こう直ちよくし、沈ちん黙もくする中──現れる、見知った面々。

「えっと……ね？　私、ちょっと怒ってるから──まだ暴れるなら、蒸発する？」

「………………（がくがくがくがくがく）」

　天使の翼つばさを生やした澪の声こわ色いろは、本当にいつもどおりに聞こえるが──その実、とんでもない怒りを込めた言葉。……男は元の姿に戻り、ガクガクと震えながら首を振る。

「う、うっわー……。悟兄が絡からむと容よう赦しや無ないなー、澪……。ま、いいや。キーヤお疲つかれ様！　悪いんだけど、もう一度拘束お願い」

「ふむ……待った。どうせなら土を被かぶせて、その土ごと固められないか？　それなら、スライムになられても即座にすり潰つぶせるだろ」

「 ！　わうっ!!」

「ぐほぁぁあ!?」

　細音が近くに来たせいか、気力が復活したらしいキーヤ。黒木の指示どおりに、顔以外の全身を、周りの土を巻き込んで固める。

　──首だけ出して、丸い団子状になった土ど塊かいに埋うまった男。……どうやら里の人達は、それを転がして運ぶ事に決めたらしい。

　──揃そろいも揃って、容赦ねぇ……。

「……ん。悟、大丈夫だった……？」

「あ、ああ……助かった。ありがとな、澪。──それにしても……。俺、コイツ押おさえるのかなり苦労したんだが……？」

　澪、細音＆キーヤ、黒木で、あっさりと無力化してしまった。……俺の苦労は何？

「あー……やっぱり相性だよ。それに澪のは、正直言って反則でしょ？　それに──」

　言いながら辺りを見回し、真白と聖宵を見つける。

「……うん。──多分、悟兄だけしか出来ない解決方法、あったんでしょ？」

「わん♪」

　見み透すかした様に、楽しそうに言う細音。それに同意するキーヤ。

　──そう言ってもらえると、救われる。

「そういえば、久遠と綾人は？」

「──む？　ああ、あそこだ」

　黒木が示す方向を見ると、キツネの姿に戻っている久遠と、それを庇かばうように抱き抱えている綾人。──本ほん性しようを現した自分の元師匠、見たくはなかったのかな。

「──それより貴様。……あれはどういう事だ!?」

　そう言う黒木の視線の先は──翼を生やし、モンスターを一いつ蹴しゆうした澪。

「あー……まぁ、そういう反応だよな……。詳しくは後で話すが──マジ物です」

「な──!?　じゃ、じゃあ……、『澪たんマジ天使』!?」

「うん。絶対に言うと思った」

　こいつらしい反応で、むしろ安心した。

　──が。『マジ天使の財ざい天てん寺じ』には、どう反応するのかなっと。

　まぁ人外の存在は今さらだし、黒木なら人もネコも天狐も天使も、あんまり気にしない気もするが。

　……と、そこまで考えてから、この天狐もネコも区別せずに襲った男を思い出した。

「そういえば……。あんた、なんで真白を狙った？　里への復ふく讐しゆうっていうなら、余よ所そ者ものを狙うのは筋すじ違ちがいだろ」

　偶ぐう然ぜん居合わせた、というのもあり得ない。いくら警けい戒かいしていたとはいえ、直接の護衛がついていた真白を襲うなら、他の子を襲った方が遙はるかに楽だったはず。

「里への復讐？　ふっ……甘くみないでほしい。そんなくだらない事などしない……！」

　さっきまでやたらと卑屈だった男が、開き直ったのか、どこぞの腐くされ警けい官かんを思わせるほど尊大な口調になった。

「違う、の……？　里から逃にげ出すため、っていうのはわかるけど……」

「ふふふ……、俺が偶然その子を狙ったと思ったか？　浅はかな奴やつらだ……くっくっく」

「キーヤ、ちょっと締しめ付け強めてみようか～」

「わう」

「ちょっと調子にのりました！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!」

　細音とキーヤが、男を卑屈に戻す。……それにしても。

　──偶然じゃない……？　真白は巫み女こ代理で、神楽を舞まう事になっただけで……ん？

「お前、まさか……！」

「──気が付いたか。そうだ。俺は──」

　男は勿もつ体たい振ぶるように言葉を切り、辺りをみまわし。そして……堂々と。



「俺は！　巫女さんが！　大っ好きだあああああああああああああッ!!」



「「「「「 …………………………… 」」」」」「……ほう？」

　ほぼ全員が言葉を失う中、黒木だけは感心したような声を出す。

「久遠の様なケモノ耳ぺったん幼女の巫女姿も、それはそれでもちろん素す晴ばらしい。だがしかし……白はく髪はつお嬢じよう様さま系ほんのり胸の巫女さん──素晴らしい。実に素晴らしいではないか！　一言でいうならば……『激☆萌もえ』!!」

「キーヤ。『キュッ』と」

「……わう」

「キュゥ────ッ!?」

　痛々しい熱弁を振るう男を、再び細音とキーヤが黙だまらせる。

「……なあ黒木？　実行するかどうかは別として……お前と気が合いそうじゃないか？」

「………………今。初めて、自分の生き方を考え直してみようかと思った」

　──初めてかよ。少しは疑問に思えよ自分の人生。

「──あんたの嗜し好こうはわかった。なら、風華ちゃんじゃなくて真白にした理由は？」

「あの子はあの子で、実に素晴らしい。だが……若じやつ干かん、胸部が理想より大きすぎる」

　──そう……だったか？　少なくとも、大きいという印象は残ってない。という事は。

「黒木、やっぱりお前と話が合いそうだぞ？　コイツも貧乳党だ」

「ば──ッ!?　だ、だから貧乳派ではないと何度言えば……!!」

　慌てる黒木と──話に参加しないようにしながら、なぜか頬が紅あかい細音。

「……で？　攫ってどうする気だったんだ？」

「考えていなかった！」

「………………は？」



「ついムラッとしてやった。だが反省はしていない！　男児かくあるべし!!」



「「「 ……キーヤ、『ぎゅぅぅッ』って 」」」

「わうっ！」

「ぐぎぃぇぇぇッ!?」

　俺、澪、細音の指示に従い、拘束を強めたキーヤ。流石さすがの男もついに意識を手放した。

「ねぇ、おにいさん……？　おとうさんが、ましろの護衛してたと思うんだけど……どうしたの？　おとうさん、大丈夫……？」

　男が意識を失って安心したのか、久遠が人の姿になって訊いてくる。……この前、悠菜さんが制裁を下す片棒を担かついでいたが……それでもやはり、自分の父親が心配らしい。

「あー、その……倒されちゃったみたいで……。でもアッサリやられたのが幸いしたのか、特に怪我している様子は無かった、かな？　大丈夫。安心していいよ」

「よかったね、くーちゃん♪」

「うんっ！　ありがと、おにいさん、あやと♪　……だけど──」

　笑顔を浮かべた久遠が、少し困った顔になる。──と、その時。

ドドドドドドドドドドド──

　地鳴りのような足音が、近づいてくる。だが、久遠に気付いた様子は無く。

　……その言葉を、冗談めいた口調ながら、はっきりと。



「──おとうさん、本当に使えないね？」

「ヤツは何ど処こにい──ぐおっはああああああああああああッ!?」



　親バカお父さんにとっては、娘のキッツイ一言が物理衝撃になったらしい。

　ものの見事に吹き飛び──そのまま、崖がけの下に転がっていった。

「……あれ？　いま、おとうさんの声、聞こえなかった……？」

「「「「「 ……イーエ、ソノ様ナ事実ハ一いつ切さいゴザイマセン 」」」」」

　……里の方々も含ふくめた全員が、何も見なかった事にした。










　　　終章　──そして。『それぞれの想う先』





　人を掻かき分わけ──るまでもなく。俺を見ると、お辞じ儀ぎと共に道を開けてくれる人々。

　そんな扱あつかいに慣れていない俺は、苦にが笑わらいと共にお礼のお辞儀を返しながら進む。

「あ！　お帰り、お兄ちゃん！」

「……ん、悟さとる。真ま白しろの様子、どうだった？」

「──ああ。リラックスできてたみたいだし、大丈夫だろ。そう思ったから声かけないで戻ってきた。──まぁ、楽しみに待ってようか」

「……にゃ？　そういえば、細さざ音ねお姉ちゃん達は？」

「あー……。途と中ちゆうの屋台で、年配の方が下した拵ごしらえに苦労しててな。手伝ってから行くって。何だかんだで黒くろ木きも手伝うだろうし、始まる頃ころには戻って来るんじゃないか？」

　腕うでまくりして包丁を握る細音と、渋しぶ々しぶ、または嫌いや々いやといった表情で『自分から』手伝いに残る黒木のコンビは、なかなか楽しい光景ではあった。



　この天てん狐この里の祭りは、二部構成になっている。

　真白が舞う神楽を始めとした神事は、日にち没ぼつ前まえには終わるらしい。その後は露ろ店てんも開かれ、大人達には酒も振る舞われ──、大人も子供も無礼講の、『祭り』と言うより派手な『お祭り騒ぎ』が展開されるらしい。

　里の住人はそんなに多くない。だから全員が両方に参加できる様に、と聞いた。

　そして──現在。神楽が行われる舞ぶ台たいの前で、文字通り、真白の晴れ舞台が始まるのを今か今かと待っているところ。



「あれ？　リッドと久遠くおんは？」

　俺が真白の様子を見に行くまで、聖き宵よいの隣には久遠が座すわっていて、その膝ひざの上にはリッドが居たのだが。

「……ん。──あそこ」

　示された方向は舞台。その脇わきに、永なが久ひさ様さま、悠ゆう菜なさん、久遠──そして綾あや人との姿が。

「何な故ぜに──？」

「……ん。族長の一族が座る場所らしいんだけど……久遠のお父さんが来られなくなったから。それで悠菜さんが『今の内から慣れておいては？』って、引ひき摺ずって行った」

　……提案という形の丁寧口調でありながら、結局引き摺って行く辺り、さすがだと言わざるを得ない。

「あれ？　久遠のお父さん、見つかったんじゃなかったっけ？」

「うん。でも、『修しゆ行ぎようの旅に出てきます』ってメモ残して、どっか行ったんだって！」

「……修行、ねぇ……」

　思い返すのは、娘の一言でムンクの名画『叫さけび』みたいな顔になり、谷底へ消えていった親バカお父さんキツネ。

　──体格的には、すでに十二分に強そうに見えたんだが……。

「あの人のアレって、強さより残念な性格のせいだろ。……修行で直ると思うか？」

「………………ね、悟？　綾人、大丈夫かな？」

　露ろ骨こつに話を逸らす澪みお。──気持ちはわかるから、話に乗る事にする。

「──大丈夫だろ。逃げようとしてる気配が無いし」

　俺がそう言うと、澪も再び、舞台上の綾人に視線を向ける。

　傍はた目めにも、緊きん張ちようしているのは分かる。もの凄い居い心ごこ地ちの悪さを感じているのだろう。

　だけど──まっすぐに前を見て。耐える様に体に力を込め──逃げる気配は一切無い。

「……もう、立派に男の子だよな、あの子」

「にゃあ！　久遠ちゃんも、なんだか嬉うれしそうだよね♪」

　──まぁ、多分これって、実質的なお披ひ露ろ目めだよな、多分。

　悠菜さんは表面上、いつもと変わらない調子で綾人を誘ったのだろう。

　確かに、すでに『婿むこ』という話は流れていた。久遠は、積極的に話してもいた。

　だが、話で伝わるのと、公おおやけの場に立って──しかも自分の意志で留とどまり続けるのは、意味の重さが全く違う。

「綾人……、それに気が付いてる、の……？」

「気付いてるだろ？　じゃないと、あそこまで真剣な顔はしないだろ」

「……ん。久遠も、本当に嬉しそうだね……。ね、悟……？」

「ん？　どうした澪？」

「…………ん。──ちょっと羨ましい……」

　俺の方を見て、そう言う澪。……『何が？』そう訊きくほど鈍にぶくも、無神経でもない。

　──まぁ、少しは考えていたわけで。

　澪の目を盗ぬすんで、チラリと綾人を見る。……俺も覚かく悟ご、決めますか。

「……確か。叔お父じさんと叔お母ばさん、年末は帰ってくるんだったよな？」

「 ？　……ん、確か、そう言ってた。──え？　悟……？」

「まぁ……、なんだ。──いろいろ報告しなくちゃな、と。……いいか？」

「 ！　うん……!!」

　満面の笑みを見せてくれる澪。……目め尻じりに、光るものも見える。

　──これで一歩踏み込んだわけだが……相変わらず、抑えるモノは抑えなきゃいけないわけで。……最低でもあと２年半。できれば６年半。長いな……。

　だけど。この笑顔を見られるなら、どうとでもなるかな、とも思う。

「にゃあ……」

「ん？　どうした聖宵？」

「ボクも……、ボク達の事も、紹しよう介かいしてくれるんだよね……？」

「当然だろ？」

「……うん、ありがと。──どうやって？」

　──『どうやって』って……、どうしよう……？

　ヴィス、イブ、リッドは紹介するまでもない。だから聖宵が言っているのは、真白、聖宵、綾人の事。……本当に、何て紹介しよう？

「……ん、と。永久様に、相談した方がいいんじゃ……？　さっきのあの人なんて、会社まで作ってたんだし」

「……どうなるかはわからないけど、相談はしてみた方がいいな」

　今回の一件で、逆にこちらが恐きよう縮しゆくするくらい、お詫びと感謝を言われた俺おれ達たち。『この恩は必ず返す。可能な事は全力で、可能じゃなくても死力を尽つくして』とまで言われた。

　──早さつ速そく頼たのもうかな……？　さらにガブリエル様達にも頼めば……。

「まぁ……、どうにもならなければ、堂々と変身見せちゃえ。……誤魔化したりしないから、安心しろ、聖宵」

「うにゃあ……♪　ありがと、お兄ちゃん！」

　安心したのか、笑顔と共に飛びついてくる聖宵。受け止めると、そのまま顔をこすりつけてくる。それを見て笑みを浮かべながら、手を伸のばして聖宵を撫でる澪。

「あの……？　お隣、よろしいでしょうか？」

　そんな時、聞き覚えのある声が、俺達に向けられた。

「──え？　あ、風ふう華かちゃん。どうぞ。……あれ？　あの子は？」

「はい、もちろん一緒に来てますよ？　ほら、あそこに」

　見ると例の男の子が、頬を紅くしてアタフタしている。

「……ん、と？　あの子、どうしたの……？」

「ここ、一人分のスペースしか無いので──」

　言いながら、手招きをする風華ちゃん。それを見て男の子は──諦めたらしい。意を決して歩きだし、途中で──キツネの姿に戻る。

「はい、っと。これで、ちゃんと一緒に見れます♪」

　足元まで来た子ギツネを抱だき上げ、座った自分の膝の上に乗せる風華ちゃん。

　──あー、これが恥はずかしかったわけか。

「さて、そろそろ始まりますよ？　真白ちゃんの晴れ姿、是ぜ非ひ期待してください♪」

「ん……♪」「にゃあっ！」

　澪と聖宵が応えたとき。ちょうど、真白が舞台に姿を現し──



　　　　　◆　　　◆



　本番前。心配になった俺おれは、真白が休憩も兼ねて待機していると聞いた、神社の別べつ棟むねに向かった。

　──いくら『大丈夫』って言ったって……攫われたすぐ後だもんな……。

　永久様は、あんな事件が起きてしまった以上、真白への負担を大きくしたくないからと、祭りを中止にしようとしていた。だけど……それを止めたのは、真白本人。

















『せっかく練習したんです。わたしは大丈夫ですから、やらせてください……！』

　止めようとする声は少なくなかったが、結局は真白に押し切られる形になった。

　……俺は、真白に任せて止めなかったのだが……やっぱり心配なわけで。

　そして教えられた場所に行くと──確かに真白の姿が。……ただ、様子がおかしい。

　縁えん側がわに座り、ただボーっと木々を見ている。──考え事でもしているのだろうか？



「……キーヤ、居るんですよね？」

『……わう』

　鳴き声と共に、何もない空間から飛び降りてきた様に、真白の隣に着地するキーヤ。

　真白が驚おどろいた様子は無く。お互たがい向き合いもせず、ただ前を見て話を続ける。

「少しご相談させていただきたいのですが……先に、少し確かく認にんさせていただきますね？」

「わん？」

「……キーヤとわたし、似た者同士、ですよね？」

「……ばう」

　同意したらしい、キーヤ。……確かにキーヤも、よく頼たよられる立場。そして一番甘えるべき相手である細音は、黒木にご執しゆう心しん。

　……そのせいなのかは分からないが、キーヤが甘えている所を見た事は無い。

「それで……どう思ってますか？」

「……わぅ。ばぅわう、わぅ……」

　キーヤが答える。それを聞いた真白は驚いた顔をしてから、苦笑い。

「──そんな所まで似ていたんですね……。──ええ。わたしも甘えたい気持ちはあるんです。ですが意地、というより見み栄えでしょうか……。そういうのまで邪じや魔ましていまして。……いっそ人の姿になんてなれなければ、まだ楽だったのかもしれませんね……」

「 ！　わうっ!!」

「──はい？『それだ！』って、何の事です……？」

「わんわんわん、わうっ♪」

「……ネコの時だけ？　ああ、その手がありましたか……。ねえさまにも聖宵ちゃんにも、それなら気を遣つかわないで済みます。ありがとうございます、キーヤ♪」

「わうっ！」

　──決まった、のか？　……あとでキーヤにお礼言わないとな。

「──ですが……」

　一件落着かと思ったら、再び真白の顔が曇くもる。

「わたしはこれでいいとして、キーヤはどうするんですか？」

「わ、わぅ……わ、わんわん！」

「『気にするな』なんて……無理です。わたしは相談に乗っていただいたのに。わたしが出来る事なら何でも……ああ！　そうです、こんなのどうでしょうか？」

「わ、わう……？」

　何かを思いついたらしい。真白の顔に、楽しそうな笑顔が浮うかぶ。

「わたしが『真白』のときは、一緒にいませんか？」

「……わん？」

「あ。甘えろなんて言いませんよ？　ですが気が向いたら、いつでもいらしてください。少なくとも……寂さびしくは、ないと思いますよ？」

「──わん、わう♪」

「はい♪　……これからも、よろしくお願いしますね？」

「わん！」

　嬉しそうに鳴いたキーヤは、さっそく真白の隣で丸くなる。そして──そのキーヤの頭を膝に乗せ、瞳を閉じて優しく撫でる真白。

　それは……キーヤが死ぬ前。幼い細音とキーヤの光景に、良く似ていた──



　　　　　◆　　　◆



　そんな遣やり取とりがあったのが、本番前。

　今の真白は重荷から解き放たれた──おそらく、他人に初めて見せる、本当の姿。



　その真白が今、舞台の上で舞っている。



　緋ひ袴ばかまに白衣の巫女装束。その上に神事用の、鶴つると蔦つたをあしらった千早を纏まとう。

　真白の綺き麗れいな白髪と白い肌はだが合わさり、繊せん細さいな雪像の様な印象すら与あたえる。

　だが──真白が纏う気配は、雪の儚はかなさではなく。

　静せい謐ひつで、それ故ゆえに揺ゆるぎない。静かで圧倒的な存在感。



　見る者全すべてが、空気に呑のまれていた。

　厳おごそかな雅が楽がくの演奏の中、静かに舞う真白。

　聞いていた通り、激しい動きも、難しい所作も一切無く。

　だけどそれ故──一つ一つの動きに、舞まい手ての意志が、心が現れる。

　雅楽の音色。真白が鳴らす神楽かぐら鈴すずの音。真白の容姿。一つ一つの仕草。

　その全てがこの場にいる者を惹ひきつけ、魔法の様に魅み了りようしていく。

　この舞が、実質たった二日で身に付けられたものとは、誰も信じない。

　……いや、そんな事はどうでもいいくらい、全員が惹き付けられていた──



　そして……演奏と同時に、真白の動きが止まる。

　まるで名な残ごりの様に、最後に神楽鈴が一鳴り。その余よ韻いんの中──真白が一礼。



　風の音が響く程の、沈黙。



パチッ

　しかし、その沈黙は一つの音によって破られ──

パチッ　パチッ　パチ　パチ　パチパチパチパチパチパチ──────!!

　すぐにその音は広まり、会場を埋め尽くした。

「にゃあっ！　真白すごいすごい!!　練習のときより全然すごい!!」

「ん……。すごかった……」

　聖宵と澪も、手放しで称しよう賛さんを贈おくる。──で、そう言う俺はと言うと。

「…………………………」

　まだ、圧倒されていて声が出なかったりする。だが──

「 ！　…………♪」

　真白と目が合った。すると真白は、悪戯いたずらを思いついた様な笑みを浮かべ──次の瞬間。

　姿を消した。

「「「「「　…………え!? 」」」」」

　会場中が、驚愕に包まれる。──だが、実際は消えたのではなく。

「に～」

　なぜか、やたらと久しぶりに聞いた気がする、ヴィスの声。

　いきなり小さなヴィスの姿になり、消えた様な錯さつ覚かくを与えた本人は、元居た舞台中央から真っ直ぐこちらに駆かけ寄り、朱しゆ塗ぬりの手すりに登り、更さらに跳ちよう躍やく。

「──って、バカ！　何やって!!」

　こちらに向かい、躊ちゆう躇ちよなく飛び込んできたヴィスを、慌てて受け止める。

「お前、いくらなんでも──」

　受け止めたヴィスに、文句を言おうとしたのだが……やっぱり向こうの方が上うわ手てで。

「に♪」

ペロリッ

「……え？　ヴィス──さん？」

「に！　に～♪」

　俺の頬をペロリと舐なめ、そのまま俺の胸に、頭を擦すり付けてくる。

　……確かにさっき、『ネコの姿のときだけ甘える』という結論に至ったらしかったが……まさかここまでド直球に来るとは、全く予想していなかった。

　照れくさくなった俺が辺りを見回すと。澪や聖宵はもちろん、先ほどまで真白に万ばん雷らいの拍はく手しゆを贈っていた里の人達。その全員が、俺達を微笑ましいものを見る目で見守っていた。

　そんな中。声をかけて来たのは、胸に子ギツネを抱いた風華ちゃん。

「ヴィスちゃん？　本当にお疲れ様さまでした。……素晴らしかったです」

「に？　に～♪」

「それで──少しだけでも結構ですので、真白ちゃんになっていただけますか？」

「に……？」

　意図が掴つかめず怪け訝げんそうな表情をしながらも、言われた通り真白の姿になる。

「──っと、とと」

　腕の中でいきなり変身されたため、少しヨロけながら慌てて抱かかえ直す。

「あ！　すみません、にいさま。──え……と、これでよろしいでしょうか？」

「はい。では……ヴィスちゃんの行動と現状、少し顧かえりみてください」

「はい……？　────ッ！　…………ぁぅ」

　どストレートに甘えてきたヴィス。そして現状──お姫ひめ様さまだっこ。

　真白は肌が白いぶん、赤面するともの凄く目立つ。……冷静に振り返り、恥ずかしくなったらしい。

「あー、真白、大丈夫か？」

「だ、大丈夫です……。──ですが、慣れるまで少し時間がかかりそうです……」

　──だけど、『慣れる』つもりなんだ……？

　そしてそれを証明する様に、赤面しながらも腕から抜ぬけ出だそうとしない真白。

「そ、それで風華さん？　まさか、これのために……？」

「いえ、もちろん、これだけではありません。真白さん──」

　風華ちゃんは改めて真白に向き直り、姿勢を正してから、言葉を続ける。

「──本当に、ありがとうございました。私の代わりに舞っていただいただけではなく、本日の舞は、とても勉強になりました。……私も負けない様、精しよう進じんいたします」

　感謝と敬意を込めた、一礼。それに対して真白は、今度こそ腕から降りて向き合う。

「風華さん。──いつかまた、必ずこの里に来ます。そのときは風華さんの舞、ゆっくり見させてください」

「はい。──あの舞の後ですと、来年からは少々厳しいですが……」

　一度、苦笑の様な表情を浮かべて俯うつむくが、腕に抱えたものを見て、直ぐに笑みに戻もどり。

「……ですが。今の私でしたら、きっと負けません。──ね♪」

「きゃんッ!?　……きゅぅん」

　その『風華ちゃんの力の源』は、照れてそっぽを向いてしまう。

「今度来るときが、とても楽しみです。必ずまた来ますね♪」



　その後。



　陽ひが沈しずんだ空が昏くらくなりきる前に、祭りの喧けん騒そうを聞きながら、俺達は里を後にした。

　実は前々から決めていた事とはいえ、当然の様に永久様達からは引き止められた。

　しかし──正直言って時々忘れそうになるのだが、俺はこの京都には仕事、修学旅行の引いん率そつとして来たわけで。──いくら許可を得ているからといって、いつまでも好き勝手に動いているのは、さすがに気が引ける。

















「うにゃぁ……、もうちょっと、遊びたかったかも……」

「にー……」

「……ん。また来よ？　ね、悟？　来年も来よう、ね？」

「ああ、そうだな」

　──だけどその場合……今度は俺が、澪の学年の修学旅行に突とつ撃げきする必要が……!?

「まぁ、来ようと思えばいつでも来れるだろ。──な、綾人、久遠？」

「うんっ！」「え、えっと……？　にいさん、どういう意味で言ってる？」

　即答する久遠と、おそらく理解しているだろうに、頬を紅くして訊いてくる綾人。

　つまり、この二人の仲が良いうちは、来る理由に事欠かないわけで。

「ところで……なかなか合流してこなかったが、お前ら何してたんだ？」

「え、ええ……っと──？」「………………」

　何か、誤魔化す言葉を必死に探しているらしい細音と、露骨に視線を逸そらし、ただ黙もく々もくと歩く黒木。

　本来なら真白の神楽かぐらが始まる前に合流するはずだったが、神事が一通り終わるまで、姿を見せなかった二人。しかも合流したときにはお面を被かぶり──気のせいか、耳も紅かった気がする。

　──この二人の様子を見るに、なにか面おも白しろいイベントがあったのは確実なんだが……。

「そ、そう言う悟兄達も、何かあったよね!?　──なんだかその……重じゆう症しよう化かしてるけど」

「そうか？」

「……貴様、その状態で『そうか？』とか言うのか……？」

　呆あきれ顔がおで言う黒木。横を歩く綾人も、引きつった笑みを浮かべている。

　──俺としては細音の『悟兄達も』っていう部分が気になるが……、言わない方が良さそうか。

　で。俺の現状はと言うと。

　左手は聖宵と繋つなぎ。右みぎ腕うでは澪が抱え。そして──頭の上には、ヴィスも乗っていたり。

　確かに、ちょっとした『リア充じゆうトライアングル（縦）』を形成している気がする。

　ちなみに。俺の頭の上は、ヴィスとイブが交代で乗るという事が、俺の知らない所で決定されていたらしい。

「まぁ、いろいろあったんだよ。──な？　澪、ヴィス？」

「ん……♪」「に♪」

「んー、訊きたいところだけど、まあいっか。──ね、ヴィスちゃん？　何だか色々大変だったみたいだけど……楽しかった？」

「に～♪」

　もちろん♪　そう言う様な、ヴィスの鳴き声。

『いろいろあったけど、楽しかった』それが、俺達全員の感想になりそうだった。





　……と。一見キレイにまとまった様に見える今回の騒そう動どう。──だが。



　お気づきかもしれないが、修学旅行の日程は、あと丸一日残っている。

　実はこの後、戻ったホテルで生徒達の洗礼を浴びたり、澪達が『このホテルで一泊ぱくして、私達も一いつ緒しよに帰る』と言い出したり。

　そんなグダグダなエピソードが展開される事になるのだが……。

　それはまた後のち程ほど、話す機会があればな、と────



　　　　　◆　　　◆



　一方。聖ひじりヶが丘おか学がく園えん理事長室。



「さて。悟殿どのからの報告の件なのですが……」

「ええ。やはりガブリエル様の予想通り、悟殿に原因がありましたか……」

「ふむ……。仲介と調整の力……実に悟殿らしい能力ですな。──これはやはり偶然、ではないのですね？」

「はい。……前歴史の最後の夜。あの火事の中で、悟殿は負傷しています。そしてそれを、覚かく醒せいした澪が治しました」

　ガブリエルの言葉に、自分達の過あやまちを思い返し、苦い顔をする二人。

「……はい。覚えております。──では、そのときだと？」

「あれはかなりの重傷でした。それを癒いやす際、力を注ぎ過ぎたのでしょう。目覚めたばかりで、しかも相手は重傷を負った最愛の存在です。力が入りすぎるのも無理はない、と」

「む……。そのとき、魂たましいに何らかの影えい響きようが出たとするならば……確かに、歴史の改変にも耐えて、残り続ける可能性が……」

「……ですね。魂は私たちでも解明しきれていない、真の意味での神の領域。何が起きてもおかしくは……」

　ガブリエルの推測に、財ざい天てん寺じも白しら川かわも同意を示す。

「たとえ時間が巻き戻ろうと、悟殿が悟殿たる本質、魂は変わりません。魂に打ち込まれた澪の意思が目覚め……魂が内側から、悟殿自身を巻き戻りが起こる前に戻した。……何度も起こりうる事態とは思いませんが、一応はあり得る話です」

　あり得る。そう言ったガブリエルだが……半ば呆れた様な表情をしている事から、どれほど稀け有うな事象かが窺うかがえる。

「では、後は悟殿に検査を受けていただき、確証を得れば解決ですね！」

「うむ。特に悪あく影えい響きようが出る要素も無いようです。これで悟殿どの達たちも安心するでしょう」

　安あん堵どと喜びの笑みを浮かべる白川達。……だが。

「──いいえ、終わっていません。……むしろ、ここからです」

「……は？　で、ですが、悟殿は確かに特異な存在ですが、問題になるとは──」

「いえ、確かに悟殿は大丈夫なのです。問題は、澪とヴィス達三匹です」

「変身の事ですか？　あれは結局、三人がかりで宝具を使っていたという事で──」

「ええ。澪の力を使い、宝具が術を形成。それを二人で調整・制せい御ぎよする。──では、澪の力を消費しているはずなのに、澪の力が衰おとろえず、むしろ増大しているのは何な故ぜです？」

「そ、それは──」

「『超ちよう回かい復ふく』、という言葉をご存じですか？」

「は？　は、はい。負ふ荷かにより傷付いた組織が、自然治ち癒ゆによって、負荷を受ける前より強きよう靭じんになる現象、ですよね？　それにより筋力の増強などが──まさか……？」

「……澪の力の増大が目立ち始めたのは、あの子達が変身を修得してからです。最近は、特に増大速度が上がっています。何らかの対策を取らなければ……」

　口にする事を躊躇ためらう様に、言葉を切る。……そして間をおいてから、意を決し──



「……おそらく、そう遠くないうちに、破は滅めつを迎むかえます」










　　　あとがき





　はっはっは！　今回は締しめ切きりにちょー余よ裕ゆうでした!!　これで土下座作家の汚お名めい返上。担当様にも明あけ星ぼし様にも、やっと少しは顔向け出来る様になった！　は～～っはっはっは!!



　……という、現実とは真逆の夢を見ました。

　今回も変わらず、母なる大地に額ひたいを擦すり付ける作家、緋ひ月づきでございますごめんなさい。

　いやー……本当に、夢とは真逆でして。今回、過去最悪レベルで苦戦し……。

　前半は勢い任まかせでサクサク書けたんですが、後半はまとめるのが予想以上に困難でして。まぁ、『勢い任せで書いちゃった』からなんですけどねー……。

　私は書くとき、優先的に使いたいネタのシーンを、先にいくつか書いてしまうんです。

　そこから、それらを並ならべ替かえたり、繋つなぎの展開を作ったりと調整するのですが。



　シーンの試ためし書きの時点で、規定の１・５倍の文量て……。（ご利用は計画的に）



　この巻をすでに読んでくださった方は分かると思いますが、削ったシーンのほとんどは、黒くろ木きと細さざ音ね関係のシーン。削った理由は──『すでに本編とは関係無くね？』。

　悟さとる達と別行動させてしまったため、ほとんど別のお話になってしまい……。

　今回泣く泣く削ったエピソードは、簡かん略りやく化してでも次巻で触ふれる所存！



　さて。前巻あとがきで『動き始める』とか書いていながら、相あい変かわらずなノリの今巻。

　実は私の心からの、ある願望により生み出されました。それは──



『真ま白しろに巫み女こ服を着せたい……！　コスプレじゃなく、ガチで──!!』



　──はいソコ。そんなに引かないでくださいお願いします。

　……だって。作中の女性キャラで、一番似に合あいそうなんですもん。……対象を『全キャラ』にすると、綾あや人と君が食くい込こんできそうで怖いのですが。

　それに真白は、ネコトリオで裏うら設定が一番多いんです。だからそれを使いたかったというのもあります。──おかげである程度は、出す事ができました。

　ちなみに。裏設定の数が多い順番は、悟、澪みお、黒木、天使コンビ、細音、ガブ様──となります。ほとんど裏が無いイブとリッド……。

　天使コンビの裏設定は、主おもにオタ活動に関して。そして、悟、澪、黒木、細音は、幼少期の話と、それぞれの親の話。そして──このシリーズ終了後の『その後』。



　そんなわけで。前巻で『最後まで書ける』と言いましたが、実は次が最終巻です。



『その後』まで書く機会があるかはわかりませんが、ラストスパート全力で行きます！

　担当様、明星様、ＨＪ文庫関係者の方々。……一般企業だったら首切られること間違いなしの所業を繰くり返かえす私を、見捨てないでくれてありがとうございます……！

　読者の方々。こんな私のお話に付き合ってくださり、ありがとうございます!!

　この職業を続けていられるのは、間違いなく皆様のお蔭かげです。

　このご恩は──作家として、物語で返せる様、日々精しよう進じんいたします。
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